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コメント

001 PubMed 38984290 Torii A, Seki Y, Sasano R, Ishida Y, Nakamura K, Ito R, Iwasaki Y, Iijima K, Akiyama H. Development of a rapid and reliable method to simultaneously detect seven food allergens in processed foods using LC-MS/MS
Food Chem X. 2024 Jun 14;23:101558. doi:
10.1016/j.fochx.2024.101558. eCollection 2024 Oct 30.

Food Chem X 2024 23:101558 10.1016/j.fochx.2024.101558
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38984290/

×

LC-MS/MSを用いて加工食品中の食物アレルゲンタンパク質7種（小麦、そば、牛乳、卵、甲殻類、落花生、クルミ）を同時に検出する迅速かつ信頼性の高い方法を開発。サスペンショントラッピング（S-Trap）カラムとオンライン自動固相抽出を使用
した方法により、微量のアレルゲンタンパク質を添加した5種類のサンプル中の7種類の食品成分由来の特定のタンパク質に対するマーカーペプチドの同時検出が可能になった。各タンパク質に対する本方法の検出限界値は1 mg/kg未満と推定された。 分析技術

002 PubMed 39083591
Castromil-Benito ES, Betancor D, Parrón-Ballesteros J, Bueno-Díaz C, Gutiérrez-Díaz G,
Turnay J, Heras ML, Cuesta-Herranz J, Villalba M, Pastor-Vargas C.

Walnut Jug r 1 is Responsible for Primary Sensitization among Patients Suffering Walnut-Hazelnut 2S Albumin Cross-Reactivity
J Agric Food Chem. 2024 Aug 14;72(32):18162-18170.
doi: 10.1021/acs.jafc.4c03603. Epub 2024 Jul 31.

J Agric Food Chem 2024 72(32):18162-18170 10.1021/acs.jafc.4c03603
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/39083591/

〇

くるみとヘーゼルナッツの交差反応性を、どちらか一方または両方にアレルギーがあり、それらの2Sアルブミンに感作された20人の患者で評価した。イムノブロット分析では、患者の85％が重篤な症状の発現に関連するクルミの2SアルブミンであるJug
r 1を認識し、50％がヘーゼルナッツの2SアルブミンであるCor a 14を認識した。阻害ELISAにより、Jug r 1はCor a 14特異的IgEの結合を強く阻害したが、Cor a 14はJug r 1特異的IgEの結合を部分的に阻害した。この結果から、くるみ/ヘーゼルナッツの
2Sアルブミンに感作された患者は均質な集団ではないことが示された。くるみ2Sアルブミンの特異的エピトープに感作される患者と、くるみとヘーゼルナッツの交差反応性エピトープに感作される患者が存在し、Jug r 1が主要な感作物質であった。

くるみーヘーゼルナッツの交差性に因るアレル
ギー患者におけるJug r 1の重要性

くるみとの交差性に関する研究
Jug r 1が重要

003 PubMed 38976236
Ortega-Martín L, Fernández-Bravo S, Nuñez-Borque E, Esteban V, Pastor-Vargas C, de Las
Heras M, Sastre J, Cuesta-Herranz J.

Age and Geographical Location Determine the Molecular Pattern of Walnut Allergy in Madrid, Spain
J Investig Allergol Clin Immunol. 2024 Jul 8:0. doi:
10.18176/jiaci.1005. Online ahead of print.

J Investig Allergol Clin Immunol 2024 34(5):341-343 10.18176/jiaci.1005
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38976236/

〇

Jug r 1に感作された患者は通常小児（16歳未満）で、最も重篤な反応を経験した。多くの場合、くるみは隠れたアレルゲンであり、アレルギーはくるみまたは他のナッツ類に限定されていた。対照的に、LTPに感作された患者は、口腔アレルギー症候群
を示すことが多かったが、かなりの症例が全身反応を経験した。くるみアレルギーがLTP症候群の最初の発現として現れる一方で、関連する症例では果物（特にバラ科）により症状が誘発された。興味深いことに、LTPに感作された患者のみが補因子に
関連した反応を示した。
クルミアレルギーの分子パターンは2つの要因によって決定された。第一は発症年齢である。小児期は、地理的な場所に関係なくクルミに対する感作パターンを決定し、世界中でSSP、特にJug r 1に対する感作が優勢である[5-13]。2つ目の要因は地理的
なもので、成人期の分子パターンを決定し、地中海地域ではLTPに対する感作が、北部および中央ヨーロッパではJug r 5に対する感作が条件となる[6,7]。この2つの要因が、発表された研究結果の食い違いを説明していると考えられる。
発症年齢と地理的位置が支配的な分子パターンを決定し、分子パターンがクルミアレルギーの特徴を決定した。

くるみアレルギーの分子パターンと年齢、地域と
の関連性（スペイン）

海外文献だが、CRDの結果として内容確認

004 PubMed 39016336
De Agrela-Mendes I, Pedrosa M, Gómez-Traseira C, Phillips-Anglés E, Rodríguez-Álvarez M,
Quirce S.

Tolerance of peanuts and tree nuts in Spanish children with exclusive sensitization to lipid transfer proteins
Pediatr Allergy Immunol. 2024 Jul;35(7):e14204. doi:
10.1111/pai.14204.

Pediatr Allergy Immunol 2024 35(7):e14204 10.1111/pai.14204
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/39016336/

〇

LTP に感作された小児におけるピーナッツと木の実 (ヘーゼルナッツとくるみ) の耐性を評価した。
方法: ピーナッツ、ヘーゼルナッツ、またはくるみに対するアレルギーと診断された個人を登録した。データは、人口統計および病歴を含む医療記録から収集した。評価は、市販の抽出物と問題のナッツを使用した皮膚プリックテスト、およびナッツと
その主要な成分に対する総 IgE と特異的 IgE の測定、種子貯蔵タンパク質に対する感作がないものの、LTP 感作が陽性の参加者は、オープンOFCを実施した。
結果: ピーナッツアレルギーと分類された 75 名、ヘーゼルナッツアレルギーと分類された 44 名、くるみアレルギーと分類された 51 名を対象とした。全員が原因ナッツによるオープンOFCを受け、高い耐性率を示した。ピーナッツは患者の 98.6%、
ヘーゼルナッツは 97.72%、クルミは 84.3% が耐性を示した。

自然経過（アレルゲン） 海外文献だが、自然経過の結果として内容確認

005 PubMed 38970259
Miralles-Lopez JC, Carbonell-Martínez A, Zamarro-Parra S, Navarro-Garrido C, Escudero-
Pastor AI, Boulaich M, Sanromán-Sirvent S, Petryk-Petryk Y, Ladrón-de-Guevara MD, Pérez-
Fernández V.

Clinical and serological characteristics of patients allergic to LTP
Allergol Immunopathol (Madr). 2024 Jul 1;52(4):9-14.
doi: 10.15586/aei.v52i4.1074. eCollection 2024.

Allergol Immunopathol (Madr) 2024 52(4):9-14 10.15586/aei.v52i4.1074
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38970259/

〇

LTP症候群患者の臨床および感作プロファイル、重症度の臨床パターン
材料と方法 ：スペインのムルシアにあるレイナ・ソフィア病院のLTPアレルギー相談室で行われた。患者の特徴、反応、補因子、関与する食物、QOL、食物および航空アレルゲンに対する皮膚プリックテスト、および血清学的パラメータを分析した。
結果：LTPアレルギーと診断された患者236例のうち、54.66％がアナフィラキシー、36.02％が蕁麻疹血管浮腫、9.32％が口腔アレルギー症候群であった。最も多く関与した食物はモモで、70％の患者に症状を引き起こし、次いでくるみ55％、ピーナッツ
45％、ヘーゼルナッツ44％、リンゴ38％であった。アナフィラキシーを誘発した食物については、くるみが最も多く、次いでモモ、ピーナッツ、ヘーゼルナッツ、アーモンド、ヒマワリの種、リンゴであった。

LTP症候群 くるみのLTP（Jug r 3）は重要

006 PubMed 38529801 Sato S, Ebisawa M. Precision allergy molecular diagnosis applications in food allergy
Curr Opin Allergy Clin Immunol. 2024 Jun 1;24(3):129-
137. doi: 10.1097/ACI.0000000000000977. Epub 2024
Mar 26.

Curr Opin Allergy Clin Immunol 2024 24(3):129-137 10.1097/ACI.0000000000000977 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38529801/

×

最近の知見: 成分分解診断 (CRD) は、症状に基づいてアレルゲンに対する感作を調べ、アレルギー患者の共感作および/または交差感作を明らかにするために使用できる。以下のアレルゲン成分が症状と関連することが知られている: 卵のオボムコイド、
小麦のオメガ 5 グリアジン、および多くの貯蔵タンパク質 (大豆の Gly m 8、ピーナッツの Ara h 2、ヘーゼルナッツの Cor a 14、カシューナッツの Ana o 3、くるみの Jug r 1、およびゴマの Ses i 1)。
マカダミアナッツ (Mac i 1 および Mac i 2)、アーモンド (Pru du 6)、魚 (パルブアルブミンおよびコラーゲン)、およびエビ (Pem m 1 および Pem m 14) のアレルゲンに関する最近の研究では、CRD に関する追加情報が得られている。さらに、Pru p 7
は桃に対する全身反応の危険因子であり、最近ではヒノキやスギの花粉と交差反応することが明らかになっている。

食物アレルギー診断精度

007 PubMed 38194791 Civera A, Esteban C, Mata L, Sánchez L, Galan-Malo P, Pérez MD. Sensitive ELISA and lateral flow immunoassay for the detection of walnut traces in processed food and working surfaces
Food Chem. 2024 May 30;441:138296. doi:
10.1016/j.foodchem.2023.138296. Epub 2023 Dec 29.

Food Chem 2024 441:138296 10.1016/j.foodchem.2023.138296
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38194791/

×

くるみを検出するために、Jug r 1 の測定に基づくサンドイッチ ELISA とラテラルフロー免疫測定法 (LFIA) が開発された。試験した 88 種類の食品成分のうち、交差反応性はペカンナッツでのみ確認された。ELISA と LFIA は、くるみ抽出物を添加した
複合食品マトリックスで、それぞれ 0.25 µg/g と 0.5 µg/g のくるみタンパク質を検出できた。さらに、ELISA と LFIA によって、粉砕したくるみを添加したブレンド食品 (チョコレート) と加工食品 (アイスクリームとパン) で、それぞれ 0.5 µg/g と 1.5
µg タンパク質/g のくるみが検出された。LFIA は、作業面でも 0.1 µg のくるみタンパク質を検出できた。ELISA は許容できる精度と高い回収率 (71-97 %) を示し、両方の試験は堅牢であった。

分析技術

008 PubMed 38781930 Kwong KY, Chen Z, Scott L, Hilborne LH.
Optimizing Identification of Allergic Sensitization to Seasonal Inhalant Allergens in the USA: Implications for Constructing
Optimal Panels to Evaluate Patients with Allergy

Int Arch Allergy Immunol. 2024 May 23:1-8. doi:
10.1159/000538420. Online ahead of print.

Int Arch Allergy Immunol 2024 185(9):848-855 10.1159/000538420
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38781930/

×
米国の大規模な臨床参照ラボの空中アレルゲン検査データを分析して、季節性アレルゲン検査の選択を最適化するためのガイダンスを提供

季節性吸入アレルギー

009 PubMed 38759790 Windom RR, Seitz S, Ly JB, Dunn N, Fergeson J, Windom HH. Food Sublingual Immunotherapy: Safety and Simplicity of a Real Food Updosing Protocol
J Allergy Clin Immunol Pract. 2024 May 15:S2213-
2198(24)00519-1. doi: 10.1016/j.jaip.2024.05.007. Online
ahead of print

J Allergy Clin Immunol Pract 2024 12(9):2447-2453.e1 10.1016/j.jaip.2024.05.007
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38759790/

×
実際の食品を使用した、費用対効果の高い迅速な 舌下免疫療法プロトコルを提案

舌下OIT（予防、治療）

010 PubMed 38727626 Pasioti M, Xepapadaki P, Mathioudakis AG, Lakoumentas J, Efstathiou E, Papadopoulos NG. Current options in the management of tree nut allergy: A systematic review and narrative synthesis
Pediatr Allergy Immunol. 2024 May;35(5):e14132. doi:
10.1111/pai.14132.

Pediatr Allergy Immunol 2024 35(5):e14132 10.1111/pai.14132 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38727626/

〇
IgE 介在性の木の実アレルギー患者の脱感作に対する潜在的な治療オプションを評価するために、2024 年 1 月までに発表された研究について 3 つのデータベースを体系的に検索

木の実アレルギー総説 木の実アレルギーの最新レビュー

011 PubMed 38283084 Dadha P, Nimmagadda S, Venter C, Gupta R, Kumar PU, Warren CM.
Reported food-related symptoms and food allergen sensitization in a selected adult population in Hyderabad, India: A hospital-
based survey

J Allergy Clin Immunol Glob. 2023 Dec 23;3(2):100204.
doi: 10.1016/j.jacig.2023.100204. eCollection 2024 May.

J Allergy Clin Immunol Glob 2023 3(2):100204 10.1016/j.jacig.2023.100204
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38283084/

×

皮膚プリック検査と特異的IgE検査で、Hyderabadでよく見られる食品を特定し、アトピー性疾患の誘因となる食品に対するアレルギー感作率を評価
1622人の患者（平均年齢42.6±12.9歳、男性55.5％）のうち、喘息が最も多く診断されたアトピー性疾患（26.4％）で、痒みや発疹が頻繁に報告された症状（22.7％）であった。患者の94.9％は血清総IgE値が144 kU/Lを超えていた。ひよこ豆、キャベ
ツ、ナス、くるみ、クミン、キンマの葉が最も多く報告された誘発食品でした。

インド成人FA調査

012 PubMed 38091784 Ma J, Tong P, Chen Q, Liu J, Li H, Long F.
Covalent conjugation with polyphenol reduced the sensitization of walnut and ameliorated allergy by enhancing intestinal
epithelial barrier in mice

Food Chem. 2024 May 1;439:138191. doi:
10.1016/j.foodchem.2023.138191. Epub 2023 Dec 9.

Food Chem 2024 439:138191 10.1016/j.foodchem.2023.138191
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38091784/

×
クルミタンパク質（WP）の感作を軽減するために、WPと（-）-エピガロカテキンガレート（EGCG）、ケルセチン、トランスフェルラ酸、およびレスベラトロールとの相互作用の影響をマウスモデルで検討

動物実験

013 PubMed 38612981
Gutiérrez-Díaz G, Betancor D, Parrón-Ballesteros J, Gordo RG, Castromil-Benito ES, Haroun E,
Vázquez de la Torre M, Turnay J, Villalba M, Cuesta-Herranz J, Pastor-Vargas C.

Identification of New Allergens in Macadamia Nut and Cross-Reactivity with Other Tree Nuts in a Spanish Cohort
Nutrients. 2024 Mar 26;16(7):947. doi:
10.3390/nu16070947.

Nutrients 2024 16(7):947 10.3390/nu16070947
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38612981/

〇

オーストラリア人と日本人の患者で2つのMacadamia integrifoliaアレルゲン（Mac i 1とMac i 2）が特定されているが、西ヨーロッパの集団、特にスペインにおけるアレルギー感作パターンは不明である。スペインでマカダミアナッツアレルギー患者7名
を募集し、マカダミアナッツタンパク質抽出物を調製し、ヘーゼルナッツおよびくるみ抽出物とともに、ウェスタンブロット法および阻害試験を実施した。交差反応性では、ヘーゼルナッツ抽出物はマカダミアナッツのオレオシン特異的 IgE 結合を阻害
したが、クルミ抽出物は阻害しなかったことから、オレオシンがマカダミアナッツとヘーゼルナッツの交差反応性のマーカーとして使用できることを示唆している。結果は、スペインの集団におけるアレルギー性プロファイルが、オーストラリアと日本
の集団で以前に検出されたものとは異なることを示している。

アレルゲン、交差性：マカダミアナッツの新規ア
レルゲンの同定及び木の実との交差反応性－スペ
インコホート

マカダミアナッツと他の木の実類との交差反応性
スペインの研究だが内容を確認

014 PubMed 38407394

Wood RA, Togias A, Sicherer SH, Shreffler WG, Kim EH, Jones SM, Leung DYM, Vickery BP,
Bird JA, Spergel JM, Iqbal A, Olsson J, Ligueros-Saylan M, Uddin A, Calatroni A, Huckabee CM,
Rogers NH, Yovetich N, Dantzer J, Mudd K, Wang J, Groetch M, Pyle D, Keet CA, Kulis M,
Si dh  SB  L  A  S l k AM  L  BJ  L  T  P i h C  B Whit h  T  S l

Omalizumab for the Treatment of Multiple Food Allergies
N Engl J Med. 2024 Mar 7;390(10):889-899. doi:
10.1056/NEJMoa2312382. Epub 2024 Feb 25.

N Engl J Med 2024 390(10):889-899 10.1056/NEJMoa2312382
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38407394/

×

複数の食物アレルギーを持つ 1 歳の幼児の場合、16 週間のオマリズマブ治療は、ピーナッツやその他の一般的な食物アレルゲンに対する反応閾値の上昇においてプラセボよりも優れていました。

治療（オマリズマブ）

015 PubMed 37703777
Holcombe G, Walker MJ, Singh M, Gray K, Cowen S, Ellison SLR, Rogers A, Balasundaram A,
Burns M, Clare Mills EN.

Clinically and industrially relevant incurred reference materials to improve analysis of food allergens, milk, egg, almond, hazelnut
and walnut

Food Chem. 2024 Feb 15;434:137391. doi:
10.1016/j.foodchem.2023.137391. Epub 2023 Sep 4.

Food Chem 2024 434:137391 10.1016/j.foodchem.2023.137391
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37703777/

×

5 種の優先的アレルゲンについて、コンセンサスに基づいた産業的および臨床的に関連する初のマルチアレルゲン マトリックス RM キットの準備と特性評価を実施した。

分析技術

016 PubMed 37792850
Spolidoro GCI, Lisik D, Nyassi S, Ioannidou A, Ali MM, Amera YT, Rovner G, Khaleva E, Venter
C, van Ree R, Worm M, Vlieg-Boerstra B, Sheikh A, Muraro A, Roberts G, Nwaru BI.

Prevalence of tree nut allergy in Europe: A systematic review and meta-analysis
Allergy. 2024 Feb;79(2):302-323. doi: 10.1111/all.15905.
Epub 2023 Oct 4.

Allergy 2024 79(2):302-323 10.1111/all.15905 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37792850/

〇

個々の木の実に対する木の実アレルギー/感作の有病率。
ヘーゼルナッツ、くるみ、アーモンド、および少数のケースではカシューナッツとブラジルナッツのメタアナリシス。生涯自己申告有病率は、ヘーゼルナッツでは 0.8% (95% CI 0.5-1.1)、くるみでは 0.4% (0.2-0.9) でした。時点自己申告有病率は、ヘー
ゼルナッツでは 4.0% (2.9-5.2)、ブラジルナッツでは 3.4% (2.0-4.9)、アーモンドでは 2.0% (1.1-2.9)、くるみでは 1.8% (1.1-2.5) であった。食物負荷試験で確認された TNA の時点有病率は、ヘーゼルナッツでは 0.04% (0.0-0.1)、くるみでは 0.02% (0.01-

ヨーロッパにおける木の実アレルギー患者の有病
割合

ヨーロッパの木の実アレルギーの感作率、有病割合、OFCによる有病割合
海外文献だが、内容を確認

017 PubMed 37467671 Kim K, Kim Y, Lee H, Lee C, Kim S, Oh S, Park ZY. Discovery, verification, and validation of walnut protein marker peptides using LC-MS approaches
Food Chem. 2023 Dec 15;429:136889. doi:
10.1016/j.foodchem.2023.136889. Epub 2023 Jul 16.

Food Chem 2023 429:136889 10.1016/j.foodchem.2023.136889
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37467671/

×

2014年、欧州アレルギー・臨床免疫アカデミー（EAACI）は、2000年から2012年に発表された研究について、欧州における食物アレルギー（FA）と食物感作の有病率をまとめた初のシステマティックレビューを発表した。システマティックレビューの最
新の更新では、個々の木の実に対する木の実アレルギー/感作の有病率をまとめた。
2012年から2021年に発表された関連論文について6つのデータベースを検索し、2000年から2012年の間に既に特定されていた15の研究に17の研究を追加して、合計32の研究となった。
調査した木の実のうち、ヘーゼルナッツ、くるみ、アーモンド、および少数のケースではカシューナッツとブラジルナッツのメタ解析が可能であった。
生涯自己申告有病率は、ヘーゼルナッツでは 0.8% (95% CI 0.5-1.1)、くるみでは 0.4% (0.2-0.9) であった。時点自己申告有病率は、ヘーゼルナッツでは 4.0% (2.9-5.2)、ブラジルナッツでは 3.4% (2.0-4.9)、アーモンドでは 2.0% (1.1-2.9)、くるみでは
1.8% (1.1-2.5) であった。食物負荷試験で確認された時点有病率は、ヘーゼルナッツでは 0.04% (0.0-0.1)、くるみでは 0.02% (0.01-0.1) であった。

分析技術

018 PubMed 37641460
Lokya V, Parmar S, Pandey AK, Sudini HK, Huai D, Ozias-Akins P, Foyer CH, Nwosu CV,
Karpinska B, Baker A, Xu P, Liao B, Mir RR, Chen X, Guo B, Nguyen HT, Kumar R, Bera SK,
Singam P, Kumar A, Varshney RK, Pandey MK.

Prospects for developing allergen-depleted food crops
Plant Genome. 2023 Dec;16(4):e20375. doi:
10.1002/tpg2.20375. Epub 2023 Aug 28.

Plant Genome 2023 16(4):e20375 10.1002/tpg2.20375 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37641460/

×

主にピーナッツ、木の実、小麦、大豆、インゲン豆に関連するアレルギーの蔓延に焦点を当て、それらの生理学的特性と機能を強調するとともに、アレルゲン遺伝子発現を調整するための研究の方向性を検討します。特に、分子育種、遺伝子工学、ゲノ
ム編集の最近の進歩をどのように利用して、消費者の健康を守る可能性のある低アレルゲン食用作物を開発できるかについて解説。

総説：アレルゲン除去食用作物開発 アレルゲンに関する記載はあるが、他の総説を参照する。

019 PubMed 38024848 Kitamura K, Matsui T, Takasato Y, Sugiura S, Ito K. Jug r 1 sensitization in 0- to 35-month-old children with egg, milk, or wheat sensitization
J Allergy Clin Immunol Glob. 2023 Sep 14;2(4):100168.
doi: 10.1016/j.jacig.2023.100168. eCollection 2023 Nov.

J Allergy Clin Immunol Glob 2023 2(4):100168 10.1016/j.jacig.2023.100168
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/38024848/

〇

方法: 卵白、牛乳、小麦に対する特異的 IgE 検査で陽性となり、くるみを摂取したことがない 0 ～ 35 か月児を対象に、Jug r 1 特異的 IgE スクリーニングを、2018 年 11 月～2022 年 12 月に実施した。
結果: 205 名の小児 (うち 125 名は男児) における Jug r 1 特異的 IgE 陽性率 (レベル > 0.34 kUA/L) は 9.8% で、陽性を示した患者の Jug r 1 特異的 IgE レベルの中央値は 12.5 kUA/L であった。湿疹は 119 名の患者 (58%) に認められた。湿疹陽性群
(15.1% [119 名中 18 名]) の Jug r 1 特異的 IgE 陽性率は、湿疹陰性群 (2.3% [86 名中 2 名]) よりも有意に高く(P = .002)、湿疹陽性群では、感作抗原あたりの Jug r 1 特異的 IgE 陽性率は、卵では 13.7%、牛乳では 17.0%、小麦では 17.1% であった。重
度の湿疹群 (26.6% [64 件中 17 件]) の Jug r 1 特異的 IgE 陽性率は、非重度の湿疹群 (1.8% [55 件中 1 件]) よりも有意に高かった (P < .001)。
結論: 3 歳未満の子供でも、卵、牛乳、小麦に感作された湿疹のある子供の 15% が Jug r 1 に感作されていた。

卵、牛乳、小麦アレルギー児のJug r 1感作（日
本）

日本の研究
重度の湿疹患者群でJug r 1特異的IgE抗体価が高い

020 PubMed 37723909 Präger L, Simon JC, Treudler R.
Food allergy - New risks through vegan diet? Overview of new allergen sources and current data on the potential risk of
anaphylaxis

J Dtsch Dermatol Ges. 2023 Nov;21(11):1308-1313. doi:
10.1111/ddg.15157. Epub 2023 Sep 18.

J Dtsch Dermatol Ges 2023 21(11):1308-1313 10.1111/ddg.15157 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37723909/

〇
ビーガン食品に含まれるアレルゲンと新たなアレルゲン源の概要を示し、ビーガン食のアナフィラキシーリスクに焦点を当て解説。。

ビーガン食品のアレルゲン／アナフィラキシー ビーガン食全体のレビューのため、くるみの記載はわずか？？？

021 PubMed 37393135 Yasudo H, Yamamoto-Hanada K, Mikuriya M, Ogino F, Fukuie T, Ohya Y. Association of walnut proteins in household dust with household walnut consumption and Jug r 1 sensitization
Allergol Int. 2023 Oct;72(4):607-609. doi:
10.1016/j.alit.2023.06.003. Epub 2023 Jun 29.

Allergol Int 2023 72(4):607-609 10.1016/j.alit.2023.06.003
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37393135/

〇
家庭内のほこりに含まれるくるみタンパク質の量が、家庭でのくるみの消費と Jug r 1 に対する感作の進行に関係している可能性を示唆。

くるみ摂取／ハウスダスト中のくるみタンパク質
と感作

エアロアレルゲンとしてのJug r 1の重要性

022 PubMed 37744961 Limão R, Bartolomé B, Cabral Duarte F. The relevance of oral food challenge in a patient allergic to peanut and tree nuts
Asia Pac Allergy. 2023 Sep;13(3):132-134. doi:
10.5415/apallergy.0000000000000109. Epub 2023 Sep 7.

Asia Pac Allergy 2023 13(3):132-134 10.5415/apallergy.0000000000000109
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37744961/

〇

4 歳のときにピーナッツを摂取してから 20 分後に唇と口の中が痒くなり、全身性じん麻疹と眼瞼血管性浮腫が 1 回発生した 12 歳の男児の症例を報告しています。免疫アレルギー学的研究により、ピーナッツ、ピスタチオ、カシューナッツに対する同時
アレルギーの存在が明らかになり、これらの TN を食べたことのない小児で、医師の監督下での経口食物負荷試験 (OFC) により確認されました。これらの食品に対する特異的 IgE (sIgE) は陰性でしたが、市販の抽出物による皮膚プリックテスト (SPT)
が陽性であったことで、IgE 介在性過敏症のメカニズムが実証されました。

ピーナッツ、木の実アレルギー経口負荷試験 症例報告だが、OFC、交差性について記載されていることから、元文献の内容を確認。

023 PubMed 37771674

Keet C, Sicherer SH, Bunyavanich S, Visness C, Fulkerson PC, Togias A, Davidson W, Perry S,
Hamrah S, Calatroni A, Robinson K, Dunaway L, Davis CM, Anvari S, Leong-Kee SM, Hershey
GK, DeFranco E, Devonshire A, Kim H, Joseph C, Davidson B, Strong NK, Tsuang AJ, Groetch
M  Wang J  Dant er J  M dd K  Aina A  Shreffler W  Y an Q  Simmons V  Le ng DYM  H i

The SunBEAm birth cohort: Protocol design
J Allergy Clin Immunol Glob. 2023 Aug;2(3):100124. doi:
10.1016/j.jacig.2023.100124. Epub 2023 Jun 3.

J Allergy Clin Immunol Glob 2023 2(3):100124 10.1016/j.jacig.2023.100124
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37771674/

×

登録進行中の試験プロトコル

アメリカ出生コホートの試験経計画

024 PubMed 37330426
Crimmins TM, Vogt E, Brown CL, Dalan D, Manangan A, Robinson G, Song Y, Zhu K, Katz
DSW.

Volunteer-contributed observations of flowering often correlate with airborne pollen concentrations
Int J Biometeorol. 2023 Aug;67(8):1363-1372. doi:
10.1007/s00484-023-02506-3. Epub 2023 Jun 17.

Int J Biometeorol 2023 67(8):1363-1372 10.1007/s00484-023-02506-3
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37330426/

×
Nature's Notebook に提供されている花と花粉の塊の状態の観察が、空中花粉濃度の効果的なプロキシとして機能できるかどうかを評価。

花粉関連調査

025 PubMed 37393294 Zhu WZ, Perkins S. A case report of acute food protein-induced enterocolitis syndrome to walnut
Allergy Asthma Clin Immunol. 2023 Jul 1;19(1):57. doi:
10.1186/s13223-023-00812-4.

Allergy Asthma Clin Immunol 2023 19(1):57 10.1186/s13223-023-00812-4
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37393294/

×

くるみによるFood protein-induced enterocolitis syndrome (FPIES)の所例報告

くるみ誘発消化管アレルギー（症例報告） FPIESはFSでは記載しない

026 PubMed 37334468 Şahin M, Arioglu-Tuncil S, Ünver A, Deemer D, Lindemann SR, Tunçil YE. Dietary Fibers of Tree Nuts Differ in Composition and Distinctly Impact the Fecal Microbiota and Metabolic Outcomes In Vitro
J Agric Food Chem. 2023 Jun 28;71(25):9762-9771. doi:
10.1021/acs.jafc.3c01415. Epub 2023 Jun 19.

J Agric Food Chem 2023 71(25):9762-9771 10.1021/acs.jafc.3c01415
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37334468/

×
木の実（アーモンド、カシューナッツ、ヘーゼルナッツ、ピスタチオ、クルミ）の食物繊維（DF）が腸内細菌叢に及ぼす影響をin vitroで評価。
カシュー繊維は、酪酸産生細菌をより高い相対存在比で促進した。促進の程度はナッツの種類に依存するものの、ナッツ繊維は一般に結腸内の有益な微生物を促進する能力がある。 木の実繊維成分の腸内細菌に及ぼす影響 木の実繊維成分の腸内細菌に及ぼす影響。カシューナッツがベスト。

027 PubMed 37545822 Łyżwa K, Chojnowska-Wójtowicz M, Zielińska J, Zagórska W, Kulus M, Grzela K. Sensitization to nut allergens in children with food allergy and other atopic diseases - just a coexistence?
Postepy Dermatol Alergol. 2023 Jun;40(3):402-410. doi:
10.5114/ada.2023.128991. Epub 2023 Jul 16.

Postepy Dermatol Alergol 2023 40(3):402-410 10.5114/ada.2023.128991
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37545822/

×

アトピー性アレルギー疾患を有する／有しない小児における特定のナッツに対する感作。
材料と方法: 食物アレルギーと診断された 598 名の小児を対象として、ヘーゼルナッツ、ピーナッツ、くるみの主要なアレルゲンに対する感作のスクリーニングを実施。
結果: 食物アレルギーのある子供の約 77.8% が、少なくとも 1 つの同時性アトピー性疾患を呈していた: アレルギー性鼻炎 (52.9%)、アトピー性皮膚炎 (48%)、または喘息 (31.4%)。ナッツ特異的IgE抗体は、子供の 67% で確認された。感作の発生は年齢
グループによって異なり、臨床診断にも依存した。

アトピー性疾患とナッツ感作 くるみに関する記述が少ない。

028 PubMed 37228443
Indolfi C, Dinardo G, Klain A, Contieri M, Umano GR, Decimo F, Abbadessa S, Vitulano C,
Ciprandi G, Miraglia Del Giudice M.

Sensitization to nsLTP: A Retrospective Study in An Italian Pediatric Population over the Last Decade
J Immunol Res. 2023 May 16;2023:4053799. doi:
10.1155/2023/4053799. eCollection 2023.

J Immunol Res 2023 2023:4053799 10.1155/2023/4053799
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37228443/

〇

nsLTP に対する感作に関する過去 10 年間のイタリアの小児集団における後方視的研究
1 歳から 18 歳までの 800 名の子供を対象に、過去 11 年間にイタリアの小児集団を対象として、非特異的 LTP の 8 つの異なる分子の有病率を経時的に調査。
結果: 試験集団の約 52% が少なくとも 1 つの LTP 分子に感作されていた。分析したすべての LTP について、感作は時間の経過とともに増加した。特に、2010 年から 2020 年を比較すると、イギリス産くるみの Jug r 3、ピーナッツの Ara h 9、プラタナ
スの Pla a 3 の LTP で大きな増加が見られた (約 50%)。ヘーゼルナッツの Cor a 8 の LTP の増加は約 36%、ヨモギの Art v 3 の LTP の増加は約 30% であった。

nsLTP疫学調査（イタリア小児）
経年的なLTP感作率の増加
海外文献だが内容を確認

029 PubMed 37240577 Pasioti M, Savva M, Lakoumentas J, Kompoti E, Makris M, Xepapadaki P, Papadopoulos NG. Impact of Presumed Tree Nut and Peanut Allergy on Quality of Life at Different Ages
J Clin Med. 2023 May 15;12(10):3472. doi:
10.3390/jcm12103472.

J Clin Med 2023 12(10):3472 10.3390/jcm12103472
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37240577/

〇
木の実やピーナッツのアレルギー患者のQOLに及ぼす年齢やナッツやピーナッツの種類の影響

木の実、ピーナッツアレルギーのQOL QOLに関する記載の取扱い

030 PubMed 37073136 Parlak Z, Soyer O, Sahiner UM, Sekerel BE. Characteristics of tree nut, peanut, and seed consumption in the eastern Mediterranean region
Nutr Health. 2023 Apr 18:2601060231170250. doi:
10.1177/02601060231170250. Online ahead of print.

Nutr Health 2023 2601060231170250 10.1177/02601060231170250
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37073136/

×
トルコでの調査
木の実、種子を食べなかった割合は、健常乳児＞FA乳児 木の実摂取とアレルギー（トルコ）

031 PubMed 36736958
Erdle SC, Cook VE, Cameron SB, Yeung J, Kapur S, McHenry M, Chan ES, Mak R, Rex GA,
Wong T, Soller L.

Real-World Safety Analysis of Preschool Tree Nut Oral Immunotherapy
J Allergy Clin Immunol Pract. 2023 Apr;11(4):1177-1183.
doi: 10.1016/j.jaip.2023.01.031. Epub 2023 Feb 1.

J Allergy Clin Immunol Pract 2023 11(4):1177-1183 10.1016/j.jaip.2023.01.031
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/36736958/

× 木の実OIT（治療）

032 PubMed 36974653
McWilliam VL, Koplin JJ, Allen K, Robinson M, Smart J, Loke P, Peters RL, Dang T, Lee KJ,
Dalziel K, Tey D, Taranto M, Perrett KP.

TreEAT trial: Protocol for a randomized controlled trial investigating the efficacy and safety of early introduction of tree nuts for
the prevention of tree nut allergy in infants with peanut allergy

Pediatr Allergy Immunol. 2023 Mar;34(3):e13930. doi:
10.1111/pai.13930.

Pediatr Allergy Immunol 2023 34(3):e13930 10.1111/pai.13930
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/36974653/

× TreEAT trialプロトコル

033 PubMed 36509409 Nachshon L, Schwartz N, Levy MB, Goldberg MR, Epstein-Rigbi N, Katz Y, Elizur A. Factors associated with home epinephrine-treated reactions during peanut and tree-nut oral immunotherapy
Ann Allergy Asthma Immunol. 2023 Mar;130(3):340-
346.e5. doi: 10.1016/j.anai.2022.12.001. Epub 2022 Dec
9.

Ann Allergy Asthma Immunol 2023 130(3):340-346 10.1016/j.anai.2022.12.001
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/36509409/

× 木の実OIT中のエピネフリン使用

034 PubMed 36728846
Foo ACY, Nesbit JB, Gipson SAY, DeRose EF, Cheng H, Hurlburt BK, Kulis MD, Kim EH,
Dreskin SC, Mustafa S, Maleki SJ, Mueller GA.

Structure and IgE Cross-Reactivity among Cashew, Pistachio, Walnut, and Peanut Vicilin-Buried Peptides
J Agric Food Chem. 2023 Feb 15;71(6):2990-2998. doi:
10.1021/acs.jafc.2c07061. Epub 2023 Feb 2.

J Agric Food Chem 2023 71(6):2990-2998 10.1021/acs.jafc.2c07061
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/36728846/

〇
ビシリンアレルゲンAra h 1、Ana o 1、Jug r 2、およびPis v 3のN末端から免疫グロブリンE（IgE）エピトープの同定。
遠い進化の起源にもかかわらず、合併症と交差反応性を理解するのに役立つ可能性がある。

交差性：カシューナッツ、ピスタチオ、くるみ、
ピーナッツ

ビシリンの交差性に関する研究

035 PubMed 37780101
Mvoundza Ndjindji O, Minto'o Rogombe S, Mougola Bissiengou P, Mveang-Nzoghe A,
Leboueny M, Ouloungou Mbina, Maloupazoa Siawaya AC, KuissiKamgaing E, Ndeboko B,
Ategbo S, Djoba Siawaya JF.

Allergen sensitization and polysensitization pattern of adults and children in an urban Sub-Saharan African setting (Libreville,
Gabon)

J Allergy Clin Immunol Glob. 2022 Dec 15;2(1):23-29.
doi: 10.1016/j.jacig.2022.10.005. eCollection 2023 Feb.

J Allergy Clin Immunol Glob 2022 2(1):23-29 10.1016/j.jacig.2022.10.005
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37780101/

× 感作率（アフリカ）

036 PubMed 37113037
Groetch M, Mudd K, Woch M, Schaible A, Gray BE, Babineau DC, Bird JA, Jones S, Kim EH,
Lanser BJ, Poyser J, Rogers N, Shreffler W, Sicherer S, Spergel AKR, Spergel J, Vickery BP,
Chinthrajah RS, Wood R.

Retail Food Equivalents for Post-Oral Immunotherapy Dosing in the Omalizumab as Monotherapy and as Adjunct Therapy to
Multi-Allergen Oral Immunotherapy in Food-Allergic Children and Adults (OUtMATCH) Clinical Trial

J Allergy Clin Immunol Pract. 2023 Feb;11(2):572-
580.e2. doi: 10.1016/j.jaip.2022.10.022. Epub 2022 Oct
28.

J Allergy Clin Immunol Pract 2023 11(2):572-580 10.1016/j.jaip.2022.10.022
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37113037/

×
治療：(OUtMATCH) Clinical TrialーOIT/オダリズ
マブ

037 PubMed 36909898 Chojnowska-Wójtowicz M, Łyżwa K, Zielińska J, Zagórska W, Grzela K. Prevalence of nut allergen sensitization among children in central Poland
Postepy Dermatol Alergol. 2023 Feb;40(1):40-46. doi:
10.5114/ada.2022.124730. Epub 2023 Feb 27.

Postepy Dermatol Alergol 2023 40(1):40-46 10.5114/ada.2022.124730
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/36909898/

〇
ポーランドでのナッツ類感作率の関する調査
ナッツ全般に対する感作は小児の 67% に見られましたが、ヘーゼルナッツとピーナッツに対する感作が最も一般的であった (それぞれ全小児の 56% と 55%)。ヘーゼルナッツ、ピーナッツ、クルミ (2 つまたはすべて) に対する共感作は、グループ全体の
ほぼ半数に認められた。

ナッツ類感作率（ポーランド） ポーランドの結果だが、交差性で使える可能性あり。内容確認

038 PubMed 36699117 Torii A, Seki Y, Arimoto C, Hojo N, Iijima K, Nakamura K, Ito R, Yamakawa H, Akiyama H.
Development of a simple and reliable LC-MS/MS method to simultaneously detect walnut and almond as specified in food
allergen labelling regulations in processed foods

Curr Res Food Sci. 2023 Jan 14;6:100444. doi:
10.1016/j.crfs.2023.100444. eCollection 2023.

Curr Res Food Sci 2023 6:100444 10.1016/j.crfs.2023.100444
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/36699117/

× 分析技術

039 PubMed 36698378
Kronfel CM, Cheng H, McBride JK, Nesbit JB, Krouse R, Burns P, Cabanillas B, Crespo JF,
Ryan R, Simon RJ, Maleki SJ, Hurlburt BK.

IgE epitopes of Ara h 9, Jug r 3, and Pru p 3 in peanut-allergic individuals from Spain and the US
Front Allergy. 2023 Jan 9;3:1090114. doi:
10.3389/falgy.2022.1090114. eCollection 2022.

Front Allergy 2023 3:1090114 10.3389/falgy.2022.1090114
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/36698378/

〇
米国とスペインにおけるピーナッツアレルギー患者におけるAra h 9と2つの相同LTP（クルミのJug r 3と桃のPru p 3）に対するIgE結合パターンの違いとアレルギー反応性の違いへの寄与
LTP の特定の領域は米国の被験者でより頻繁に認識されており、保存されており、交差反応の可能性がある ピーナッツアレルギー患者のくるみ感作率（スペ

イン、アメリカ）

040 PubMed 36647856 Özdemir E, Damadoğlu E, Karakaya G, Kalyoncu AF. Prevalence and clinical features of pollen-food allergy syndrome in adults with seasonal allergic rhinitis
Eur Rev Med Pharmacol Sci. 2023 Jan;27(1):103-109.
doi: 10.26355/eurrev 202301 30858.

Eur Rev Med Pharmacol Sci 2023 27(1):103-109 10.26355/eurrev_202301_30858
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/36647856/

×
季節性アレルギー性鼻炎 (SAR) の成人患者におけ
る PFAS（トルコ）

PFASはFS範囲外

041 PubMed 35749974 Linghu X, Wang R, Lu Y.
Smartphone-integrated fluorescent quenching immunochromatographic test strips designed for the determination of sesame
allergens in food samples

Spectrochim Acta A Mol Biomol Spectrosc. 2022 Nov
5;280:121522. doi: 10.1016/j.saa.2022.121522. Epub
2022 Jun 17.

Spectrochim Acta A Mol Biomol
Spectrosc

2022 280:121522 10.1016/j.saa.2022.121522
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35749974/

× 分析技術

042 Pubmed 37779534

Wood RA, Chinthrajah RS, Rudman Spergel AK, Babineau DC, Sicherer SH, Kim EH, Shreffler
WG, Jones SM, Leung DYM, Vickery BP, Bird JA, Spergel JM, Kulis M, Iqbal A, Kaufman D,
Umetsu DT, Ligueros-Saylan M, Uddin A, Fogel RB, Lussier S, Mudd K, Poyser J, MacPhee M,
Veri M, Davidson W, Hamrah S, Long A, Togias A; OUtMATCH study team.

Protocol design and synopsis: Omalizumab as Monotherapy and as Adjunct Therapy to Multiallergen OIT in Children and Adults
with Food Allergy (OUtMATCH)

J Allergy Clin Immunol Glob. 2022 Jul 21;1(4):225-232.
doi: 10.1016/j.jacig.2022.05.006. eCollection 2022 Nov.

J Allergy Clin Immunol Glob 2022 1(4):225-232 10.1016/j.jacig.2022.05.006
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/37779534/

× 治療：OUtMATCH（OIT/オダリズマブ）

043 Pubmed 35714843
Kalb B, Marenholz I, Jeanrenaud ACSN, Meixner L, Arnau-Soler A, Rosillo-Salazar OD, Ghauri
A, Cibin P, Blümchen K, Schlags R, Hansen G, Seidenberg J, Keil T, Lau S, Niggemann B,
Beyer K, Lee YA.

Filaggrin loss-of-function mutations are associated with persistence of egg and milk allergy
J Allergy Clin Immunol. 2022 Nov;150(5):1125-1134. doi:
10.1016/j.jaci.2022.05.018. Epub 2022 Jun 15.

J Allergy Clin Immunol 2022 150(5):1125-1134 10.1016/j.jaci.2022.05.018
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35714843/

× FLG LOF 変異と食物アレルギー反応との関連性 遺伝子変異は×

044 Pubmed 36030884 Cabrera CM. Feasibility of the ALEX multiplex platform in the diagnosis of nut allergy from a Mediterranean population
Clin Chim Acta. 2022 Oct 1;535:112-119. doi:
10.1016/j.cca.2022.08.022. Epub 2022 Aug 27.

Clin Chim Acta 2022 535:112-119 10.1016/j.cca.2022.08.022
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/36030884/

× 分析技術

045 Pubmed 35569245
Filep SC, Reid Black K, Smith BRE, Block DS, Kuklinska-Pijanka A, Bermingham M, Oliver MA,
Thorpe CM, Schuhmacher ZP, Agah S, Wuenschmann S, Chapman MD.

Simultaneous quantification of specific food allergen proteins using a fluorescent multiplex array
Food Chem. 2022 Sep 30;389:132986. doi:
10.1016/j.foodchem.2022.132986. Epub 2022 Apr 18.

Food Chem 2022 389:132986 10.1016/j.foodchem.2022.132986
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35569245/

× 分析技術

046 Pubmed 36340020 Smeekens JM, Kesselring JR, Frizzell H, Bagley KC, Kulis MD. Induction of food-specific IgG by Gene Gun-delivered DNA vaccines
Front Allergy. 2022 Sep 19;3:969337. doi:
10.3389/falgy.2022.969337. eCollection 2022.

Front Allergy 2022 3:969337 10.3389/falgy.2022.969337
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/36340020/

× 治療：DNAワクチン

047 Pubmed 36119658 Ridolo E, Pucciarini F, Kihlgren P, Barone A, Nicoletta F, Peveri S, Montagni M, Incorvaia C. Lipid transfer protein syndrome: How to save a life through careful education
World Allergy Organ J. 2022 Sep 5;15(9):100683. doi:
10.1016/j.waojou.2022.100683. eCollection 2022 Sep.

World Allergy Organ J 2022 15(9):100683 10.1016/j.waojou.2022.100683
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/36119658/

× LTP症候群調査：アレルギー教育 アレルギーに関する教育、指導

048 Pubmed 35718284
Ducharme L, Gabrielli S, Clarke AE, Morris J, Gravel J, Lim R, Chan ES, Goldman RD, O'Keefe
A, Gerdts J, Chu DK, Upton J, Hochstadter E, Bretholz A, McCusker C, Zhang X, Ben-Shoshan
M.

Tree nut-induced anaphylaxis in Canadian emergency departments: Rate, clinical characteristics, and management
Ann Allergy Asthma Immunol. 2022 Sep;129(3):335-341.
doi: 10.1016/j.anai.2022.06.008. Epub 2022 Jun 16.

Ann Allergy Asthma Immunol 2022 129(3):335-341 10.1016/j.anai.2022.06.008
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35718284/

〇

カナダ全土の小児（0～17歳）における木の実アレルギーに関する調査。2011年4月から2020年5月にかけて救急部門を受診した小児のデータを収集。
結果
アナフィラキシー3096例のうち、540例（17％）が木の実によるものであった。年齢中央値は5.2歳（四分位範囲2.5-9.5）、性別は65.4％が男性であった。全反応のうち7.0％が重篤。
アナフィラキシーの原因となった主な木の実は、カシューナッツ（32.8％）、ヘーゼルナッツ（20.0％）、くるみ（11.5％）。

木の実アナフィラキシー（カナダ） カナダのみの結果だが、木の実によるアナフィラキシーを解析しているため、内容確認

049 Pubmed 35231713 Lu Y, Sun L, Li C, Wang X, Li W, Zhao T, Huang L, Wang Z. Comparative mass spectrometry analysis of N-glycans from the glycoproteins of eight allergy-inducing plants
Food Chem. 2022 Aug 1;384:132440. doi:
10.1016/j.foodchem.2022.132440. Epub 2022 Feb 14.

Food Chem 2022 384:132440 10.1016/j.foodchem.2022.132440
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35231713/

× 分析技術

050 Pubmed 33884956

Ibáñez-Sandin MD, Rodríguez Del Río P, Alvarado MI, García BE, Garriga-Baraut T, Reche
Frutos M, Escudero C, Ramirez Jiménez A, Vila L, Lasa EM, Blasco C, Marchán-Martin E,
Martorell A, Sanchez-García S, Rodríguez-Álvarez M, Infante S, Rodríguez Vazquez V,
Olaguibel JM, Labrador-Horrillo M, Carrillo T; AFRUSEN Task Force, Pediatric Allergy
Committee, Spanish Society of Allergy and Clinical Immunology (SEAIC).

Onset of Nut Allergy in a Pediatric Cohort: Clinical and Molecular Patterns in the AFRUSEN Study
J Investig Allergol Clin Immunol. 2022 Jul 22;32(4):270-
281. doi: 10.18176/jiaci.0696. Epub 2021 Apr 22.

J Investig Allergol Clin Immunol 2022 32(4):270-281 10.18176/jiaci.0696
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33884956/

〇

スペインでの木の実アレルギーに関するコホート研究。
対象となった 271 名の小児のうち、260 名が平均 6.5 歳でナッツアレルギーと初めて診断された。発症時に最も多くみられた原因ナッツは、くるみ (36.5%)、ピーナッツ (28.5%)、カシューナッツ (10.4%)、ヘーゼルナッツ (8.5%)、ピスタチオ (5.4%)、
アーモンド (5%) であった。
ピーナッツアレルギーの発症は 6 歳以下の子供でより多く、クルミは 6 歳以上の子供でより多く認められた (P=.032)。
症例の 65% では、患者が初めてナッツを摂取したときにアレルギー反応が発生し、反応の 35% はアナフィラキシーであった。
2S アルブミンに対する感作が優勢 (75%) で、特に Jug r 1 (52.8%) に対する感作が多く、脂質輸送タンパク質に対する感作の関連性は低かった (37%)。

AFRUSEN Study（ナッツアレルギーコホート、ス
ペイン）

スペインでの調査だが、有病割合、アナフィラキシー、アレルゲンなど総合的な解析を行っている

051 Pubmed 35877438 Minkiewicz P, Mattison CP, Darewicz M.
Quantitative In Silico Evaluation of Allergenic Proteins from Anacardium occidentale, Carya illinoinensis, Juglans regia and
Pistacia vera and Their Epitopes as Precursors of Bioactive Peptides

Curr Issues Mol Biol. 2022 Jul 6;44(7):3100-3117. doi:
10.3390/cimb44070214.

Curr Issues Mol Biol 2022 44(7):3100-3117 10.3390/cimb44070214
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35877438/

× 分析技術
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052 Pubmed 39021861 Erdle S, Cook VE. A practical focus on oral immunotherapy to tree nuts
J Food Allergy. 2022 Jul 1;4(2):120-126. doi:
10.2500/jfa.2022.4.220020. eCollection 2022 Jul.

J Food Allergy 2022 4(2):120-126 10.2500/jfa.2022.4.220020
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/39021861/

× 治療：木の実OIT

053 Pubmed 35633613
Xu L, Luo W, Lu Y, Huang Z, Yu X, Liao C, Dai Y, Huang H, Gu W, Zheng P, Zhang X, Chen H,
Huang L, Zheng J, Hao C, Sun B.

A comprehensive analysis of the components of common weed pollen and related allergens in patients with allergic diseases in
southern China

Mol Immunol. 2022 Jul;147:180-186. doi:
10.1016/j.molimm.2022.05.005. Epub 2022 May 25.

Mol Immunol 2022 147:180-186 10.1016/j.molimm.2022.05.005
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35633613/

× 花粉感作患者におけるアレルゲン／CCD（中国）

054 Pubmed 35000223
Elizur A, Appel MY, Nachshon L, Levy MB, Epstein-Rigbi N, Koren Y, Holmqvist M, Porsch H,
Lidholm J, Goldberg MR.

Cashew oral immunotherapy for desensitizing cashew-pistachio allergy (NUT CRACKER study)
Allergy. 2022 Jun;77(6):1863-1872. doi:
10.1111/all.15212. Epub 2022 Jan 15.

Allergy 2022 77(6):1863-1872 10.1111/all.15212
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35000223/

× 治療：カシューナッツOIT

055 Pubmed 35616889
Dobbertin-Welsch J, Staudacher O, Yürek S, Trendelenburg V, Tschirner S, Ziegert M, Ahrens
F, Millner-Uhlemann M, Büsing S, Striegel A, Ott H, Arens A, Gappa M, Lange L, Gernert S,
Niggemann B, Beyer K.

Organ-specific symptom patterns during oral food challenge in children with peanut and tree nut allergy
Pediatr Allergy Immunol. 2022 May;33(5):e13778. doi:
10.1111/pai.13778.

Pediatr Allergy Immunol 2022 33(5):e13778 10.1111/pai.13778
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35616889/

〇

小児における経口食物負荷（OFC）時の臨床症状と重症度。
ピーナッツ（n = 607）、ヘーゼルナッツ（n = 266）、くるみ（n = 97）、カシューナッツ（n = 43）による1.013件の前向きに記録された陽性OFCの解析。
結果
皮膚症状は78％にみられ、次いで消化器症状（47％）、上気道症状（42％）、下気道症状（32％）、循環器症状（6％）であった。ピーナッツおよびカシューアレルギー患者は、ヘーゼルナッツおよびくるみアレルギー患者と比較して、胃腸症状の相対
リスクが高かった。複数の食物アレルギーを有する患者では、関与する臓器、誘発量および重症度がアレルゲン間で異なっていた。

OFC時の誘発症状 OFC時の誘発症状は、FSでは取り扱っていないが、今後の対応を踏まえ、内容確認

056
PubMed＋医中誌

Web
35493774 Borres MP, Sato S, Ebisawa M. Recent advances in diagnosing and managing nut allergies with focus on hazelnuts, walnuts, and cashew nuts

World Allergy Organ J. 2022 Apr 11;15(4):100641. doi:
10.1016/j.waojou.2022.100641. eCollection 2022 Apr.

World Allergy Organ J 2022 15(4):100641 10.1016/j.waojou.2022.100641 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35493774/

〇

ヘーゼルナッツ、くるみ、カシューナッツアレルギーの総説

総説：ナッツアレルギーの診断、治療 総説として採用候補

057
PubMed＋医中誌

Web
34755603 Akarsu A, Ocak M, Sahiner UM, Soyer O, Sekerel BE. Multiplex component-based allergen macroarray test is useful to predict clinical reactivity to tree nuts in children

Allergol Int. 2022 Apr;71(2):236-247. doi:
10.1016/j.alit.2021.10.001. Epub 2021 Oct 29.

Allergol Int 2022 71(2):236-247 10.1016/j.alit.2021.10.001
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/34755603/

〇

169名の小児を対象に、皮膚プリックテスト、木の実の成分特異的IgEおよび抽出物特異的IgEについて、臨床反応性および耐性を調査。
結果：カシューナッツ、ピスタチオ、ヘーゼルナッツ、くるみに対する臨床反応性の予測因子（AUC=0.962-0.749）は、それぞれrPis v 1/rAna o 3、rPis v 1/rAna o 3/nPis v 2/nPis v 3、rCor a 14/nCor a 11/nCor a 9、nJug r 1/nJug r 2/nJug r 6/nJug
r 4であった。ピスタチオ/カシューナッツ、ヘーゼルナッツ、くるみに臨床的反応性を示した患者の93％以上は、それぞれrPis v 1/rAna o 3、rCor a 14、nJug r 1/nJug r 2が陽性（≥0.3 kUA/L）であった。カシューナッツ/ピスタチオのrPis v 1、sIgEお
よびSPT陽性の組み合わせ、ピスタチオのrPis v 1 ≥ 1.0kUA/L、ヘーゼルナッツのrCor a 14 ≥ 1.0kUA/L、くるみのnJug r 1およびnJug r 2陽性の組み合わせで、それぞれ原因ナッツに対する臨床反応性の最も高い精度が得られた。

アレルゲンコンポーネントの診断有用性 臨床的反応性とアレルゲンコンポーネントの関連性

058 Pubmed 35958942 Juel-Berg N, Larsen LF, Küchen N, Norgil I, Hansen KS, Poulsen LK. Patterns of Clinical Reactivity in a Danish Cohort of Tree Nut Allergic Children, Adolescents, and Young Adults
Front Allergy. 2022 Mar 28;3:824660. doi:
10.3389/falgy.2022.824660. eCollection 2022.

Front Allergy 2022 3:824660 10.3389/falgy.2022.824660
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35958942/

〇

木の実アレルギーの小児、青年、若年成人のデンマークの調査
方法：40名の木の実アレルギー対象者を対象に、6種のナッツ（ヘーゼルナッツ、くるみ、ピスタチオ、カシューナッツ、アーモンド、ピーナッツ）に対する臨床的反応性を、OFCまたは即時型アレルギー反応もしくは耐性を示す病歴によって評価し
た。さらに、OFCにおける臨床症状、特異的IgEレベル、誘発量について評価。
結果：ほとんどの症例で2種類以上の木の実に対するアレルギーが認められた。ヘーゼルナッツとくるみの共アレルギーは一般的であった。カシューナッツに対するアレルギーは、ピスタチオアレルギーとの併存が1例を除いて認められた。口腔症状、皮
膚反応の順でOFCを中止する最も一般的な症状であり、被験者の多くは2つ以上の臓器症状を呈していた。OFCの閾値は同じ範囲内であったが、カシューナッツは最低用量でアレルギー症状を引き起こすという点で他のナッツと異なっていた。

木の実アレルギーの臨床的反応性（デンマークコ
ホート）

デンマークのコホートだが、臨床症状、OFC誘発量、アレルゲンなど総合的に解析しており、内容確
認

059 Pubmed 35089371 Alexiou A, Höfer V, Grünhagen J, Dölle-Bierke S, Worm M. [Management of severe nut allergy in adults]
Hautarzt. 2022 Mar;73(3):204-207. doi:
10.1007/s00105-022-04951-4. Epub 2022 Jan 28.

Hautarzt 2022 73(3):204-207 10.1007/s00105-022-04951-4
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35089371/

× 成人くるみアレルギーの症例報告

060 Pubmed 34863952
Quan PL, Sabaté-Brescó M, D'Amelio CM, Pascal M, García BE, Gastaminza G, Blanca-López
N, Alvarado MI, Fernández J, Moya C, Bartra J, Ferrer M, Goikoetxea MJ.

Validation of a commercial allergen microarray platform for specific immunoglobulin E detection of respiratory and plant food
allergens

Ann Allergy Asthma Immunol. 2022 Mar;128(3):283-
290.e4. doi: 10.1016/j.anai.2021.11.019. Epub 2021 Dec
1.

Ann Allergy Asthma Immunol 2022 128(3):283-290 10.1016/j.anai.2021.11.019
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/34863952/

× 分析技術

061 Pubmed 35139305
Foo ACY, Nesbit JB, Gipson SAY, Cheng H, Bushel P, DeRose EF, Schein CH, Teuber SS,
Hurlburt BK, Maleki SJ, Mueller GA.

Structure, Immunogenicity, and IgE Cross-Reactivity among Walnut and Peanut Vicilin-Buried Peptides
J Agric Food Chem. 2022 Feb 23;70(7):2389-2400. doi:
10.1021/acs.jafc.1c07225. Epub 2022 Feb 9.

J Agric Food Chem 2022 70(7):2389-2400 10.1021/acs.jafc.1c07225
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35139305/

〇

食用植物のビシリン埋没ペプチド(VBP)は、保存されたCxxxCx(10-14)CxxxCモチーフによって媒介される共通のα-ヘアピンフォールドによって定義される。ここで、ピーナッツとくるみのVBPは、配列の同一性が低い（約17％）にもかかわらず、ピー
ナッツ／くるみのアレルゲン性および交差反応性の潜在的メディエーターとして特徴づけられている。ピーナッツ1種（AH1.1）とくるみ3種（JR2.1、JR2.2、JR2.3）のVBPの構造を溶液NMRを用いて解析したところ、ジスルフィド結合で安定化されたα
-ヘアピン構造が類似しており、表面の類似性が高いことが明らかになった。ペプチドマイクロアレイにより、主にAH1.1およびJR2.1上のいくつかのペプチド配列が同定され、ピーナッツ、くるみおよび共アレルギー患者のIgEにより認識されたことか
ら、これらのピーナッツおよびくるみVBPがアレルゲン性および交差反応性の潜在的メディエーターであることが立証された。一方、JR2.2およびJR2.3は、エンドソーム消化に対して極めて強い抵抗性を示し、エピトープの生成を阻害する可能性があ
り、アレルギーの可能性を低減させる一因となっている可能性が高い。

ビシリン交差性 ピーナッツとくるみの交差反応性に関する研究

062 Pubmed 35215387
Quake AZ, Liu TA, D'Souza R, Jackson KG, Woch M, Tetteh A, Sampath V, Nadeau KC,
Sindher S, Chinthrajah RS, Cao S.

Early Introduction of Multi-Allergen Mixture for Prevention of Food Allergy: Pilot Study
Nutrients. 2022 Feb 9;14(4):737. doi:
10.3390/nu14040737.

Nutrients 2022 14(4):737 10.3390/nu14040737
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35215387/

× 食物の早期導入の効果（パイロットスタディ） 予防効果

063 Pubmed 35159534 Zhang X, Yang X, Li Y, Wang Z, He X, Sun J.
Effect of Peroxyl Radical-Induced Oxidation on Functional and Structural Characteristics of Walnut Protein Isolates Revealed by
High-Resolution Mass Spectrometry

Foods. 2022 Jan 28;11(3):385. doi:
10.3390/foods11030385.

Foods 2022 11(3):385 10.3390/foods11030385
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35159534/

× 分析技術

064 Pubmed 35033254 Costa R, Costa J, Moreira P, Brandão ATSC, Mafra I, Silva AF, Pereira CM. Molecularly imprinted polymer as a synthetic antibody for the biorecognition of hazelnut Cor a 14-allergen
Anal Chim Acta. 2022 Jan 25;1191:339310. doi:
10.1016/j.aca.2021.339310. Epub 2021 Nov 20.

Anal Chim Acta 2022 1191:339310 10.1016/j.aca.2021.339310
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35033254/

× ヘーゼルナッツCor a 14

065 Pubmed 35276832
Terlouw S, van Boven FE, Borsboom-van Zonneveld M, de Graaf-In 't Veld C, van Splunter
ME, van Daele PLA, van Maaren MS, Schreurs MWJ, de Jong NW.

Homemade Food Allergen Extracts for Use in Skin Prick Tests in the Diagnosis of IgE-Mediated Food Allergy: A Good Alternative
in the Absence of Commercially Available Extracts?

Nutrients. 2022 Jan 21;14(3):475. doi:
10.3390/nu14030475.

Nutrients 2022 14(3):475 10.3390/nu14030475
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/35276832/

× 診断、分析技術

066 Pubmed 34515140
San Bartolomé C, Muñoz-Cano R, Rius J, Casas-Saucedo R, Balsells S, Egri N, Ruano-
Zaragoza M, de la Cruz C, Bartra J, Pascal M.

Detection of Wheat Lipid Transfer Protein (Tri a 14) Sensitization: Comparison between Currently Available Diagnostic Tools
Int Arch Allergy Immunol. 2022;183(1):75-79. doi:
10.1159/000517963. Epub 2021 Aug 13.

Int Arch Allergy Immunol 2022 183(1):75-79 10.1159/000517963
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/34515140/

× 小麦LTP

067 Pubmed 34836333
Tagliati S, Barni S, Giovannini M, Liccioli G, Sarti L, Alicandro T, Paladini E, Perferi G, Azzari C,
Novembre E, Mori F.

Nut Allergy: Clinical and Allergological Features in Italian Children
Nutrients. 2021 Nov 15;13(11):4076. doi:
10.3390/nu13114076.

Nutrients 2021 13(11):4076 10.3390/nu13114076
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/34836333/

〇

方法 2015年から2019年にかけて、当院のアレルギー科に紹介されたナッツ反応既往歴のある小児の臨床カルテについて、後方視的解析を行った。研究対象は、ナッツに対するSPT陽性および/または血清特異的IgE陽性に加え、ナッツOFC陽性に基づき
ナッツアレルギーが確認された小児とした。人口統計学的、臨床的、およびアレルギー学的特徴を調査し、異なるナッツ間で比較。
結果 合計318件の臨床カルテを検討した。113名の患者でナッツアレルギーが確認された。ほとんどの患者（85/113、75％）に家族性アレルギー歴および/またはアレルギー性疾患の合併がみられた（77/113、68％）。ヘーゼルナッツとくるみは、アレル
ギーのある小児によくみられる原因食品であった。アナフィラキシーの高い割合の小児（54/113、48％）で、木の実アレルギーは最初の臨床症状であった。最初の反応の平均年齢は、松の実で統計的に高かった。75％以上の小児が単一のナッツ反応を報
告した。OFC期間中、徴候および症状は主に胃腸系症状（82/113、73％）で、ほとんどの症例で自然に消失した。重篤な反応はあまり見られなかった（22/113、19％）。

木の実アレルギー（イタリア小児）調査 イタリアの報告だが、くるみが多いとのことから内容確認

068 Pubmed 34357659
Bager J, Tedner SG, Andersson N, Ballardini N, Borres MP, Konradsen JR, Nilsson C,
Westman M, Kull I, Bergström A, van Hage M, Melen E, Asarnoj A.

Prevalence and early-life risk factors for tree nut sensitization and allergy in young adults
Clin Exp Allergy. 2021 Nov;51(11):1429-1437. doi:
10.1111/cea.13994. Epub 2021 Aug 6.

Clin Exp Allergy 2021 51(11):1429-1437 10.1111/cea.13994
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/34357659/

〇

スウェーデンのコホート研究
12歳、16歳、24歳時点での木の実の摂取と症状に関する質問票データ、および24歳時点でのヘーゼルナッツ、クルミ、ピーカン、カシューナッツ、ピスタチオ、ブラジルナッツ、アーモンド抽出物およびアレルゲン分子Cor a 1、9、14（ヘーゼルナッ
ツ）、Jug r 1（クルミ）、Ana o 3（カシューナッツ）に対するIgE感作を分析
2215/4089名（54％）のBAMSE研究参加者についてデータが得られ、木の実感作（21.2％）、木の実アレルギー症状（9.8％）、および感作と症状の複合（7.9％、貯蔵蛋白感作と症状は2.1％、いずれの感作と軽度でない症状は4.3％）の有病率の推定が可
能であった。感作者の63％（295/470名）は無症状であったが、貯蔵蛋白感作者は76/470人（16％）のみであった。就学前の年齢における卵アレルギー（ORadj 8.50 95％ CI 2.15-33.6）、湿疹（ORadj 2.53 95％ CI 1.21-5.32）および喘息（ORadj 5.59
95％ CI 2.35-13.3）は、将来の木の実症状および貯蔵蛋白感作の発現と関連していた。

若年成人における木の実アレルギーの有病割合、
リスク因子

スウェーデンのコホートだが、リスク因子について検討している
内容確認

069 Pubmed 34082386 Costa R, Costa J, Sagastizábal I, Brandão ATSC, Moreira P, Mafra I, Silva AF, Pereira CM. Electrochemical and optical biosensing platforms for the immunorecognition of hazelnut Cor a 14 allergen
Food Chem. 2021 Nov 1;361:130122. doi:
10.1016/j.foodchem.2021.130122. Epub 2021 May 15.

Food Chem 2021 361:130122 10.1016/j.foodchem.2021.130122
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/34082386/

× 分析技術

070 Pubmed 34737581 Luo W, Yang S, Huang H, Wu L, Cheng ZJ, Zheng P, Zheng J, Sun B.
Analysis of Peanut Allergen Components Sensitization and Cross Reaction with Pollen Allergen in Chinese Southerners with
Allergic Rhinitis and/or Asthma

J Asthma Allergy. 2021 Oct 28;14:1285-1293. doi:
10.2147/JAA.S335265. eCollection 2021.

J Asthma Allergy 2021 14:1285-1293 10.2147/JAA.S335265
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/34737581/

×
中国アレルギー性鼻炎／ま喘息患者におけるピー
ナッツ感作、花粉アレルゲンとの交差反応

071 Pubmed 34146750 Hsu C, Yong M, Pozin J, Makhija M, Singh AM. Clinical Predictors and Outcomes of Oral Food Challenges Illustrate Differences Among Individual Tree Nuts
J Allergy Clin Immunol Pract. 2021 Oct;9(10):3728-
3734.e1. doi: 10.1016/j.jaip.2021.05.035. Epub 2021 Jun
16.

J Allergy Clin Immunol Pract 2021 9(10):3728-3734 10.1016/j.jaip.2021.05.035
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/34146750/

〇

単一施設で12年間実施された小児集団における木の実の経口食物負荷（OFC）の特徴
方法 シカゴのLurie Chlildren's Hospitalで2007年から2019年までにいずれかの木の実に対する非盲検OFCを完了した患者（0～20歳）を対象にレトロスペクティブチャートレビューを実施した。
結果 合計531例のツリーナッツOFCが対象となった。OFC時の平均年齢は7.77歳（標準偏差4.33）であった。全体として、74.0％の小児がOFCで陰性であった。4種の木の実のうち、アーモンド（97.3％）とヘーゼルナッツ（87.9％）では、ほぼすべての
患者がOFCで陰性であった。カシューナッツ（65.3％）とくるみ（57.0％）では陰性率が低かった。陽性となる確率は、過去に反応したことのある患者と比較して、過去に反応せずに回避していた患者の方が低かった（P = 0.0025）。

木の実OFCの臨床予測及び結果

072 Pubmed 34607417 Lee J, Jeong K, Lee E, Lee S. Prediction of Food Allergens Sensitization Based on History Taking Technique in Young Children
Korean J Fam Med. 2021 Sep;42(5):407-410. doi:
10.4082/kjfm.21.0033. Epub 2021 Sep 20.

Korean J Fam Med 2021 42(5):407-410 10.4082/kjfm.21.0033
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/34607417/

× 食物アレルギーの予測（韓国）

073 Pubmed 34091191 Gawryjołek J, Ludwig H, Żbikowska-Götz M, Bartuzi Z, Krogulska A. Anaphylaxis after consumption of pumpkin seeds in a 2-y-old child tolerant to its pulp: A case study
Nutrition. 2021 Sep;89:111272. doi:
10.1016/j.nut.2021.111272. Epub 2021 Apr 20.

Nutrition 2021 89:111272 10.1016/j.nut.2021.111272
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/34091191/

× かぼちゃによるアナフィラキシー（症例報告）

074 Pubmed 31175720 Lee J, Jeong K, Jeon SA, Lee S. Component resolved diagnosis of walnut allergy in young children: Jug r 1 as a major walnut allergen
Asian Pac J Allergy Immunol. 2021 Sep;39(3):190-196.
doi: 10.12932/AP-161118-0443.

Asian Pac J Allergy Immunol 2021 39(3):190-196 10.12932/AP-161118-0443
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/31175720/

〇 アレルゲン（Jug r 1）CRD（韓国）

075 Pubmed 34361856 Sagu ST, Huschek G, Homann T, Rawel HM. Effect of Sample Preparation on the Detection and Quantification of Selected Nuts Allergenic Proteins by LC-MS/MS
Molecules. 2021 Aug 3;26(15):4698. doi:
10.3390/molecules26154698.

Molecules 2021 26(15):4698 10.3390/molecules26154698
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/34361856/

× 分析技術

076
PubMed＋医中誌

Web
33674190 Sasamoto K, Nagakura KI, Sato S, Yanagida N, Ebisawa M. Low-dose oral immunotherapy for walnut allergy with anaphylaxis: Three case reports

Allergol Int. 2021 Jul;70(3):392-394. doi:
10.1016/j.alit.2021.01.007. Epub 2021 Mar 3.

Allergol Int 2021 70(3):392-394 10.1016/j.alit.2021.01.007
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33674190/

×
くるみアレルギー患者の低用量OIT‐症例報告（日
本）

本邦におけるOIT症例報告
必要であれば入手可

077 Pubmed 33559377
Yoshida K, Shirane S, Kinoshita K, Morikawa E, Matsushita S, Toda M, Nakajima-Adachi H,
Akasawa A, Narita M.

Macadamia nut allergy in children: Clinical features and cross-reactivity with walnut and hazelnut
Pediatr Allergy Immunol. 2021 Jul;32(5):1111-1114. doi:
10.1111/pai.13469. Epub 2021 May 29.

Pediatr Allergy Immunol 2021 32(5):1111-1114 10.1111/pai.13469
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33559377/

〇
小児マカダミアナッツアレルギーの臨床的特徴とくるみ、ヘーゼルナッツとの交差性 小児マカダミアナッツアレルギーの臨床的特徴と

くるみ、ヘーゼルナッツとの交差性（日本）

078 Pubmed 34199043 An J. Anaphylaxis to Sunflower Seed with Tolerance to Sunflower Oil: A Case Report
Medicina (Kaunas). 2021 Jun 27;57(7):661. doi:
10.3390/medicina57070661.

Medicina (Kaunas) 2021 57(7):661 10.3390/medicina57070661
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/34199043/

× ひまわりアレルギー症例報告

079 Pubmed 33847011 Maesa JM, Dobrzynska A, Baños-Álvarez E, Isabel-Gómez R, Blasco-Amaro JA. ImmunoCAP ISAC in food allergy diagnosis: a systematic review of diagnostic test accuracy
Clin Exp Allergy. 2021 Jun;51(6):778-789. doi:
10.1111/cea.13871. Epub 2021 Apr 12.

Clin Exp Allergy 2021 51(6):778-789 10.1111/cea.13871 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33847011/

× 食物アレルギー診断

080 Pubmed 33330927 Theodore LE, Kellow NJ, McNeil EA, Close EO, Coad EG, Cardoso BR. Nut Consumption for Cognitive Performance: A Systematic Review
Adv Nutr. 2021 Jun 1;12(3):777-792. doi:
10.1093/advances/nmaa153.

Adv Nutr 2021 12(3):777-792 10.1093/advances/nmaa153 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33330927/

× ナッツ摂取と認知機能

081 Pubmed 33300157

Duan L, Celik A, Hoang JA, Schmidthaler K, So D, Yin X, Ditlof CM, Ponce M, Upton JEM, Lee
JS, Hung L, Breiteneder H, Palladino C, Atkinson AR, Kim VHD, Berenjy A, Asper M, Hummel
D, Wong S, Alexanian-Farr M, Magder A, Chinthrajah SR, Mukai K, Tsai M, Nadeau K, Galli SJ,
Ramani AK, Szepfalusi Z, Eiwegger T.

Basophil activation test shows high accuracy in the diagnosis of peanut and tree nut allergy: The Markers of Nut Allergy Study
Allergy. 2021 Jun;76(6):1800-1812. doi:
10.1111/all.14695. Epub 2020 Dec 29.

Allergy 2021 76(6):1800-1812 10.1111/all.14695
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33300157/

〇

ピーナッツおよび木の実アレルギーの診断における好塩基球活性化試験（BAT）の有用性
方法 Markers Of Nut Allergy Study（MONAS）は、カナダ（n = 150）とオーストリア（n = 50）の小児科3次施設から、ピーナッツおよび/または木の実（アーモンド、カシューナッツ、ヘーゼルナッツ、ピスタチオ、くるみ）アレルギーまたは感作が
確認された0.5～17歳の患者を前向きに登録。アレルゲン抽出物（0.001-1000 ng/mLタンパク質）で刺激した全血検体を用いて、%CD63+好塩基球（SSClow/CCR3pos）を結果とするBATを実施。
結果 ピーナッツおよび木の実抽出物の10および100 ng/mLのBAT結果を統合した混合効果モデルが最適であった。ROC曲線下面積（AUROC）は、ピーナッツで0.98、カシューナッツで0.97、ヘーゼルナッツで0.92、ピスタチオで0.95、くるみで0.97で
あった。OFCを受けた感作患者のサブ解析では、BATはピーナッツまたはヘーゼルナッツのsIgE検査を上回り、くるみでは同等であった（AUROC 0.95、0.94、0.92）。

木の実アレルギー診断におけるBATの有用性

082 Pubmed 33429030 Brettig T, Dang T, McWilliam V, Peters RL, Koplin JJ, Perrett KP. The Accuracy of Diagnostic Testing in Determining Tree Nut Allergy: A Systematic Review
J Allergy Clin Immunol Pract. 2021 May;9(5):2028-
2049.e2. doi: 10.1016/j.jaip.2020.12.048. Epub 2021 Jan
9.

J Allergy Clin Immunol Pract 2021 9(5):2028-2049 10.1016/j.jaip.2020.12.048 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33429030/

〇

目的 臨床検査（皮膚プリックテスト、特異的IgE、成分分解診断法、好塩基球活性化テスト）の診断能力について系統的レビュー
方法 2020年5月まで4つの電子データベース（OVID Medline、　Embase、Cochrane library、PubMed）を検索した。
結果 合計27の研究が特定の木の実に対する診断精度を評価していた。全体として、診断検査の精度は妥当なものであり、少数の木の実で95％の陽性的中率が確立されているのみであった。カシューナッツの診断精度は最も高く、カシューナッツの成分で
あるAna o 3が最も予測的であった。一方、アーモンドの診断検査は精度が低く、臨床的有用性は低い。

木の実アレルギーの診断正確性－システマティッ
クレビュー

083 Pubmed 33020913
Kabasser S, Hafner C, Chinthrajah S, Sindher SB, Kumar D, Kost LE, Long AJ, Nadeau KC,
Breiteneder H, Bublin M.

Identification of Pru du 6 as a potential marker allergen for almond allergy
Allergy. 2021 May;76(5):1463-1472. doi:
10.1111/all.14613. Epub 2020 Oct 21.

Allergy 2021 76(5):1463-1472 10.1111/all.14613
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33020913/

× アーモンドアレルギー：Pru du 6有用性

084 Pubmed 33944826 Patti ML, De Rose C, Brancato F, Gambacorta A, Miceli Sopo S.
Sensitivity of prick test with walnut commercial extracts and of prick by prick with raw walnut compared with open food
challenge in walnut allergy

Acta Biomed. 2021 Apr 30;92(S1):e2021067. doi:
10.23750/abm.v92iS1.10043.

Acta Biomed 2021 92(S1):e2021067 10.23750/abm.v92iS1.10043
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33944826/

×
市販くるみ抽出物の診断精度比較 くるみアレルギー診断優位性：プリック試験と

OFCとの比較

085 Pubmed 33671390 Madrid R, García-García A, Cabrera P, González I, Martín R, García T. Survey of Commercial Food Products for Detection of Walnut (Juglans regia) by Two ELISA Methods and Real Time PCR
Foods. 2021 Feb 17;10(2):440. doi:
10.3390/foods10020440.

Foods 2021 10(2):440 10.3390/foods10020440
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33671390/

× くるみの検出

086 Pubmed 33604276
García-Gutiérrez I, Medellín DR, Noguerado-Mellado B, Lillo Ordoñez MC, Abreu MG, Nogales
LJ, Rojas-Pérez-Ezquerra P.

Treatment with lipid transfer protein sublingual immunotherapy: slowing down new sensitizations
Asia Pac Allergy. 2021 Jan 25;11(1):e6. doi:
10.5415/apallergy.2021.11.e6. eCollection 2021 Jan.

Asia Pac Allergy 2021 11(1):e6 10.5415/apallergy.2021.11.e6
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33604276/

× LTP舌下OIT

087 Pubmed 33542716
Smeekens JM, Johnson-Weaver BT, Hinton AL, Azcarate-Peril MA, Moran TP, Immormino RM,
Kesselring JR, Steinbach EC, Orgel KA, Staats HF, Burks AW, Mucha PJ, Ferris MT, Kulis MD.

Fecal IgA, Antigen Absorption, and Gut Microbiome Composition Are Associated With Food Antigen Sensitization in Genetically
Susceptible Mice

Front Immunol. 2021 Jan 19;11:599637. doi:
10.3389/fimmu.2020.599637. eCollection 2020.

Front Immunol 2021 11:599637 10.3389/fimmu.2020.599637
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33542716/

× 動物実験

088 Pubmed 33217614
Penumarti A, Szczepanski N, Kesselring J, Gabel E, Sheth R, Berglund J, Kim EH, Burks AW,
Kulis MD.

Irradiated Tree Nut Flours for Use in Oral Immunotherapy
J Allergy Clin Immunol Pract. 2021 Jan;9(1):321-327.
doi: 10.1016/j.jaip.2020.11.008. Epub 2020 Nov 18.

J Allergy Clin Immunol Pract 2021 9(1):321-327 10.1016/j.jaip.2020.11.008
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33217614/

× 木の実OIT

089 Pubmed 33039644 Goldberg MR, Appel MY, Nega R, Levy MB, Epstein-Rigbi N, Nachshon L, Elizur A. A Prospective Validation of the NUT CRACKER Diagnostic Algorithm for Walnut and Pecan Allergy with Prediction of Severity
J Allergy Clin Immunol Pract. 2021 Jan;9(1):265-274.e6.
doi: 10.1016/j.jaip.2020.09.041. Epub 2020 Oct 8.

J Allergy Clin Immunol Pract 2021 9(1):265-274 10.1016/j.jaip.2020.09.041
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33039644/

〇

新たな患者コホート（n = 120）においてNUT CRACKER（Nut Co-Reactivity-Acquiring Knowledge for Elimination Recommendations）診断アルゴリズムを前向きに検証し、くるみ/ペカンアレルギーの重症度予測におけるSPTおよびBATの有用性を検
討
方法 木の実ナッツアレルギーが疑われた8歳（6～11歳）、中央値（四分位範囲）の患者（n = 183）を調査。SPTでは粉砕ナッツエキス（10mg/mL）を用い、BATではアレルゲン誘発性好塩基球CD63発現を評価した。アレルギーは最近の反応または
OFC陽性に基づいて判定され、耐性は常食またはOFC陰性で定義。
結果 くるみBATは、くるも単一アレルギーと比較してくるみ/ペカン共アレルギーで有意に高く（P = 0.003）、くるみOFC陽性時のエピネフリンの必要性を予測（P = 0.009）。くるみおよびペカンのBAT結果は、対応するナッツ誘発用量と相関（それぞ
れP = 0.014およびP < 0.001）。前向きコホートにおけるくるみおよびペカンアレルギーのROC曲線では、SPTおよびBATの曲線下面積は0.87から0.93の範囲。ペカンアレルギー患者はすべてくるみと共アレルギーを有していた。
BATは くるみ/ペカンアレルギ の重症度と関連

くるみアレルギーとペカンアレルギーの診断アル
ゴリズム

090 Pubmed 32916320

Lyons SA, Datema MR, Le TM, Asero R, Barreales L, Belohlavkova S, de Blay F, Clausen M,
Dubakiene R, Fernández-Perez C, Fritsche P, Gislason D, Hoffmann-Sommergruber K,
Jedrzejczak-Czechowicz M, Jongejan L, Kowalski ML, Kralimarkova TZ, Lidholm J,
Papadopoulos NG, Pontoppidan B, Popov TA, Prado ND, Purohit A, Reig I, Seneviratne SL,
Sinaniotis A, Vassilopoulou E, Versteeg SA, Vieths S, Zwinderman AH, Welsing PMJ, Mills ENC,
B ll W b  BK  K l t AC  F á d Ri  M  V  R  R

Walnut Allergy Across Europe: Distribution of Allergen Sensitization Patterns and Prediction of Severity
J Allergy Clin Immunol Pract. 2021 Jan;9(1):225-235.e10.
doi: 10.1016/j.jaip.2020.08.051. Epub 2020 Sep 8.

J Allergy Clin Immunol Pract 2021 9(1):225-235 10.1016/j.jaip.2020.08.051
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32916320/

〇

欧州全域におけるくるみ成分感作の地理的差異を明らかにし、交差感作および交差反応性を調査し、臨床的および血清学的決定因子とくるみアレルギーの重症度との関連を評価
方法 欧州12都市におけるEuroPrevall外来調査の一環として、クルミに対する症状を訴える531名を対象に臨床評価し、202名を対象に既知のくるみ成分すべてに対する感作性を評価。
結果 北ヨーロッパと中央ヨーロッパではシラカバ花粉に関連したくるみ感作（Jug r 5）が優勢で、南ヨーロッパでは脂質輸送タンパク質（LTP）感作（Jug r 3）が優勢。プロフィリン感作（Jug r 7）はヨーロッパ全域で顕著。貯蔵タンパク質（Jug r 1、
2、4、6）に対する感作は、被験者の最大10％で検出された。花粉や他の食品と強い相関を示したくるみの成分は、施設によって異なっていた。くるみアレルギーの重症度を最もよく予測する決定因子の組み合わせは、くるみとの皮膚接触時の症状、ア
トピー性皮膚炎（既往）、アトピー性疾患の家族歴、ヨモギ花粉症、ネコまたはイヌへの感作、くるみに対するSPT陽性、およびJug r 1、5、7、またはCCDに対するIgEであった。

ヨーロッパにおけるくるみアレルギーの地理的差
異、共感作、交差性に関する調査

091 Pubmed 33380927 Smeekens JM, Orgel KA, Kesselring J, Bagley K, Kulis MD. Model of Walnut Allergy in CC027/GeniUnc Mice Recapitulates Key Features of Human Disease
Yale J Biol Med. 2020 Dec 29;93(5):669-673. eCollection
2020 Dec.

Yale J Biol Med 2020 93(5):669-673
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33380927/

× 動物実験

092 Pubmed 32889961 Jin H, Trogen B, Nowak-Wegrzyn A. Eosinophilic esophagitis as a complication of food oral immunotherapy
Curr Opin Allergy Clin Immunol. 2020 Dec;20(6):616-
623. doi: 10.1097/ACI.0000000000000688.

Curr Opin Allergy Clin Immunol 2020 20(6):616-623 10.1097/ACI.0000000000000688 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32889961/

× OIT時の合併症としての好酸球性食道炎

093 Pubmed 32882057 Üzülmez Ö, Kalic T, Breiteneder H. Advances and novel developments in molecular allergology
Allergy. 2020 Dec;75(12):3027-3038. doi:
10.1111/all.14579. Epub 2020 Sep 22.

Allergy 2020 75(12):3027-3038 10.1111/all.14579 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32882057/

〇
分子（アレルゲンコンポーネント）に関する総説。
食物アレルゲン全般に関して概説

総説：分子アレルギー学における進歩／新規技術

094 Pubmed 32856299 Grosso AL, Riveros C, Asensio CM, Grosso NR, Nepote V.
Improving walnuts' preservation by using walnut phenolic extracts as natural antioxidants through a walnut protein-based
edible coating

J Food Sci. 2020 Oct;85(10):3043-3051. doi:
10.1111/1750-3841.15395. Epub 2020 Aug 27.

J Food Sci 2020 85(10):3043-3051 10.1111/1750-3841.15395
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32856299/

× くるみフェノール抽出物の利用

095 Pubmed 33343061 Katz DSW, Morris JR, Batterman SA. Pollen production for 13 urban North American tree species: Allometric equations for tree trunk diameter and crown area
Aerobiologia (Bologna). 2020 Sep;36(3):401-415. doi:
10.1007/s10453-020-09638-8. Epub 2020 Apr 7.

Aerobiologia (Bologna) 2020 36(3):401-415 10.1007/s10453-020-09638-8
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33343061/

× 北アメリカの13種の樹木における花粉の生成

096 Pubmed 32330668

Lyons SA, Clausen M, Knulst AC, Ballmer-Weber BK, Fernandez-Rivas M, Barreales L, Bieli C,
Dubakiene R, Fernandez-Perez C, Jedrzejczak-Czechowicz M, Kowalski ML, Kralimarkova T,
Kummeling I, Mustakov TB, Papadopoulos NG, Popov TA, Xepapadaki P, Welsing PMJ, Potts
J, Mills ENC, van Ree R, Burney PGJ, Le TM.

Prevalence of Food Sensitization and Food Allergy in Children Across Europe
J Allergy Clin Immunol Pract. 2020 Sep;8(8):2736-
2746.e9. doi: 10.1016/j.jaip.2020.04.020. Epub 2020 Apr
21.

J Allergy Clin Immunol Pract 2020 8(8):2736-2746 10.1016/j.jaip.2020.04.020
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32330668/

〇

ヨーロッパにおける小児食物アレルギー及び感作患者の有病割合
食物アレルギーに関するコホート ヨーロッパ小児の食物感作割合及び食物アレル

ギー有病割合

097 Pubmed 32283362 Guo X, Jiang S, Li X, Yang S, Cheng L, Qiu J, Che H.
Sequence analysis of digestion-resistant peptides may be an efficient strategy for studying the linear epitopes of Jug r 1, the
major walnut allergen

Food Chem. 2020 Aug 30;322:126711. doi:
10.1016/j.foodchem.2020.126711. Epub 2020 Mar 30.

Food Chem 2020 322:126711 10.1016/j.foodchem.2020.126711
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32283362/

〇
バイオインフォマティクス解析を用いたJug r 1の連続性エピトープの予測。消化抵抗性ペプチドの同定には、in vitroでの消化管消化シミュレーションとHPLC-MS/MSで評価。
AA28-35、AA42-49、AA55-62、AA65-73、AA97-104、AA109-121の6つの直鎖エピトープが予測され、くるみアレルギー患者の血清からは、AA16-30とAA125-139が同定された。
消化抵抗性ペプチドはAA19-33、AA40-45、AA54-74、　AA96-106、AA117-137の5種類。

Jug r 1の消化抵抗性ペプチド（エピトープ）

098 Pubmed 32670463 Hayashi M, Pawankar R, Yamanishi S, Itoh Y. Food-dependent exercise-induced anaphylaxis to soybean: Gly m 5 and Gly m 6 as causative allergen components
World Allergy Organ J. 2020 Jul 9;13(7):100439. doi:
10.1016/j.waojou.2020.100439. eCollection 2020 Jul.

World Allergy Organ J 2020 13(7):100439 10.1016/j.waojou.2020.100439
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32670463/

× 大豆によるFDEIA症例報告（日本）

099 Pubmed 33241356 Le QN, Vance A, Bakir N, Almy D, Slenk E, Roman B, Klass N, Bastin B, Donofrio R. Validation of the Reveal® 3-D for Peanut Lateral Flow Test: AOAC Performance Tested MethodSM 111901
J AOAC Int. 2020 Jul 1;103(4):1112-1118. doi:
10.1093/jaoacint/qsz041.

J AOAC Int 2020 103(4):1112-1118 10.1093/jaoacint/qsz041
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33241356/

× 分析技術

100 Pubmed 32469176 Kim SR, Park KH, Lee JE, Kim BJ, Lim KJ, Park JW. Validation of a Multiplex Assay for Measuring Specific IgG4
Yonsei Med J. 2020 Jun;61(6):524-532. doi:
10.3349/ymj.2020.61.6.524.

Yonsei Med J 2020 61(6):524-532 10.3349/ymj.2020.61.6.524
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32469176/

× 分析技術

101 Pubmed 32068107 Lierl M, Assa'ad A, Jennings J, Farrell M, Hardie WD. Black walnut tree syrup is not allergenic in individuals with a documented walnut allergy
J Allergy Clin Immunol Pract. 2020 Jun;8(6):2096-2097.
doi: 10.1016/j.jaip.2020.01.061. Epub 2020 Feb 15.

J Allergy Clin Immunol Pract 2020 8(6):2096-2097 10.1016/j.jaip.2020.01.061
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32068107/

〇
黒くるみのシロップは、くるみアレルギーの既往のある患者でアレルゲン性を持たないとの報告

黒くるみシロップのアレルゲン性

102 Pubmed 32442779 Nesbit JB, Schein CH, Braun BA, Gipson SAY, Cheng H, Hurlburt BK, Maleki SJ. Epitopes with similar physicochemical properties contribute to cross reactivity between peanut and tree nuts
Mol Immunol. 2020 May 19;122:223-231. doi:
10.1016/j.molimm.2020.03.017. Online ahead of print.

Mol Immunol 2020 122:223-231 10.1016/j.molimm.2020.03.017
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32442779/

〇

ピーナッツ（PN）アレルギーの患者の多くは、クルミやカシューナッツなどの木の実（TN）にも重篤な反応を示す。TNとピーナッツのアレルゲン性タンパク質は全体的に同一性が低いが、既知のIgEエピトープと物理化学的性質（PCP）が類似した個
別の配列を共有している。PCPコンセンサスペプチド（cp, 13 aa and 31 aa）を、くるみのvicilin、Jug r 2、リーダー配列（J2LS）のエピトープリッチ領域とピーナッツの2Sアルブミン中の交差反応性エピトープのアラインメントから同定し、合成。
Structural Database of Allergenic Proteins (SDAP)のペプチド類似性検索により、多くの異なる植物アレルゲンの13 aa cp (13cp)に類似したペプチドのネットワーク(low property distance, PD)が明らかになった。PNおよびTNアレルゲンの13cpに類似
したペプチドは、ペプチド・マイクロアレイ分析において、PNおよびTNにアレルギーのある患者の血清IgEと結合した。この13cpを用いてウサギのコンセンサスペプチド抗体（cpAB）を作製し、様々なナッツ抽出物のウエスタンブロットで13cpに類似
したリピートを含むタンパク質を検出し、その中の反応性タンパク質を質量分析で同定した。cpABは、アーモンド（Pru du 6）、ピーナッツ（Ara h 2）、くるみ（Jug r 2）など、13cpに類似したリピートを複数含むアレルゲンやナッツ抽出物に特異的
に結合した。様々なナッツ抽出物へのIgE結合は、組換えJ2LS配列および合成31cpによって阻害される。いくつかのアレルゲンに類似した反復配列が複数存在することが、反応の重症度やPNとTNに対する臨床的に重要な交差反応性の原因になっている

ピーナッツと木の実類の交差性（エピトープ）
エピトープ研究
生化学的研究

103 Pubmed 32438695 Pirone-Davies C, McFarland MA, Parker CH, Adachi Y, Croley TR.
The Utility of Genomic and Transcriptomic Data in the Construction of Proxy Protein Sequence Databases for Unsequenced
Tree Nuts

Biology (Basel). 2020 May 19;9(5):104. doi:
10.3390/biology9050104.

Biology (Basel) 2020 9(5):104 10.3390/biology9050104
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32438695/

×
木の実類データベース（遺伝子、トランスクリプ
ト＾ム解析）

104 Pubmed 32432329
Marrano A, Britton M, Zaini PA, Zimin AV, Workman RE, Puiu D, Bianco L, Pierro EAD, Allen
BJ, Chakraborty S, Troggio M, Leslie CA, Timp W, Dandekar A, Salzberg SL, Neale DB.

High-quality chromosome-scale assembly of the walnut (Juglans regia L.) reference genome
Gigascience. 2020 May 1;9(5):giaa050. doi:
10.1093/gigascience/giaa050.

Gigascience 2020 9(5):giaa050 10.1093/gigascience/giaa050
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32432329/

× くるみゲノム

105 Pubmed 32179163
Remington BC, Westerhout J, Meima MY, Blom WM, Kruizinga AG, Wheeler MW, Taylor SL,
Houben GF, Baumert JL.

Updated population minimal eliciting dose distributions for use in risk assessment of 14 priority food allergens
Food Chem Toxicol. 2020 May;139:111259. doi:
10.1016/j.fct.2020.111259. Epub 2020 Mar 13.

Food Chem Toxicol 2020 139:111259 10.1016/j.fct.2020.111259 〇 https://pubmed.ncbi.nlm.nih.go
v/32179163/

〇 乳、小麦などFSに使用

106 Pubmed 31866098
Brough HA, Caubet JC, Mazon A, Haddad D, Bergmann MM, Wassenberg J, Panetta V,
Gourgey R, Radulovic S, Nieto M, Santos AF, Nieto A, Lack G, Eigenmann PA.

Defining challenge-proven coexistent nut and sesame seed allergy: A prospective multicenter European study
J Allergy Clin Immunol. 2020 Apr;145(4):1231-1239. doi:
10.1016/j.jaci.2019.09.036. Epub 2019 Dec 20.

J Allergy Clin Immunol 2020 145(4):1231-1239 10.1016/j.jaci.2019.09.036
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/31866098/

〇

Pronuts研究(欧州の多施設研究（ロンドン、ジュネーブ、バレンシア）)における、ピーナッツ、木の実および/または胡麻の共アレルギーのOFC陽性率を評価
方法 少なくとも1つのナッツまたはゴマアレルギーが確認された0～16歳の小児を対象に、他のすべてのナッツおよびゴマに対する診断的OFCを実施。
結果 全体として、ピーナッツ、木の実および胡麻アレルギーの共存率は60.7％であった（n = 74/122; 95％信頼区間、51.4％～69.4％）。ピーナッツアレルギーはロンドンで多く、カシューナッツおよびピスタチオナッツアレルギーはジュネーブで多
く、くるみおよびペカンアレルギーはバレンシアで多かった。カシューナッツ-ピスタチオ、くるみ-ペカン、くるみ-ペカン-ヘーゼルナッツ-マカダミアのクラスター間に強い相関が認められた。

OFCによるナッツとゴマの共アレルギー：ヨー
ロッパにおける解析

107 Pubmed 32036921 Rost J, Muralidharan S, Lee NA. A label-free shotgun proteomics analysis of macadamia nut
Food Res Int. 2020 Mar;129:108838. doi:
10.1016/j.foodres.2019.108838. Epub 2019 Nov 30.

Food Res Int 2020 129:108838 10.1016/j.foodres.2019.108838
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32036921/

× マカダミアナッツのプロテオミクス解析

108 Pubmed 31912691 Matias J, Gaspar A, Borrego LM, Piedade S, Pires G, Arede C, Sampaio G, Morais Almeida M. Tree Nuts Anaphylaxis in Preschool Age Children
Eur Ann Allergy Clin Immunol. 2020 Jan 8;52(4):182-
186. doi: 10.23822/EurAnnACI.1764-1489.128. Epub
2020 Jan 8.

Eur Ann Allergy Clin Immunol 2020 52(4):182-186 10.23822/EurAnnACI.1764-1489.128
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/31912691/

〇

就学前に木の実誘発アナフィラキシー（木の実-FIA）により当院アレルギー科に紹介された小児の特徴。材料と方法 アレルギー学的検査により証明された就学前の木の実-FIAの臨床病歴を有する25名の小児をレトロスペクティブに評価。木の実感作は
SPTおよび/または特異的IgEによって評価。
結果 最初のアナフィラキシーエピソードの平均年齢は3.1±1.2歳。大多数（92％）がアレルギー性疾患（52％が喘息）を有していた。関与した木の実は、カシューナッツ（11名）、くるみ（8名）、松の実（5名）、ヘーゼルナッツ（2名）、アーモンド
（1名）。この反応は68％が最初に摂取した後に発現。最も頻度の高い臨床症状は、粘膜皮膚症状（96％）、呼吸器症状（80％）、消化器症状（52％）。
すべての症例でIgEを介した機序を確認。他の木の実との交差反応性は84％で、ピーナッツとの交差反応性は36％であった。
木の実-FIAはFIAの全原因の18％。

就学前児童の木の実によるアナフィラキシー調査

109 Pubmed 33242297 Rizzi A, Chini R, Inchingolo R, Carusi V, Pandolfi F, Gasbarrini A, Nucera E. Nickel allergy in lipid transfer protein sensitized patients: Prevalence and clinical features
Int J Immunopathol Pharmacol. 2020 Jan-
Dec;34:2058738420974895. doi:
10.1177/2058738420974895.

Int J Immunopathol Pharmacol 2020 34:2058738420974895 10.1177/2058738420974895
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/33242297/

× LTP感作患者におけるニッケルアレルギー

110 Pubmed 32097952 Kahveci M, Koken G, Şahiner ÜM, Soyer Ö, Şekerel BE. Immunoglobulin E-Mediated Food Allergies Differ in East Mediterranean Children Aged 0-2 Years
Int Arch Allergy Immunol. 2020;181(5):365-374. doi:
10.1159/000505996. Epub 2020 Feb 25.

Int Arch Allergy Immunol 2020 181(5):365-374 10.1159/000505996
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/32097952/

× 地中海地域乳幼児の食物アレルギー
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111 Pubmed 31513892
Elizur A, Appel MY, Nachshon L, Levy MB, Epstein-Rigbi N, Pontoppidan B, Lidholm J,
Goldberg MR.

Clinical and Molecular Characterization of Walnut and Pecan Allergy (NUT CRACKER Study)
J Allergy Clin Immunol Pract. 2020 Jan;8(1):157-165.e2.
doi: 10.1016/j.jaip.2019.08.038. Epub 2019 Sep 9.

J Allergy Clin Immunol Pract 2020 8(1):157-165 10.1016/j.jaip.2019.08.038
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/31513892/

〇

くるみ及びペカンアレルギー患者の臨床的および分子学的特徴
方法 くるみ感作患者76名の前向きコホート研究。くるみのSPT及びくるみとその成分に対する特異的IgEの血清測定を実施。患者は、くるみとペカンを定期的に摂取していない限り、くるみ及びペカンOFCを実施。
結果 調査した76名の患者のうち、61名がくるみアレルギー、15名がくるみ耐性と診断。Jug r 1または4に対する0.35 kUA/L以上の特異的IgE値は、くるみアレルギー患者を同定するための最良の診断方法（正確度、0.93）。くるみアレルギー患者61名の
うち、49名はペカンアレルギーであったが、12名はピーカン耐性であった。くるみ耐性患者の中にペカンアレルギー患者はいなかった。共アレルギー患者では、くるみの反応量が有意に少なかった（中央値、100mg vs 1230mg；P＜0.001）。Jug r 4、低
分子ビシリン、または高分子ビシリンに対するIgE価が0.35 kUA/L以上の場合、くるみ-ペカン共アレルギーの患者とくるみ単独アレルギーの患者を最もよく識別。阻害試験では、くるみの前処理はぺかんのIgE結合を完全に阻害したが、一部の患者ではペ
カンの前処理はくるみのIgE結合を部分的にしか阻害しなかった。

NUT CRACKER Study（くるみ及びペカンアレル
ギー）

112 Pubmed 31353064 Shoormasti RS, Sabetkish N, Kazemnejad A, Vahabi N, Fazlollahi MR, Pourpak Z.
Are the most common food allergens in an Iranian atopic population compatible with worldwide reports? A systemic review and
meta-analysis with molecular classification of frequent allergens

Allergol Immunopathol (Madr). 2019 Nov-
Dec;47(6):604-618. doi: 10.1016/j.aller.2019.04.005.
Epub 2019 Jul 26.

Allergol Immunopathol (Madr) 2019 47(6):604-618 10.1016/j.aller.2019.04.005 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/31353064/

×
イランのアトピー性疾患患者における食物アレル
ゲン

113 Pubmed 31538431
Kim M, Ahn Y, Yoo Y, Kim DK, Yang HJ, Park HS, Lee HJ, Kim MA, Jeong YY, Kim BS, Bae WY,
Jang AS, Park Y, Koh YI, Lee J, Lim DH, Kim JH, Lee SM, Kim YM, Jun YJ, Kim HY, Kim Y, Choi
JH; Work Group for Rhinitis, the Korean Academy of Asthma, Allergy and Clinical Immunology.

Clinical Manifestations and Risk Factors of Anaphylaxis in Pollen-Food Allergy Syndrome
Yonsei Med J. 2019 Oct;60(10):960-968. doi:
10.3349/ymj.2019.60.10.960.

Yonsei Med J 2019 60(10):960-968 10.3349/ymj.2019.60.10.960
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/31538431/

×
PFASにおけるアナフィラキシーの症状及びリスク
因子

114 Pubmed 31332982 Lee SC, Kim SR, Park KH, Lee JH, Park JW. Clinical Features and Culprit Food Allergens of Korean Adult Food Allergy Patients: A Cross-Sectional Single-Institute Study
Allergy Asthma Immunol Res. 2019 Sep;11(5):723-735.
doi: 10.4168/aair.2019.11.5.723.

Allergy Asthma Immunol Res 2019 11(5):723-735 10.4168/aair.2019.11.5.723
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/31332982/

×
韓国成人における食物アレルギーの臨床的特徴と
原因アレルゲン

115 Pubmed 31071340
Lin L, Moran TP, Peng B, Yang J, Culton DA, Che H, Jiang S, Liu Z, Geng S, Zhang Y, Diaz LA,
Qian Y.

Walnut antigens can trigger autoantibody development in patients with pemphigus vulgaris through a "hit-and-run" mechanism
J Allergy Clin Immunol. 2019 Sep;144(3):720-728.e4. doi:
10.1016/j.jaci.2019.04.020. Epub 2019 May 6.

J Allergy Clin Immunol 2019 144(3):720-728 10.1016/j.jaci.2019.04.020
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/31071340/

×
尋常性天疱瘡患者におけるくるみアレルゲンによ
る自己抗体産生

116 Pubmed 30890207 Xiong W, McFarland MA, Pirone C, Parker CH. Selection of Tree Nut Allergen Peptide Markers: A Need for Improved Protein Sequence Databases
J AOAC Int. 2019 Sep 1;102(5):1263-1270. doi:
10.5740/jaoacint.19-0054. Epub 2019 Mar 19.

J AOAC Int 2019 102(5):1263-1270 10.5740/jaoacint.19-0054
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30890207/

× 木の実アレルゲンペプチドマーカーの選択

117 Pubmed 30762886 Skypala IJ, Cecchi L, Shamji MH, Scala E, Till S. Lipid Transfer Protein allergy in the United Kingdom: Characterization and comparison with a matched Italian cohort
Allergy. 2019 Jul;74(7):1340-1351. doi: 10.1111/all.13747.
Epub 2019 Mar 14.

Allergy 2019 74(7):1340-1351 10.1111/all.13747
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30762886/

〇

イギリスでLTPアレルギーを呈する成人の特徴ーイタリアとの比較
方法 イギリスで出生・居住し、LTPアレルギーと診断されたことがあり、モモのLTPアレルゲンPru p 3に感作された被験者の臨床歴および感作パターンを、花粉症（PFS）を有するイギリスの被験者と比較。また、感作パターンを、LTPアレルギーと診
断されたイタリア人被験者のマッチさせたコホートと比較。
結果 イギリスのPFAS被験者15名のうち、LTP濃縮モモ試薬に対するSPT陽性者はいなかったのに対し、イギリスのLTP被験者35名のうち91％が陽性であった。イギリスのLTPコホートでは、キャベツ、レタス、マスタードに対するSPT陽性、モモ、く
るみ、ヨモギ、プラタナスのLTPアレルゲンに対する感作も多かった。個々のアレルゲンに対する感作パターンは、イタリアのLTP被験者から得られたものと有意差はなく、両群でPru p 3とピーナッツ、くるみ、プラタナスとヨモギのLTPアレルゲンと
の間に有意な相関がみられた。

イギリスにおけるLTPアレルギーの特徴ーイタリア
コホートとの比較

海外文献だが、LTPに関するイギリスとスペインの比較
内容確認

118 Pubmed 30926371
Elizur A, Appel MY, Nachshon L, Levy MB, Epstein-Rigbi N, Pontoppidan B, Lidholm J,
Goldberg MR.

Walnut oral immunotherapy for desensitisation of walnut and additional tree nut allergies (Nut CRACKER): a single-centre,
prospective cohort study

Lancet Child Adolesc Health. 2019 May;3(5):312-321.
doi: 10.1016/S2352-4642(19)30029-X. Epub 2019 Mar
27.

Lancet Child Adolesc Health 2019 3(5):312-321 10.1016/S2352-4642(19)30029-X
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30926371/

× NUT CRACKER Study-くるみOIT

119 Pubmed 30708144
Ballmer-Weber BK, Lidholm J, Lange L, Pascal M, Lang C, Gernert S, Lozano-Blasco J, Gräni
N, Guillod C, Wangorsch A, Hanschmann KM, Pontoppidan B, Tjäder L, Bartra J, Vieths S.

Allergen Recognition Patterns in Walnut Allergy Are Age Dependent and Correlate with the Severity of Allergic Reactions
J Allergy Clin Immunol Pract. 2019 May-Jun;7(5):1560-
1567.e6. doi: 10.1016/j.jaip.2019.01.029. Epub 2019 Jan
30.

J Allergy Clin Immunol Pract 2019 7(5):1560-1567 10.1016/j.jaip.2019.01.029
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30708144/

〇

くるみアレルギー患者の分子感作パターンと臨床的特徴との潜在的相関性。
方法 スイス、ドイツ、スペインのくるみアレルギー患者91名と耐性対照被検者24名を対象。くるみアレルギーは、アナフィラキシーを除くすべての被験者においてOFCにより確定。くるみ抽出物、rJug r 1（2Sアルブミン）、rJug r 3（非特異的脂質輸
送タンパク質1）、nJug r 4（11Sグロブリン）、rJug r 5（PR-10蛋白質）、2つのビシリン分画、プロファイリング、交差反応性糖鎖決定基に対する特異的IgE（sIgE）をImmunoCAPで測定した。陽性は0.10 kUA/L以上。
結果 くるみ抽出物に対する特異的IgEの感度は87％で、くるみの全成分の合計では96％に上昇した。くるみ抽出物およびrJug r 5を除くクルミの全成分に対する特異的IgEは、組み入れ時の年齢が14歳未満の患者で有意に高かった。14歳未満の患者全員が
重度の反応を示したのに対し、14歳以上の患者の38％は軽度であった。重度の反応者（n = 70）は軽度の反応者（n = 21）よりも、くるみ抽出物（P < 0.0001）、rJug r 1（P < 0.0001）、nJug r 4（P = 0.0003）及び両方のビシリン画分（P < 0.0001）
に対する特異的IgE価が高かったが、Jug r 3およびJug r 5に対する特異的IgE値は低かった。
くるみの貯蔵蛋白に対する感作性は小児期に獲得され、重篤な反応と相関する。貯蔵蛋白Jug r 1及びJug r 4、ビシリン画分に対する特異的IgE値は、くるみに対する全身反応と相関。

くるみアレルギーのアレルゲン認識－年齢依存、
重症度との関連性

120 Pubmed 30324619 Vencia W, Minale P, Migone L, Lazzara F, Vito G, Ferrari A, Razzuoli E. Effects of thermal treatment on walnut detection and allergenicity
J Sci Food Agric. 2019 Mar 30;99(5):2636-2640. doi:
10.1002/jsfa.9428. Epub 2018 Nov 28.

J Sci Food Agric 2019 99(5):2636-2640 10.1002/jsfa.9428
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30324619/

〇

未処理及び熱処理した食品サンプル中のくるみを検出する際の異なる市販の酵素結合免疫吸着測定法（ELISA）キットの精度を比較。
サンプルはまず2種類の市販ELISAアッセイで分析し、次にナッツアレルギー患者9名を対象に、生と処理済みサンプルのくるみ小片を用いてSPTを実施。
結果 熱処理食品中の木の実タンパク質の存在は、ELISAキットでは正確に検出されなかった。すべての患者は生のくるみでSPT陽性反応を示したが、熱処理サンプルはくるみのアレルゲン性に影響を与えた。ELISA検査では、強い熱処理の場合には陰性
結果が得られるが、同時にアレルギー患者は同じサンプルによる刺激に陽性反応を示した。
結論 市販のELISAキットでは、標的タンパク質の溶解度や免疫反応性が変化するため、熱処理食品に含まれるタンパク質の量を正確に測定できない可能性があることを示唆している。最後に、臨床結果は、熱処理がくるみのアレルゲン性を低減を誘導す
る可能性がある。

くるみの検出、アレルゲン性に及ぼす加熱の影響 加熱の影響

121 Pubmed 30765752
Dubiela P, Del Conte R, Cantini F, Borowski T, Aina R, Radauer C, Bublin M, Hoffmann-
Sommergruber K, Alessandri S.

Impact of lipid binding on the tertiary structure and allergenic potential of Jug r 3, the non-specific lipid transfer protein from
walnut

Sci Rep. 2019 Feb 14;9(1):2007. doi: 10.1038/s41598-
019-38563-1.

Sci Rep 2019 9(1):2007 10.1038/s41598-019-38563-1
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30765752/

〇

植物非特異的脂質輸送タンパク質タイプ 1 (nsLTP1) であるくるみ Jug r 3 の構造特性と脂質結合能
Jug r 3 と 18 炭素モノ不飽和オレイン酸との結合相互作用を調べるために、蛍光ベースのリガンド結合アッセイとリガンドベースの NMR で検討。くるみアレルギー患者の6名の血清を用いて、IgE ELISA によって Jug r 3 のアレルギー誘発能に対する相
互作用の影響を検討。
食品由来のマトリックスが nsLTP の IgE 反応性に直接影響を与える。

Jug r 3（LTP）の３次構造及びアレルゲン性に及
ぼす脂質結合の影響

Jug r 3に関する生化学的研究

122 Pubmed 31193674
Andorf S, Purington N, Kumar D, Long A, O'Laughlin KL, Sicherer S, Sampson H, Cianferoni A,
Whitehorn TB, Petroni D, Makhija M, Robison RG, Lierl M, Logsdon S, Desai M, Galli SJ, Rael
E, Assa'ad A, Chinthrajah S, Pongracic J, Spergel JM, Tam J, Tilles S, Wang J, Nadeau K.

A Phase 2 Randomized Controlled Multisite Study Using Omalizumab-facilitated Rapid Desensitization to Test Continued vs
Discontinued Dosing in Multifood Allergic Individuals

EClinicalMedicine. 2019 Jan 21;7:27-38. doi:
10.1016/j.eclinm.2018.12.006. eCollection 2019 Jan.

EClinicalMedicine 2019 7:27-38 10.1016/j.eclinm.2018.12.006
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/31193674/

× オダリズマブ　第２相試験

123 Pubmed 30292797 Valcour A, Lidholm J, Borres MP, Hamilton RG. Sensitization profiles to hazelnut allergens across the United States
Ann Allergy Asthma Immunol. 2019 Jan;122(1):111-
116.e1. doi: 10.1016/j.anai.2018.09.466. Epub 2018 Oct
4.

Ann Allergy Asthma Immunol 2019 122(1):111-116 10.1016/j.anai.2018.09.466
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30292797/

〇

 アメリカにおける患者の人口統計 (年齢、場所) とヘーゼルナッツ成分に対するアレルギー感作パターンとの関連性及びヘーゼルナッツ感作と他の木の実、ピーナッツ、およびそれらの成分に対する感作との相関関係
方法: ヘーゼルナッツ抽出物特異的 IgE (sIgE) レベルが 0.35 kUA/L 以上の 10,503 人の血清サンプルを、ImmunoCAP によって Cor a 1、8、9、および 14 に対する IgE 抗体について分析した。これらの患者について、ピーナッツ、くるみ及びカシュー
ナッツ IgE に対する IgE 抗体と関連成分について分析。
結果: ヘーゼルナッツ感作者のうち、乳幼児(3 歳未満) は主に Cor a 9 と Cor a 14 に感作。逆に、Cor a 1 特異的IgE 感作は、特にアメリカ北東部で、小児よりも成人ではるかに高い。Cor a 8 感作は、すべての年齢層で比較的一定 (10% 近く) 。ヘーゼル
ナッツと他の木の実およびピーナッツの共感作は、個々の成分ファミリーの IgE 濃度と相関。
結論　個々のヘーゼルナッツ成分に対する感作は、年齢や地理的な場所に大きく依存する。成分の相関関係から、ヘーゼルナッツとくるみの共感作は、病因関連タンパク質 10 アレルゲン（PR-10）、非特異的脂質転送タンパク質、または種子貯蔵タン
パク質によって引き起こされる可能性がある。

アメリカにおけるヘーゼルナッツ感作のプロファ
イル（くるみ交差性）

ヘーゼルナッツアレルギーに関する研究だが、くるみとの交差反応性についても検討
内容確認

124 Pubmed 30212813 Villalta D, Scala E, Mistrello G, Amato S, Asero R.
Evidence of Cross-Reactivity between Different Seed Storage Proteins from Hazelnut (Corylus avellana) and Walnut (Juglans
regia) Using Recombinant Allergen Proteins

Int Arch Allergy Immunol. 2019;178(1):89-92. doi:
10.1159/000492399. Epub 2018 Sep 13.

Int Arch Allergy Immunol 2019 178(1):89-92 10.1159/000492399
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30212813/

〇

種子貯蔵タンパク質は、ナッツ、種子、豆類に含まれる極めて安定したアレルゲンであり、これらの食品に対する最も重篤な組換えアレルゲンを使用して、くるみとヘーゼルナッツの種子貯蔵タンパク質間の交差反応性を検討
重篤な原発性くるみおよび/またはヘーゼルナッツアレルギーを持ち、両方のナッツに過敏症を示す 13 名の患者血清を使用。　rCor a 9、rCor a 14及び rJug r 1 に特異的な IgE を測定し、調製したくるみ抽出物と患者の血清を前処理した後の IgE 反応性
を阻害試験により検討。
13名 の血清すべてがくるみの 2S アルブミン Jug r 1 に対して強い IgE 反応性を示し、12 名がヘーゼルナッツの 2S アルブミン Cor a 14 に反応し、8 名がヘーゼルナッツのレグミン Cor a 9 に反応した。阻害実験では、全くるみ抽出物の前処理により、
13 名中 12 名で Jug r 1 に対する IgE 反応性が完全に消失し、12 名中 9 名で Cor a 14 に対する特異的 IgE が完全に消失し、8 名中 7 名で Cor a 9 に対する IgE 反応性が完全に消失した。残りの症例では、IgE 反応性の劇的な低下が観察された。
くるみまたはヘーゼルナッツのいずれかに主にアレルギーがあり、他のナッツに対して皮膚反応または血清学的反応性を示す患者は、2S アルブミンとレグミン間の交差反応性によって引き起こされる重度のアレルギー反応のリスクがある。

ヘーゼルナッツとくるみの交差性

125 Pubmed 30017213 Giovannini M, Comberiati P, Piazza M, Chiesa E, Piacentini GL, Boner A, Zanoni G, Peroni DG.
Retrospective definition of reaction risk in Italian children with peanut, hazelnut and walnut allergy through component-resolved
diagnosis

Allergol Immunopathol (Madr). 2019 Jan-Feb;47(1):73-
78. doi: 10.1016/j.aller.2018.03.009. Epub 2018 Jul 14.

Allergol Immunopathol (Madr) 2019 47(1):73-78 10.1016/j.aller.2018.03.009
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30017213/

×
イタリア小児におけるピーナッツ、ヘーゼルナッ
ツ、くるみアレルギーの反応リスク

126 Pubmed 30644697 Momen T, Saneian H, Amini N. Demographic, Clinical, and Allergic Characteristics of Children with Eosinophilic Esophagitis in Isfahan, Iran
Iran J Allergy Asthma Immunol. 2018 Dec 3;17(6):533-
539.

Iran J Allergy Asthma Immunol 2018 17(6):533-539
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30644697/

×
小児好酸球性食道炎の人口統計学的、臨床的特徴
（イラン）

127 Pubmed 30401323 Randhawa I, Morphew T, Marsteller NL.
Correlation of negative skin-prick test results for tree nuts and successful tree nut challenges among children with peanut
allergy

Allergy Asthma Proc. 2018 Nov 1;39(6):456-460. doi:
10.2500/aap.2018.39.4174.

Allergy Asthma Proc 2018 39(6):456-460 10.2500/aap.2018.39.4174
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30401323/

×
ピーナッツアレルギー児における木の実SPT陰性と
木の実OFC陰性の相関関係

128 Pubmed 30306747
Kim MA, Kim DK, Yang HJ, Yoo Y, Ahn Y, Park HS, Lee HJ, Jeong YY, Kim BS, Bae WY, Jang
AS, Park Y, Koh YI, Lee J, Lim DH, Kim JH, Lee SM, Kim YM, Jun YJ, Kim HY, Kim Y, Choi JH;
Work Group for Rhinitis, the Korean Academy of Asthma, Allergy and Clinical Immunology.

Pollen-Food Allergy Syndrome in Korean Pollinosis Patients: A Nationwide Survey
Allergy Asthma Immunol Res. 2018 Nov;10(6):648-661.
doi: 10.4168/aair.2018.10.6.648.

Allergy Asthma Immunol Res 2018 10(6):648-661 10.4168/aair.2018.10.6.648
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30912333/

×
花粉症患者における花粉食物アレルギー症候群
（PFAS）に関する全国調査（韓国）

129
PubMed＋医中誌

Web
30067462 Ito M, Mizota T, Kitaguchi T, Ohno K, Ohba T, Tanaka M. Simultaneous detection of eight species of tree nut in foods using two tetraplex polymerase chain reaction assays

Biosci Biotechnol Biochem. 2018 Nov;82(11):1985-1991.
doi: 10.1080/09168451.2018.1497940. Epub 2018 Aug 1.

Biosci Biotechnol Biochem 2018 82(11):1985-1991 10.1080/09168451.2018.1497940
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30067462/

× 分析技術

130 Pubmed 30298065
Purington N, Chinthrajah RS, Long A, Sindher S, Andorf S, O'Laughlin K, Woch MA, Scheiber
A, Assa'ad A, Pongracic J, Spergel JM, Tam J, Tilles S, Wang J, Galli SJ, Desai M, Nadeau KC.

Eliciting Dose and Safety Outcomes From a Large Dataset of Standardized Multiple Food Challenges
Front Immunol. 2018 Sep 21;9:2057. doi:
10.3389/fimmu.2018.02057. eCollection 2018.

Front Immunol 2018 9:2057 10.3389/fimmu.2018.02057
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30298065/

〇

多食品アレルギー患者の盲検OFCにおける閾値用量分布および重篤な反応の予測因子
方法 7施設で11種類の食物アレルゲンのいずれかに対する標準化されたスクリーニングOFCを含むスタンフォード主導の臨床プロトコールすべてについて、レトロスペクティブ・チャートレビューを実施。
結果： 428名の参加者のうち、410名（96％）が少なくとも1回のOFC陽性を経験。ピーナッツOFCのED50が最も高く（29.9mg）、卵またはピスタチオはED50が最も低かった（それぞれ7.07mgまたは1.7mg）。最も多かった有害事象は皮膚関連（54％）
で、次いで胃腸（GI）事象（33％）であった。喘息の既往は、重症反応の有意に高いリスクと関連していた（ハザード比[HR]：2.37、95％信頼区間[CI]：1.36、4.13）。アレルゲン特異的IgE（sIgE）およびsIgE/総IgE比（sIgEr）の値が高いことも、重症
反応のリスクが高いことと関連していた（それぞれ、1.49［1.19、1.85］および1.84［1.30、2.59］）。

標準OFCにおける誘発量及び安全性：後方視的解
析

内容確認

131 Pubmed 29904971
Blankestijn MA, den Hartog Jager CF, Blom WM, Otten HG, de Jong GAH, Gaspari M, Houben
GF, Knulst AC, Verhoeckx KCM.

A subset of walnut allergic adults is sensitized to walnut 11S globulin Jug r 4
Clin Exp Allergy. 2018 Sep;48(9):1206-1213. doi:
10.1111/cea.13208. Epub 2018 Jul 12.

Clin Exp Allergy 2018 48(9):1206-1213 10.1111/cea.13208
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29904971/

〇

Jug r 1-3以外のくるみアレルギーの成人で認識されているくるみアレルゲンの特定
方法: 3 つの異なるくるみ抽出物を調製しアレルギー性タンパク質を特定。くるみにアレルギー反応を起こした成人 55 名のコホート (アレルギー患者 33 名と耐性者 22 名) において、天然および組換えクルミ アレルゲン Jug r 4 に対する感作を検討。
結果: くるみアレルギー反応を起こした成人 8 名の血清をスクリーニングした結果、対象集団において Jug r 4 がアレルゲンであった。対象者 55 名からなるコホート全体のうち、免疫ブロット法で 5 名が Jug r 4 陽性、EUROLINE 法で 10 名が陽性。
Jug r 4 に感作された被験者では、他の 11S アルブミン (例: ヘーゼルナッツ Cor a 9) に対する共感作がよく見られ、交差反応によるものと考えられた。
 11S グロブリン Jug r 4 は、くるみアレルギーの成人の 27% が認識するマイナーアレルゲン。Jug r 4 に対する特異的 IgE は、主に Jug r 1 などの他のクルミ成分に対する同時感作を伴って発生する。

成人くるみアレルギー患者のJug r 4感作 Jug r 4のアレルゲンとしての重要性

132 Pubmed 29622231 Sheu SC, Tsou PC, Lien YY, Lee MS.
Development of loop-mediated isothermal amplification (LAMP) assays for the rapid detection of allergic peanut in processed
food

Food Chem. 2018 Aug 15;257:67-74. doi:
10.1016/j.foodchem.2018.02.124. Epub 2018 Feb 28.

Food Chem 2018 257:67-74 10.1016/j.foodchem.2018.02.124
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29622231/

× 分析技術

133 Pubmed 30571817 Feuerhake T, Aguilera-Insunza R, Morales PS, Talesnik E, Linn K, Thone N, Borzutzky A. Clinical characterization of Chilean patients with IgE-mediated food allergy
Rev Chil Pediatr. 2018 Aug;89(4):448-453. doi:
10.4067/S0370-41062018005000403.

Rev Chil Pediatr 2018 89(4):448-453 10.4067/S0370-41062018005000403
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30571817/

× チリのIgE依存性食物アレルギーの臨床的特徴

134 Pubmed 29680588 Geiselhart S, Hoffmann-Sommergruber K, Bublin M. Tree nut allergens
Mol Immunol. 2018 Aug;100:71-81. doi:
10.1016/j.molimm.2018.03.011. Epub 2018 Apr 19.

Mol Immunol 2018 100:71-81 10.1016/j.molimm.2018.03.011 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29680588/

〇

木の実アレルゲンに関する総説。ここのナッツに関して重要なアレルゲンを概説。

木の実アレルゲンに関する総説

135 Pubmed 30054513
D+S138+K138:P138+S138+K138:P138+S138+K138:P138+J138:P138+I138:P138+S138+K138:
P138+S138+K138:P138+S138+K138:P138+S138+K138:P138+H+A138:P138

Jug r 6 is the allergenic vicilin present in walnut responsible for IgE cross-reactivities to other tree nuts and seeds
Sci Rep. 2018 Jul 27;8(1):11366. doi: 10.1038/s41598-
018-29656-4.

Sci Rep 2018 8(1):11366 10.1038/s41598-018-29656-4
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30054513/

〇

nJug r 2 を精製して特性評価し、さまざまな木の実のビシリン間の IgE 交差反応性を評価。
精製ビシリンの質量分析により、Jug r 2 との同一性がわずか 44% であるタンパク質配列を同定。 新たに特定されたビシリン (Jug r 6) は、くるみアレルギー患者IgEの26% でIgE によって認識された。 Jug r 2 とは対照的に、Jug r 6 はヘーゼルナッツ、
ゴマ、ピスタチオの相同物質で顕著な交差反応性を示した。 Jug r 6のIgE交差反応性 Jug r 6はマイナーアレルゲンだが、内容確認

136 Pubmed 29949832 Lee J, Jeong K, Jeon SA, Lee S. Immunoglobulin E-binding Proteins of Cooked Walnuts in Korean Children
Allergy Asthma Immunol Res. 2018 Jul;10(4):363-369.
doi: 10.4168/aair.2018.10.4.363.

Allergy Asthma Immunol Res 2018 10(4):363-369 10.4168/aair.2018.10.4.363
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29949832/

〇

韓国のくるみアレルギーの幼児の免疫学的特徴及び くるみ タンパク質に与える調理の影響
方法: 血清くるみ特異的IgE 濃度を持つ 13 歳未満の小児を登録。ドライフライおよび煮たくるみ 抽出物のタンパク質分画を、SDS-PAGE、2 次元ゲル電気泳動 (2DE)、およびエレクトロスプレーイオン化 (液体クロマトグラフィー質量分析法 [LC-MS])
を使用したプロテオーム分析し生ののタンパク質分画と比較した。臨床的に くるみアレルギーのある 6 名の小児の血清サンプルを使用して、生の くるみ に対する IgE 反応性について、免疫ブロット分析を実施。
結果　生の Wくるみのタンパク質バンドは、SDS-PAGE により 9、16、28、52、58、および 64 kDa で特定された。9 kDa および 16 kDa のタンパク質バンドは煮沸により増強されたが、52 kDa および 64 kDa のバンドは大幅に減少した。LC-MS 分析
では、生の くるみに存在する 66 種の IgE 結合タンパク質のうち、57 種はドライフライで確認たが、煮沸 Wくるみでは 4 種のみ確認された。6 名中 5 名の血清は 52 kDa のタンパク質と反応し、6 名中 4 名はそれぞれ 16 kDa および 28 kDa のタンパク

加工：調理したくるみのIgE反応性（韓国小児）

137 Pubmed 29949828 Oh JW.
Is There Any Necessity to Prescribe Consumption of Walnuts Cooked by Different Processing Techniques to Patients With
Walnut Allergy?

Allergy Asthma Immunol Res. 2018 Jul;10(4):287-289.
doi: 10.4168/aair.2018.10.4.287.

Allergy Asthma Immunol Res 2018 10(4):287-289 10.4168/aair.2018.10.4.287
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29949828/

〇

調理によるくるみアレルゲン性の変化
生、乾かして揚げたくるみ、茹でたくるみのタンパク質のアレルゲン性の変化を比較。
韓国では、くるみはご飯と一緒に食べられ、通常は調味料と一緒に茹でたり炒めたりする。生のくるみに対応するタンパク質バンドを明らかにし、各くるみタンパク質のパターンが調理方法によって異なることを確認した。くるみアレルギー患者の診断
検査で特定された成分は、異なる加工技術で調理されたくるみでは減少する可能性がある。

異なる加工方法で調理されたくるみタンパク質の
アレルゲン性

138 Pubmed 29700869 Smeekens JM, Bagley K, Kulis M. Tree nut allergies: Allergen homology, cross-reactivity, and implications for therapy
Clin Exp Allergy. 2018 Jul;48(7):762-772. doi:
10.1111/cea.13163. Epub 2018 Jun 4.

Clin Exp Allergy 2018 48(7):762-772 10.1111/cea.13163 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29700869/

〇
木の実アレルゲンに関する総説。アレルゲン相同性、交差反応性、治療について概説。 木の実アレルギーの総説：アレルゲン相同性、交

差反応性、治療

139 Pubmed 29601353 Sato S, Yanagida N, Ebisawa M. How to diagnose food allergy
Curr Opin Allergy Clin Immunol. 2018 Jun;18(3):214-
221. doi: 10.1097/ACI.0000000000000441.

Curr Opin Allergy Clin Immunol 2018 18(3):214-221 10.1097/ACI.0000000000000441 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29601353/

〇
食物アレルギーの診断に関する総説。

食物アレルギーの診断（総説） 内容確認

140 Pubmed 29732295
Domínguez-García MV, Flores-Merino MV, Puente-Fernández C, Morales-Romero J, Bedolla-
Barajas M.

Self-reported prevalence of clinical features of allergy to nuts and seeds, and seafood in university students
Asia Pac Allergy. 2018 Apr 25;8(2):e19. doi:
10.5415/apallergy.2018.8.e19. eCollection 2018 Apr.

Asia Pac Allergy 2018 8(2):e19 10.5415/apallergy.2018.8.e19
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29732295/

×
大学生におけるナッツ、種子、魚介類アレルギー
有病割合

141 Pubmed 29127694 Elizur A, Appel MY, Nachshon L, Levy MB, Epstein-Rigbi N, Golobov K, Goldberg MR. NUT Co Reactivity - ACquiring Knowledge for Elimination Recommendations (NUT CRACKER) study
Allergy. 2018 Mar;73(3):593-601. doi: 10.1111/all.13353.
Epub 2017 Dec 5.

Allergy 2018 73(3):593-601 10.1111/all.13353
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29127694/

〇

木の実のアレルギーの一致について診断検査を改善しOFCの必要性を検討
方法 83名の患者を対象に、くるみ、ペカン、カシューナッツ、ピスタチオ、ヘーゼルナッツ、アーモンドのアレルギーを前向きに評価。過去の反応歴が聴取され、微粉砕した木の実液を用いたSPTと好塩基球活性化試験（BAT）を実施。患者は、除去し
た木の実のうち、過去2年間に反応が記録されていないものごとにOFCを実施。
結果 ほとんどの患者が5-6種の木の実に感作された一方で、50％以上の患者が1-2種の木の実のみにアレルギーを示した。感作患者におけるアレルギーの割合が最も高かったのは、くるみ（74.6％）とカシューナッツ（65.6％）であった。ほとんどの木の
実の共アレルギー率は30％未満であった。くるみおよびカシューアレルギー患者の3分の2は、それぞれペカンおよびピスタチオにもアレルギーがあったが、ペカンおよびピスタチオアレルギー患者はすべて、それぞれくるみおよびカシューにアレルギー
があった。くるみ（87％）、ペカン（66％）、カシューナッツ（71％）、ピスタチオ（79％）では、SPTとBATの組み合わせに加え、これらのペアのアレルギーの同時性が、アレルギー患者と耐性患者を正しく識別した。

NUT CRACKER study概要 くるみとペカンの共アレルギーについて記載あり

142 Pubmed 28986984

Datema MR, van Ree R, Asero R, Barreales L, Belohlavkova S, de Blay F, Clausen M,
Dubakiene R, Fernández-Perez C, Fritsche P, Gislason D, Hoffmann-Sommergruber K,
Jedrzejczak-Czechowicz M, Jongejan L, Knulst AC, Kowalski M, Kralimarkova TZ, Le TM,
Lidholm J, Papadopoulos NG, Popov TA, Del Prado N, Purohit A, Reig I, Seneviratne SL,
Sinaniotis A, Versteeg SA, Vieths S, Zwinderman AH, Mills ENC, Fernández-Rivas M, Ballmer-
Weber B.

Component-resolved diagnosis and beyond: Multivariable regression models to predict severity of hazelnut allergy
Allergy. 2018 Mar;73(3):549-559. doi: 10.1111/all.13328.
Epub 2017 Nov 24.

Allergy 2018 73(3):549-559 10.1111/all.13328
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28986984/

× ヘーゼルナッツアレルギーの重症度予測

143 Pubmed 30602280 Kulma M, Bubová T, Koleška D, Ševčík V, Koya A, Galková Z. Laboratory evaluation of repellency of traditional Czech homemade repellents against Aedes aegypti Epidemiol Mikrobiol Imunol. 2018 Winter;67(3):129-133. Epidemiol Mikrobiol Imunol 2018 67(3):129-133
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30602280/

× 自家製忌避剤

144 Pubmed 30270687
Ukleja-Sokołowska N, Zacniewski R, Gawrońska-Ukleja E, Żbikowska-Gotz M, Lis K, Sokoł
owski Ł, Adamczak R, Bartuzi Z.

Food-dependent, exercise-induced anaphylaxis in a patient allergic to peach
Int J Immunopathol Pharmacol. 2018 Jan-
Dec;32:2058738418803154. doi:
10.1177/2058738418803154.

Int J Immunopathol Pharmacol 2018 32:2058738418803154 10.1177/2058738418803154
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/30270687/

× ももアレルギー患者のFDEIA

145 Pubmed 29202922 New LS, Schreiber A, Stahl-Zeng J, Liu HF. Simultaneous Analysis of Multiple Allergens in Food Products by LC-MS/MS
J AOAC Int. 2018 Jan 1;101(1):132-145. doi:
10.5740/jaoacint.17-0403. Epub 2017 Dec 5.

J AOAC Int 2018 101(1):132-145 10.5740/jaoacint.17-0403
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29202922/

× 分析技術

146 Pubmed 29202914 Nitride C, Lee V, Baricevic-Jones I, Adel-Patient K, Baumgartner S, Mills ENC.
Integrating Allergen Analysis Within a Risk Assessment Framework: Approaches to Development of Targeted Mass Spectrometry
Methods for Allergen Detection and Quantification in the iFAAM Project

J AOAC Int. 2018 Jan 1;101(1):83-90. doi:
10.5740/jaoacint.17-0393. Epub 2017 Dec 5.

J AOAC Int 2018 101(1):83-90 10.5740/jaoacint.17-0393
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29202914/

× 分析技術

147 Pubmed 28632934
Savage JH, Lee-Sarwar KA, Sordillo J, Bunyavanich S, Zhou Y, O'Connor G, Sandel M,
Bacharier LB, Zeiger R, Sodergren E, Weinstock GM, Gold DR, Weiss ST, Litonjua AA.

A prospective microbiome-wide association study of food sensitization and food allergy in early childhood
Allergy. 2018 Jan;73(1):145-152. doi: 10.1111/all.13232.
Epub 2017 Aug 2.

Allergy 2018 73(1):145-152 10.1111/all.13232
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28632934/

× 小児食物アレルギーのマイクロバイオーム解析

148 Pubmed 29169644 Planque M, Arnould T, Dieu M, Delahaut P, Renard P, Gillard N. Liquid chromatography coupled to tandem mass spectrometry for detecting ten allergens in complex and incurred foodstuffs
J Chromatogr A. 2017 Dec 29;1530:138-151. doi:
10.1016/j.chroma.2017.11.039. Epub 2017 Nov 20.

J Chromatogr A 2017 1530:138-151 10.1016/j.chroma.2017.11.039
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29169644/

× 分析技術

149 Pubmed 29594365 Christopoulou S, Karaiskou S, Kalogianni DP. Microbead-based simultaneous fluorometric detection of three nut allergens
Mikrochim Acta. 2017 Dec 5;185(1):13. doi:
10.1007/s00604-017-2559-7.

Mikrochim Acta 2017 185(1):13 10.1007/s00604-017-2559-7
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29594365/

× 分析技術

150 Pubmed 28552380
Sato S, Yamamoto M, Yanagida N, Ito K, Ohya Y, Imai T, Nagao M, Borres MP, Movérare R,
Ebisawa M.

Jug r 1 sensitization is important in walnut-allergic children and youth
J Allergy Clin Immunol Pract. 2017 Nov-Dec;5(6):1784-
1786.e1. doi: 10.1016/j.jaip.2017.04.025. Epub 2017 May
25.

J Allergy Clin Immunol Pract 2017 5(6):1784-1786 10.1016/j.jaip.2017.04.025
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28552380/

〇
有病率は低いものの、くるみアレルギーは食物アナフィラキシーの主要な原因の一つである。くるみおよびペカンアレルギーの被験者における呼吸器症状の有病率の高さは、Maloneyらによって観察されている。我々はまた、OFCで陽性であった被験者
の半数以上が、くるみ誘発時に呼吸器症状が観察された。このことは、くるみアレルギーの診断法の改善が必要であることを示唆している。
我々は、Jug r 1特異的lgEは、日本人の小児および青少年におけるくるみアレルギーの診断において、抽出物を用いた検査と比較してさらなる診断価値がある。

小児、青年におけるJug r 1感作 内容確認

151 Pubmed 28677355 Jeong KY, Park KH, Lee JH, Park JW. Monoclonal Antibodies to Recombinant Fag e 3 Buckwheat Allergen and Development of a Two-site ELISA for Its Quantification
Allergy Asthma Immunol Res. 2017 Sep;9(5):417-422.
doi: 10.4168/aair.2017.9.5.417.

Allergy Asthma Immunol Res 2017 9(5):417-422 10.4168/aair.2017.9.5.417
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28677355/

× そばアレルゲン　Fag e 3

152 Pubmed 28351786
Andorf S, Borres MP, Block W, Tupa D, Bollyky JB, Sampath V, Elizur A, Lidholm J, Jones JE,
Galli SJ, Chinthrajah RS, Nadeau KC.

Association of Clinical Reactivity with Sensitization to Allergen Components in Multifood-Allergic Children
J Allergy Clin Immunol Pract. 2017 Sep-Oct;5(5):1325-
1334.e4. doi: 10.1016/j.jaip.2017.01.016. Epub 2017 Mar
27.

J Allergy Clin Immunol Pract 2017 5(5):1325-1334 10.1016/j.jaip.2017.01.016
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28351786/

〇

目的: 主要なアレルゲン成分に対する血清 IgE を測定し、臨床歴と薬剤使用を評価し、皮膚テストを実施し、DBPCFC を実施することで多種食物アレルギー患者を包括的に評価。
方法: 多種食物アレルギーを持つ 60 名の参加者を、臨床歴、　DBPCFC、総 IgE、特異的 IgE及び成分分解診断 (IgE および IgG4) データによって特徴付けた。検査された食物アレルゲンは、アーモンド、卵、牛乳、ゴマ、ピーナッツ、ピーカン、くる
み、ヘーゼルナッツ、カシューナッツ、ピスタチオ、大豆、小麦。
結果: 段階的 DBPCFC 中に観察された反応のうち、胃腸反応は女子よりも男子で多く発生し、カシューナッツ、くるみ、ヘーゼルナッツの 2S アルブミンに対する IgE レベルが高い人で多かった。特定の食物アレルギーは、個人で同時に発生することが
よくあり (例: カシューナッツ/ピスタチオ及びくるみ/ペカンナッツ/ヘーゼルナッツ)。
カシューナッツとピスタチオに対するアレルギー及びくるみ、ペカン、ヘーゼルナッツに対するアレルギー間の有意な関連性を提示。

多種食物アレルギー児におけるアレルゲン感作と
臨床反応の関連性

153 Pubmed 28825657
Haroun-Díaz E, Azofra J, González-Mancebo E, de Las Heras M, Pastor-Vargas C, Esteban V,
Villalba M, Díaz-Perales A, Cuesta-Herranz J.

Nut Allergy in Two Different Areas of Spain: Differences in Clinical and Molecular Pattern
Nutrients. 2017 Aug 21;9(8):909. doi:
10.3390/nu9080909.

Nutrients 2017 9(8):909 10.3390/nu9080909
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28825657/

× イタリアにおける木の実アレルギーの地域差

154 Pubmed 28397379 Srivastava KD, Song Y, Yang N, Liu C, Goldberg IE, Nowak-Węgrzyn A, Sampson HA, Li XM.
B-FAHF-2 plus oral immunotherapy (OIT) is safer and more effective than OIT alone in a murine model of concurrent
peanut/tree nut allergy

Clin Exp Allergy. 2017 Aug;47(8):1038-1049. doi:
10.1111/cea.12936. Epub 2017 May 15.

Clin Exp Allergy 2017 47(8):1038-1049 10.1111/cea.12936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28397379/

× 木の実、ピーナッツアレルギーOIT

155 Pubmed 28728236
Shen XL, Zhao D, Yan XH, Yang P, Feng NY, Wen WL, Ha HY, Yang ZC, Di LL, Guo HQ, Liu
HT, Ma RX.

[Epidemiological investigation of allergic rhinitis in Ningxia]
Zhonghua Er Bi Yan Hou Tou Jing Wai Ke Za Zhi. 2017
Jul 7;52(7):491-496. doi: 10.3760/cma.j.issn.1673-
0860.2017.07.003.

Zhonghua Er Bi Yan Hou Tou
Jing Wai Ke Za Zhi

2017 52(7):491-496
10.3760/cma.j.issn.1673-
0860.2017.07.003

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28728236/

× 寧夏におけるアレルギー性鼻炎の疫学調査

156 Pubmed 28836701
Stiefel G, Anagnostou K, Boyle RJ, Brathwaite N, Ewan P, Fox AT, Huber P, Luyt D, Till SJ,
Venter C, Clark AT.

BSACI guideline for the diagnosis and management of peanut and tree nut allergy
Clin Exp Allergy. 2017 Jun;47(6):719-739. doi:
10.1111/cea.12957.

Clin Exp Allergy 2017 47(6):719-739 10.1111/cea.12957
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28836701/

〇

限られた疫学的データによると、地域によって有病率は異なる。英国では、ナッツの一次アレルギーは子供の 2% 以上、成人の 0.5% に影響を与えている。重度の湿疹および/または卵アレルギーのある乳児は、ピーナッツアレルギーのリスクが高い。
ナッツの一次アレルギーは、生後 5 年間に最も一般的に現れ、多くの場合、最初の摂取後に典型的な急速な IgE 介在症状を伴って現れる。ナッツの一次アレルギーの臨床診断は、典型的な臨床所見と、SPT または特異的 IgE (sIgE) テストの陽性によっ
て示されるナッツ特異的 IgE の証拠の組み合わせによって行う。SPT または sIgE の程度は、臨床アレルギーの可能性に関連するが、臨床重症度には関連しない。ナッツアレルギーは長期にわたる病気である可能性が高いため、ナッツ回避アドバイスが

ピーナッツおよび木の実アレルギーの診断と管理
に関するBSACIガイドライン

157 Pubmed 28359600 Couch C, Franxman T, Greenhawt M. Characteristics of tree nut challenges in tree nut allergic and tree nut sensitized individuals
Ann Allergy Asthma Immunol. 2017 May;118(5):591-
596.e3. doi: 10.1016/j.anai.2017.02.010. Epub 2017 Mar
27.

Ann Allergy Asthma Immunol 2017 118(5):591-596 10.1016/j.anai.2017.02.010
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28359600/

〇

木の実アレルギーまたは感作のみの患者におけるOFCの特徴
方法: 2007 年から 2015 年にかけて紹介センターで実施されたオープンOFC を分析し、SPT膨疹サイズ、特異的IgE、ピーナッツ共アレルギー、および 木の実感作のみと、他の T木の実への感作を伴う木の実アレルギーに基づいて比較。
結果: 109 名の患者における 156 件のOFC の陰性率は 86% であった (アーモンド 54 、カシューナッツ 28 、くるみ 27 、ヘーゼルナッツ 18 個、ピーカン 14 、ピスタチオ 13 、ブラジルナッツ 2 )。陰性率は、特異的IgE 価が 2 kUA/L 未満の場合は 89%
(n = 110/124)、2 kUA/L 以上の場合は 69% (11/16) 。ピーナッツアレルギーと木の実共感作の患者44名を対象に行ったOFCでは陰性率は96%。木の実SPT膨疹サイズが3mm以上の木の実OFC 41名のうち、61%が陰性で、平均膨疹サイズは4.8mm (範囲3
～11)、陽性者の平均膨疹サイズは9mm (範囲3～20)。

木の実アレルギー及び感作患者のOFCの特徴

158 Pubmed 28261916 Rostaher A, Fischer NM, Kümmerle-Fraune C, Couturier N, Jacquenet S, Favrot C. Probable walnut-induced anaphylactic reaction in a dog
Vet Dermatol. 2017 Apr;28(2):251-e66. doi:
10.1111/vde.12406.

Vet Dermatol 2017 28(2):251-e66 10.1111/vde.12406
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28261916/

× 犬のくるみ誘発アナフィラキシー

159 Pubmed 28070926 Wangorsch A, Jamin A, Lidholm J, Gräni N, Lang C, Ballmer-Weber B, Vieths S, Scheurer S. Identification and implication of an allergenic PR-10 protein from walnut in birch pollen associated walnut allergy
Mol Nutr Food Res. 2017 Apr;61(4). doi:
10.1002/mnfr.201600902. Epub 2017 Feb 10.

Mol Nutr Food Res 2017 61(4) 10.1002/mnfr.201600902
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28070926/

〇

くるみ（Juglans regia）は、ナッツ類の中で最も重要なアレルゲンで、シラカバ（Betula verrucosa）花粉との共感作が報告されている。主要なシラカバ花粉アレルゲンBet v 1と相同性のあるくるみのアレルゲンの同定
方法と結果 くるみの核に含まれるBet v 1と相同なアレルゲン（Jug r 5）をコードするcDNAをRT-PCRによりクローニングし、Jug r 5を精製。くるみアレルギーを併発したシラカバ花粉症患者（n = 16）のくるみ、Bet v 1、Jug r 5に対する特異的IgE価
を測定したところ、患者の44％がくるみに陽性であったのに対し、Jug r 5には94％、Bet v 1には100％が反応した。
Jug r 5およびBet v 1アレルゲンは、競合ELISAにより双方向性のIgE交差反応性を示し、エフェクター細胞からのヒスタミン放出を誘導した。

白樺花粉関連くるみアレルギーの
くるみ由来PR-10の同定と意義

Bet v 1様アレルゲン（Jug r 5）の特性解析

160 Pubmed 28480855 Abramidze T, Gotua M, Chikhelidze N, Cheishvili T, Gamkrelidze A. PLANT AEROALLERGENS IN TWO MAJOR CITIES OF GEORGIA - TBILISI AND KUTAISI Georgian Med News. 2017 Mar;(264):75-80. Georgian Med News 2017 (264):75-80
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28480855/

× ジョージアの2都市における空中アレルゲン
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161 Pubmed 28110058
Blankestijn MA, Remington BC, Houben GF, Baumert JL, Knulst AC, Blom WM, Klemans RJB,
Taylor SL.

Threshold Dose Distribution in Walnut Allergy
J Allergy Clin Immunol Pract. 2017 Mar-Apr;5(2):376-
380. doi: 10.1016/j.jaip.2016.12.005. Epub 2017 Jan 18.

J Allergy Clin Immunol Pract 2017 5(2):376-380 10.1016/j.jaip.2016.12.005
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28110058/

〇

くるみアレルギーの成人の ED を算出し、ピーナッツや木の実の閾値データとの比較
方法: 前向きに、くるみアレルギーの疑いのある成人被験者に、低用量のDBPCFCを実施。個々のNOAELとLOAELを算出し、対数正規分布、対数ロジスティック分布、およびワイブル分布をデータに適合させた。推定 ED 値は、くるみアレルギーの集団
の 5%、10%、および 50% にアレルギー反応を引き起こすと予測される用量である ED5、ED10、および ED50 を算出。
結果: 57 名の被験者でOFCを実施し、33 名がくるみアレルギーと診断された。陽性のうち 20 名 (61%) で客観的な症状が発生した。分布モデルにおける累積 ED （くるみタンパク質量）は、ED05 は 3.1 ～ 4.1 mg、ED10 は10.6 ～ 14.6 mg、ED50 は
590 ～ 625 mg の範囲。

    

くるみアレルギーの誘発量分布

162 Pubmed 27892597
Jeong K, Lee SY, Ahn K, Kim J, Lee HR, Suh DI, Pyun BY, Min TK, Kwon JW, Kim KE, Kim KW,
Sohn MH, Kim YH, Song TW, Kwon JH, Jeon YH, Kim HY, Kim JH, Ahn YM, Lee S.

A multicenter study on anaphylaxis caused by peanut, tree nuts, and seeds in children and adolescents
Allergy. 2017 Mar;72(3):507-510. doi: 10.1111/all.13096.
Epub 2017 Jan 12.

Allergy 2017 72(3):507-510 10.1111/all.13096
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27892597/

〇

韓国におけるピーナッツ、木の実、種子によるアナフィラキシーの臨床的特徴
韓国の14の大学病院での遡及的な医療記録レビュー（2009～2013年）。126例が特定され、平均年齢は4.9歳。ピーナッツ、くるみ、松の実がそれぞれ32.5%、41.3%、7.1%を占めた。　ピーナッツ、くるみ、松の実に対する特異的IgE（sIgE）の中央値
は、それぞれ10.50、8.74、4.61 kUA / l。
くるみ、ピーナッツ、松の実が韓国の小児におけるアナフィラキシーの最も一般的な 3 つの原因食物で、アナフィラキシーは sIgE レベルが著しく低い場合でも発生する可能性がある。

小児、青年におけるピーナッツ、木の実、種子に
よるアナフィラキシー

163 Pubmed 27597723
Blankestijn MA, Blom WM, Otten HG, Baumert JL, Taylor SL, Bruijnzeel-Koomen CA, Houben
GF, Knulst AC, Klemans RJ.

Specific IgE to Jug r 1 has no additional value compared with extract-based testing in diagnosing walnut allergy in adults
J Allergy Clin Immunol. 2017 Feb;139(2):688-690.e4. doi:
10.1016/j.jaci.2016.07.026. Epub 2016 Sep 3.

J Allergy Clin Immunol 2017 139(2):688-690 10.1016/j.jaci.2016.07.026
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27597723/

〇
成人のくるみアレルギーの診断において、Jug r 1に対する特異的IgEは抽出物の検査と比較して、それ以上の有用性は認められなかった。 Jug r 1特異的IgEの成人のくるみアレルギーの診断

における有用性

164 Pubmed 27936684 Zhang YZ, Du WX, Fan Y, Yi J, Lyu SC, Nadeau KC, Thomas AL, McHugh T. Purification and Characterization of a Black Walnut (Juglans nigra) Allergen, Jug n 4
J Agric Food Chem. 2017 Jan 18;65(2):454-462. doi:
10.1021/acs.jafc.6b04387. Epub 2017 Jan 5.

J Agric Food Chem 2017 65(2):454-462 10.1021/acs.jafc.6b04387
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27936684/

〇

黒くるみの潜在的なアレルゲンの精製及び特性解析
黒くるみのアレルゲン Jug n 4 (11S グロブリン) を精製。
ウェスタンブロットにより、DBPCFC陽性くるみアレルギー患者 25 名の血清IgE抗体の 32% で Jug n 4 を認識。。

黒くるみのJug n 4の精製、特徴
黒くるみのJug n 4の精製に関する報告
Jug rではないが、内容確認

165 Pubmed 28315215 Madrid R, de la Cruz S, García A, Martín R, González I, García T. Detection of Food Allergens by Phage-Displayed Produced Antibodies
Methods Mol Biol. 2017;1592:109-128. doi:
10.1007/978-1-4939-6925-8 9.

Methods Mol Biol 2017 1592:109-128 10.1007/978-1-4939-6925-8_9
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28315215/

× 分析技術

166 Pubmed 28315214 García A, Madrid R, García T, Martín R, González I. Detection of Food Allergens by Taqman Real-Time PCR Methodology
Methods Mol Biol. 2017;1592:95-108. doi: 10.1007/978-
1-4939-6925-8 8.

Methods Mol Biol 2017 1592:95-108 10.1007/978-1-4939-6925-8_8
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28315215/

× 分析技術

167 Pubmed 28031785 da Silva DM, Vieira TM, Pereira AM, de Sousa Moreira AM, Delgado JL.
Cross-reactive LTP sensitization in food-dependent exercise-induced urticaria/anaphylaxis: a pilot study of a component-
resolved and in vitro depletion approach

Clin Transl Allergy. 2016 Dec 22;6:46. doi:
10.1186/s13601-016-0136-5. eCollection 2016.

Clin Transl Allergy 2016 6:46 10.1186/s13601-016-0136-5
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28031785/

〇

方法: 食物依存性運動誘発性蕁麻疹/アナフィラキシーおよび食物汎アレルゲン感作の病歴があり、OFCが実行不可能な 3 名 の患者が選択。SPT、特異的IgE、およびImmunoCAP ISACテストによる診断検査を実施。
結果：すべての患者が脂質輸送タンパク質に感作。一人は、Pru p 3、Cor a 8、Jug r 3、およびAra h 9に感作。桃で前処理した後、すべての成分に対するsIgEが100％減少。二人目は、Pru p 3、Cor a 8、Jug r 3、およびAra h 9に感作。くるみによる免
疫除去により、Ara h 9に対するsIgEが67％減少し、Pru p 3とPla a 3（60％）、Art v 3（75％）、Jug r 3（88％）、およびCor a 8（100％）が減少。三人目の患者は、Pru p 3、Jug r 3、Ara h 9、およびTri a 14に感作されました。小麦による免疫除去で
は、Tri a 14のみが減少（100％）。

食物依存性運動誘発蕁麻疹/アナフィラキシーにお
ける交差反応性LTP感作

３名の症例報告だが、交差反応性をアレルゲンレベルで検討
内容確認

168 Pubmed 27726958 Kim MN, Lee KE, Hong JY, Kim KW, Kim KE, Sohn MH, Park JW. IgE cross-reactivity of peanut with walnut and soybean in children with food allergy
Allergol Immunopathol (Madr). 2016 Nov-
Dec;44(6):524-530. doi: 10.1016/j.aller.2016.04.012.
Epub 2016 Oct 7.

Allergol Immunopathol (Madr) 2016 44(6):524-530 10.1016/j.aller.2016.04.012
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27726958/

〇

ピーナッツとくるみ、大豆の交差反応性の臨床的意義
方法: ピーナッツとくるみの両方の特異的 IgE を持つ 8 名の被験者の血清をプールし阻害試験を実施。同様に、ピーナッツと大豆の両方の特異的 IgE 抗体を持つ 18 名の被験者の血清をプールし検討。
結果: ピーナッツ特異的 IgE は、くるみと大豆のタンパク質抽出物によってそれぞれ最大 20% と 26% 阻害された。また、くるみと大豆の特異的 IgE は、ピーナッツタンパク質抽出物によってそれぞれ最大 21% と 23% 阻害された。ピーナッツ特異的 IgE
抗体を持つ被験者のプール血清は、くるみタンパク質抽出物と有意に反応した。
結論: ピーナッツ特異的 IgE とくるみおよび大豆タンパク質抽出物との交差反応の臨床的意義は確立されていないが、ピーナッツアレルギーのある患者はくるみと大豆の摂取に注意する必要がある。

小児食物アレルギーにおけるピーナッツとくる
み、大豆の交差反応性

169 Pubmed 27590318 Korte R, Brockmeyer J. MRM(3)-based LC-MS multi-method for the detection and quantification of nut allergens
Anal Bioanal Chem. 2016 Nov;408(27):7845-7855. doi:
10.1007/s00216-016-9888-y. Epub 2016 Sep 2.

Anal Bioanal Chem 2016 408(27):7845-7855 10.1007/s00216-016-9888-y
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27590318/

× 分析技術

170 Pubmed 27582405

Lee SY, Ahn K, Kim J, Jang GC, Min TK, Yang HJ, Pyun BY, Kwon JW, Sohn MH, Kim KW, Kim
KE, Yu J, Hong SJ, Kwon JH, Kim SW, Song TW, Kim WK, Kim HY, Jeon YH, Lee YJ, Lee HR,
Kim HY, Ahn Y, Yum HY, Suh DI, Kim HH, Kim JT, Kim JH, Park YM, Lee S; Korean Academy of
Pediatric Allergy and Respiratory Diseases Food Allergy and Atopic Dermatitis Study Group.

A Multicenter Retrospective Case Study of Anaphylaxis Triggers by Age in Korean Children
Allergy Asthma Immunol Res. 2016 Nov;8(6):535-40.
doi: 10.4168/aair.2016.8.6.535.

Allergy Asthma Immunol Res 2016 8(6):535-40 10.4168/aair.2016.8.6.535
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27582405/

〇

韓国の小児における年齢別のアナフィラキシー誘因の特定
方法: 2009年から2013年の間に韓国の23の二次または三次病院でアナフィラキシーと診断された小児の医療記録を調査。
結果: 合計991件の症例 (平均年齢=5.89±5.24) が報告され、63.9% が6歳未満の患者、66% が男児でした。最も一般的なアナフィラキシー誘因は食物 (74.7%) で、次いで薬物および造影剤 (10.7%)、特発性因子 (9.2%)、運動 (3.6%) 。最も一般的な食物は
牛乳（28.4%）で、続いて卵白（13.6%）、くるみ（8.0%）、小麦（7.2%）、そば（6.5%）、ピーナッツ（6.2%）。

韓国小児の年齢別アナフィラキシー誘発因子に関
する多施設後方視的研究

韓国のアナフィラキシーに関する調査だが、内容確認

171 Pubmed 27341550 Mew R, Borres M, Sjölander S, du Toit G. A retrospect study into the utility of allergen components in walnut allergy
Pediatr Allergy Immunol. 2016 Nov;27(7):750-752. doi:
10.1111/pai.12610. Epub 2016 Aug 2.

Pediatr Allergy Immunol 2016 27(7):750-752 10.1111/pai.12610
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27341550/

〇
くるみアレルギーの診断における 2S アルブミン Jug r I と LTP Jug r 3 の有用性を検討し、また、くるみアレルギーと密接に関連するペカン特異的 IgE 感作についてを調査。くるみアレルギーの患者とくるみ耐性の患者を特定。
Jug r 1 が北部諸国における重要なくるみアレルゲンであり、くるみアレルギー患者と耐性患者を効果的に識別するのに役立つ可能性がある。 くるみアレルギー診断におけるアレルゲンコン

ポーネント解析-後方視的解析

172 Pubmed 27566863 Polk BI, Dinakarpandian D, Nanda M, Barnes C, Dinakar C. Association of tree nut and coconut sensitizations
Ann Allergy Asthma Immunol. 2016 Oct;117(4):412-416.
doi: 10.1016/j.anai.2016.07.023. Epub 2016 Aug 23.

Ann Allergy Asthma Immunol 2016 117(4):412-416 10.1016/j.anai.2016.07.023
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27566863/

〇

木の実感作とココナッツ感作の関連性
方法: ココナッツ、木の実 および対照  に対する血清特異的 IgE 分析。
結果: 298 件のココナッツ IgE 値のうち、90 (30%) が陽性、平均 (SD) は 1.70 (8.28) kU/L 。マカダミアナッツは最も強い相関 (ρ = 0.77) を示したが、他のほとんどの木の実ではココナッツとの相関は有意 (P < .05) ではあるものの低い相関 (ρ < 0.5)
を示した。ココナッツとマカダミアナッツの調整オッズ比は 7.39 (95% 信頼区間、2.60-21.02、P < .001)、ココナッツとアーモンドの調整オッズ比は 5.32 (95% 信頼区間、2.18-12.95、P < .001) で、他のナッツは統計的に有意差なし。

交差性：木の実とココナッツ感作との関連性 くるみとの交差性は低いようだが、内容確認

173 Pubmed 27458480 Ling L, Ospina MB, Sideri K, Vliagoftis H.
Retrospective analysis on the agreement between skin prick test and serum food specific IgE antibody results in adults with
suspected food allergy

Allergy Asthma Clin Immunol. 2016 Jul 25;12:30. doi:
10.1186/s13223-016-0136-y. eCollection 2016.

Allergy Asthma Clin Immunol 2016 12:30 10.1186/s13223-016-0136-y
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27458480/

〇

食物アレルギーの疑いでアレルギークリニックを受診した成人における SPT と sIgE の関連性
方法: 2013 年 9 月から 2015 年 5 月までの医療記録を分析。人口統計、病歴、SPT および特異的 IgE の結果を記録。
結果: 260 名の患者からデータを収集。OFCはほとんど実施されず、IgE 依存性食物アレルギーは少数 (29.6 %) の症例。統計的に有意に達したカッパ値は、ピーナッツでは中程度（ĸ = 0.535、p = 0.0002、CI 0.364-0.707）、くるみでは中程度（ĸ =
0.408、p = 0.001、CI 0.159-0.657）、ペカンでは中程度（ĸ = 0.530、p = 0.001、CI 0.211-0.848）、ロブスターでは中程度（ĸ = 0.543、p = 0.004、CI 0.197-0.889）、ピスタチオでは中程度（ĸ = 0.657、p = 0.023、CI 0.224-1.000）。

成人食物アレルギーにおけるSPTと血清特異的IgE
抗体の相関性に関する後方視的解析

多数のアレルゲンをkwン頭。くるみは中程度の相関性
内容確認

174 Pubmed 27040809
Pascal M, Vazquez-Ortiz M, Folque MM, Jimenez-Feijoo R, Lozano J, Dominguez O, Piquer-
Gibert M, Giner MT, Alvaro M, Dias da Costa M, García-Paba B, Machinena A, Alsina L, Yagüe
J, Plaza-Martin AM.

Asymptomatic LTP sensitisation is common in plant-food allergic children from the Northeast of Spain
Allergol Immunopathol (Madr). 2016 Jul-Aug;44(4):351-
8. doi: 10.1016/j.aller.2015.10.003. Epub 2016 Mar 31.

Allergol Immunopathol (Madr) 2016 44(4):351-8 10.1016/j.aller.2015.10.003
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27040809/

× 無症候性LTP感作：スペインの調査

175 Pubmed 26920302
Linacero R, Ballesteros I, Sanchiz A, Prieto N, Iniesto E, Martinez Y, Pedrosa MM, Muzquiz M,
Cabanillas B, Rovira M, Burbano C, Cuadrado C.

Detection by real time PCR of walnut allergen coding sequences in processed foods
Food Chem. 2016 Jul 1;202:334-40. doi:
10.1016/j.foodchem.2016.01.132. Epub 2016 Feb 4.

Food Chem 2016 202:334-40 10.1016/j.foodchem.2016.01.132
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/26920302/

× 分析技術

176 Pubmed 27150359 Downs ML, Baumert JL, Taylor SL, Mills EN. Mass spectrometric analysis of allergens in roasted walnuts
J Proteomics. 2016 Jun 16;142:62-9. doi:
10.1016/j.jprot.2016.04.045. Epub 2016 May 3.

J Proteomics 2016 142:62-9 10.1016/j.jprot.2016.04.045
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27150359/

〇

タンデム質量分析法を使用して、炒ったくるみからのアレルゲンの溶解性と検出可能性の変化
くるみは132°Cまたは180°Cで5、10、または20分の条件で焙煎した。焙煎後に相対的存在量の小さな変化が観察された。しかし、成熟した 7S および 11S グロブリンは、同時抽出/消化プロトコルを使用した場合、180°C で 20 分間焙煎すると、タン
パク質の消化率が亢進したためと考えられる、個々のくるみアレルゲンが熱処理に対して異なる反応を示した。 加工：炒ったくるみからのアレルゲンの検出

分析技術の内容だが、ローストの影響を検討しいる
内容確認

177 Pubmed 27129138 Archila LD, Chow IT, McGinty JW, Renand A, Jeong D, Robinson D, Farrington ML, Kwok WW. Ana o 1 and Ana o 2 cashew allergens share cross-reactive CD4(+) T cell epitopes with other tree nuts
Clin Exp Allergy. 2016 Jun;46(6):871-83. doi:
10.1111/cea.12746.

Clin Exp Allergy 2016 46(6):871-83 10.1111/cea.12746
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27129138/

〇

カシューナッツアレルギー患者のカシューナッツ特異的 T 細胞反応と他の木の実アレルゲンに対する交差反応性
方法: T 細胞でのカシューナッツ主要アレルゲン間の免疫優位性、他の木の実に対する交差反応性を評価
結果: CD4(+) T 細胞応答は、カシューナッツアレルゲン Ana o 1 および Ana o 2 がメイン、T 細胞エピトープが特定。これらのエピトープは、アレルギー患者において、カシューナッツ特有のエピトープまたは交差反応性エピトープのいずれかである
TH 2 または TH 2/TH 17 応答を誘導。T 細胞クローンはカシューナッツ、ヘーゼルナッツ、および/またはピスタチオに強力に反応しましたが、くるみには反応しませんでした。

交差性：カシューナッツアレルゲンと他の木の実
アレルゲンとの交差性

カシューナッツアレルゲン反応性T細胞はくるみには反応しない
内容確認

178 Pubmed 26996572 Park HJ, Lee JH, Park KH, Kim KR, Han MJ, Choe H, Oh JW, Hong CS. A Six-Year Study on the Changes in Airborne Pollen Counts and Skin Positivity Rates in Korea: 2008-2013
Yonsei Med J. 2016 May;57(3):714-20. doi:
10.3349/ymj.2016.57.3.714.

Yonsei Med J 2016 57(3):714-20 10.3349/ymj.2016.57.3.714
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/26996572/

× 6年間の空中花粉量と皮膚用正反応の変化

179 Pubmed 26586036
Hosoki K, Boldogh I, Aguilera-Aguirre L, Sun Q, Itazawa T, Hazra T, Brasier AR, Kurosky A, Sur
S.

Myeloid differentiation protein 2 facilitates pollen- and cat dander-induced innate and allergic airway inflammation
J Allergy Clin Immunol. 2016 May;137(5):1506-1513.e2.
doi: 10.1016/j.jaci.2015.09.036. Epub 2015 Nov 14.

J Allergy Clin Immunol 2016 137(5):1506-1513 10.1016/j.jaci.2015.09.036
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/26586036/

×
骨髄分化タンパク質2は花粉および猫のふけによる
自然およびアレルギー性気道炎症の憎悪

180 Pubmed 26706253 Uotila R, Kukkonen AK, Pelkonen AS, Mäkelä MJ. Cross-sensitization profiles of edible nuts in a birch-endemic area
Allergy. 2016 Apr;71(4):514-21. doi: 10.1111/all.12826.
Epub 2016 Jan 25.

Allergy 2016 71(4):514-21 10.1111/all.12826
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/26706253/

〇

シラカバ花粉に感作された患者のナッツに対する感作、交差反応性を検討。
方法: ヘルシンキの皮膚アレルギー病院で 1997 年から 2013 年にかけて実施されたシラカバ花粉のSPT を受けたすべての被験者 (n = 114,572) と、ナッツの利用可能な SPT (n = 50,604) を対象。
結果: シラカバ感作患者のうち、84% がヘーゼルナッツ、71% がアーモンド、60% がピーナッツに共感作。カシューナッツとピスタチオ (ρ = 0.66、P < 0.001) とペカンナッツとくるみ (ρ = 0.65、P < 0.001) の相関が最も強かった。
結論　シラカバ感作患者は、ヘーゼルナッツ、アーモンド、ピーナッツにも頻繁に共感作される。白樺に感作されていない場合、ナッツ感作の有病率は幼少期から青年期にかけて減少する。カシューナッツとピスタチオ、ペカンナッツとくるみの交差反
応が最も多

シラカバ常在地域における食用ナッツの交差感作
プロファイル

くるみは、シラカバ花粉との交差性は低い（あるいはない）との報告
内容確認

181 Pubmed 26471647
Downs ML, Simpson A, Custovic A, Semic-Jusufagic A, Bartra J, Fernandez-Rivas M, Taylor
SL, Baumert JL, Mills EN.

Insoluble and soluble roasted walnut proteins retain antibody reactivity
Food Chem. 2016 Mar 1;194:1013-21. doi:
10.1016/j.foodchem.2015.08.119. Epub 2015 Sep 3.

Food Chem 2016 194:1013-21 10.1016/j.foodchem.2015.08.119
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/26471647/

〇

くるみタンパク質の溶解度と免疫反応性に対するドライロースト（132または180°Cで5、10、または20分）の影響
180°Cで20分間ドライローストした後、タンパク質の溶解度の顕著なな低下が観察。しかし、ローストしたくるみの可溶性および不溶性タンパク質画分は両方とも、かなりの量のIgG免疫反応性を維持しており、くるみアレルギー患者のIgEで同様の反応
パターンが観察。
くるみタンパク質は特定の熱処理条件下では比較的安定しており、不溶性の凝集体が形成された場合でも IgE 反応性は維持。

不溶性及び可溶性の焙煎くるみタンパク質の抗体
反応性

182 Pubmed 26471545 Sealey-Voyksner J, Zweigenbaum J, Voyksner R. Discovery of highly conserved unique peanut and tree nut peptides by LC-MS/MS for multi-allergen detection
Food Chem. 2016 Mar 1;194:201-11. doi:
10.1016/j.foodchem.2015.07.043. Epub 2015 Jul 14.

Food Chem 2016 194:201-11 10.1016/j.foodchem.2015.07.043
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/26471545/

× 分析技術

183 Pubmed 29693981 Gocki J, Kołodziejczyk J, Przybyszewski M, Bartuzi Z. [Food hypersensitivity in patients with pollen allergy] Przegl Lek. 2016;73(12):809-12. Przegl Lek 2016 73(12):809-12
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/29693981/

× 花粉症患者における食物過敏症

184 Pubmed 27012014
Goikoetxea MJ, D'Amelio C M, Martínez-Aranguren R, Gamboa P, Garcia BE, Gómez F, Ferná
ndez J, Bartra J, Parra A, Alvarado MI, Alonso MI, González E, Terrados S, Moya C, Blanca N,
Feo-Brito F, Villalba M, Díaz-Perales A, Sanz ML.

Is Microarray Analysis Really Useful and Sufficient to Diagnose Nut Allergy in the Mediterranean Area? J Investig Allergol Clin Immunol. 2016;26(1):31-9. J Investig Allergol Clin Immunol 2016 26(1):31-9
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27012014/

× 分析技術

185 Pubmed 25772597 Archila LD, Jeong D, Pascal M, Bartra J, Juan M, Robinson D, Farrington ML, Kwok WW. Jug r 2-reactive CD4(+) T cells have a dominant immune role in walnut allergy
J Allergy Clin Immunol. 2015 Oct;136(4):983-92.e7. doi:
10.1016/j.jaci.2015.01.029. Epub 2015 Mar 13.

J Allergy Clin Immunol 2015 136(4):983-92 10.1016/j.jaci.2015.01.029
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/25772597/

〇

アレルギーのある被験者とアレルギーのない被験者のくるみ反応性 T 細胞の表現型、特にくるみ特異的 T 細胞の表現型と頻度と疾患の関係性
方法: Jug r 1、Jug r 2、および Jug r 3 に対する CD4(+) T 細胞の反応性を検討。
結果: Jug r 2 は、CD4(+) T 細胞を誘発する主要アレルゲン。
結論: くるみアレルギー患者では、Jug r 2特異的反応がくるみT細胞反応を支配している。

くるみアレルギーにおけるJug r 2の重要性
Jug r 2の重要性を証明
かなり生化学色が強い

186 Pubmed 26254972 Sellaturay P, Nasser S, Ewan P. The incidence and features of systemic reactions to skin prick tests
Ann Allergy Asthma Immunol. 2015 Sep;115(3):229-33.
doi: 10.1016/j.anai.2015.07.005. Epub 2015 Aug 5.

Ann Allergy Asthma Immunol 2015 115(3):229-33 10.1016/j.anai.2015.07.005
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/26254972/

× SPT実施時における全身反応

187 Pubmed 26233427 McWilliam V, Koplin J, Lodge C, Tang M, Dharmage S, Allen K. The Prevalence of Tree Nut Allergy: A Systematic Review
Curr Allergy Asthma Rep. 2015 Sep;15(9):54. doi:
10.1007/s11882-015-0555-8.

Curr Allergy Asthma Rep 2015 15(9):54 10.1007/s11882-015-0555-8 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/26233427/

〇

小児と成人の木の実アレルギーの人口有病率の体系的にレビュー
1996 年 1 月から 2014 年 12 月までの 3 つの電子データベース (OVID MEDLINE、EMBASE、PubMed) を検索。特定された 36 件の研究のうち、ほとんどが小児 (n = 24) を対象としており、ヨーロッパ (n = 18)、英国 (n = 8)、米国 (n = 5) 。OFCで
確認された IgE 介在性木の実アレルギーの有病率は 2 % 未満 (ただし、このゴールド スタンダードを使用した研究は 7 件のみ) であったのに対し、木の実アレルギーの疑いのある有病率は 0.05 ～ 4.9 % の範囲。木の実に対する口腔アレルギー症候群
(OAS) 反応を含む有病率の推定値は有意に高く (8 ～ 11.4 %)、主にヨーロッパからのもの。個々の木の実アレルギーの有病率は地域によって大きく異なり、ヨーロッパではヘーゼルナッツ、米国ではくるみとカシューナッツ、英国ではブラジルナッツ、

ナッツアレルギー有病割合；システマティックレ
ビュー

木の実アレルギー有病割合の体系的レビュー

188 Pubmed 25772593

Datema MR, Zuidmeer-Jongejan L, Asero R, Barreales L, Belohlavkova S, de Blay F, Bures P,
Clausen M, Dubakiene R, Gislason D, Jedrzejczak-Czechowicz M, Kowalski ML, Knulst AC,
Kralimarkova T, Le TM, Lovegrove A, Marsh J, Papadopoulos NG, Popov T, Del Prado N,
Purohit A, Reese G, Reig I, Seneviratne SL, Sinaniotis A, Versteeg SA, Vieths S, Zwinderman
AH, Mills C, Lidholm J, Hoffmann-Sommergruber K, Fernández-Rivas M, Ballmer-Weber B, van
Ree R.

Hazelnut allergy across Europe dissected molecularly: A EuroPrevall outpatient clinic survey
J Allergy Clin Immunol. 2015 Aug;136(2):382-91. doi:
10.1016/j.jaci.2014.12.1949. Epub 2015 Mar 13.

J Allergy Clin Immunol 2015 136(2):382-91 10.1016/j.jaci.2014.12.1949
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/25772593/

×
ヨーロッパにおけるヘーゼルナッツアレルギー有
病割合：EuroPrevall

189 Pubmed 26695978 Cheng S, Ruan B, Yu Y, Pu J. [Relationship among allergic rhinitis, regional pollens and meteorological conditions in Kunming area]
Zhonghua Er Bi Yan Hou Tou Jing Wai Ke Za Zhi. 2015
Jul;50(7):560-3.

Zhonghua Er Bi Yan Hou Tou
Jing Wai Ke Za Zhi

2015 50(7):560-3
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/26695978/

×
昆明地域におけるアレルギー性鼻炎、地域花粉、
気象条件の関係

190 Pubmed 25660865 López-Calleja IM, de la Cruz S, González I, García T, Martín R.
Market analysis of food products for detection of allergenic walnut (Juglans regia) and pecan (Carya illinoinensis) by real-time
PCR

Food Chem. 2015 Jun 15;177:111-9. doi:
10.1016/j.foodchem.2015.01.017. Epub 2015 Jan 8.

Food Chem 2015 177:111-9 10.1016/j.foodchem.2015.01.017
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/25660865/

× 分析技術

191 Pubmed 26087734 Sepiashvili R, Khachapuridze D, Chikhladze M, Gamkrelidze S. [AEROPOLINOLOGIC MONITORING AND DISTRIBUTION OF ALLERGOALLERGENS IN WESTERN GEORGIA] Georgian Med News. 2015 Jun;(243):66-70. Georgian Med News 2015 (243):66-70
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/26087734/

×
ジョージアにおけるアレルギー物質の大気汚染モ
ニタリングと分布

192 Pubmed 25814275 Cho CY, Nowatzke W, Oliver K, Garber EA. Multiplex detection of food allergens and gluten
Anal Bioanal Chem. 2015 May;407(14):4195-206. doi:
10.1007/s00216-015-8645-y. Epub 2015 Mar 27.

Anal Bioanal Chem 2015 407(14):4195-206 10.1007/s00216-015-8645-y
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/25814275/

× 分析技術

193 Pubmed 26634601 Licari A, De Amici M, Marseglia A, Caimmi S, Quaglini S, Nigrisoli S, Marseglia GL. WALNUT SENSITIZATION IN PEDIATRIC AGE: A PRELIMINARY STUDY
J Biol Regul Homeost Agents. 2015 Apr-Jun;29(2 Suppl
1):150-2.

J Biol Regul Homeost Agents 2015 29(2 Suppl 1):150-2
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/26634601/

×
くるみ本来のアレルゲンと組換え Jug r1 を考慮した予備研究

小児くるみ感作－予備検討
くるみ感作に関する内容だが、予備検討結果であり採用しない

194 Pubmed 25953937 Lomidze N, Gotua M. Prevalence of self-reported food allergy in different age groups of georgian population Georgian Med News. 2015 Apr;(241):40-4. Georgian Med News 2015 (241):40-4
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/25953937/

×
ジョージアにおける自己申告食物アレルギー有病
割合

195 Pubmed 25671074 Choi Y, Ju S, Chang H.
Food allergy knowledge, perception of food allergy labeling, and level of dietary practice: A comparison between children with and
without food allergy experience

Nutr Res Pract. 2015 Feb;9(1):92-8. doi:
10.4162/nrp.2015.9.1.92. Epub 2014 Dec 10.

Nutr Res Pract 2015 9(1):92-8 10.4162/nrp.2015.9.1.92
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/25671074/

×
食物アレルギーに関する知識、食物アレルギー表
示の認識、食生活

196 Pubmed 25155558 Kulis M, Burks AW. Effects of a pre-existing food allergy on the oral introduction of food proteins: findings from a murine model
Allergy. 2015 Jan;70(1):120-3. doi: 10.1111/all.12519.
Epub 2014 Nov 28.

Allergy 2015 70(1):120-3 10.1111/all.12519
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/25155558/

× 動物実験

197 Pubmed 25388987
Downs ML, Semic-Jusufagic A, Simpson A, Bartra J, Fernandez-Rivas M, Rigby NM, Taylor SL,
Baumert JL, Mills EN.

Characterization of low molecular weight allergens from English walnut (Juglans regia)
J Agric Food Chem. 2014 Dec 3;62(48):11767-75. doi:
10.1021/jf504672m. Epub 2014 Nov 20.

J Agric Food Chem 2014 62(48):11767-75 10.1021/jf504672m
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/25388987/

〇
くるみ由来の天然の低分子量 (LMW) アレルゲンの特徴付け
くるみから LMW アレルゲン (具体的には 2S アルブミン) を精製するためのプロトコルを開発。2S アルブミンに加えて、7S 種子貯蔵グロブリン プロタンパク質の N 末端領域からの一連のペプチドも特定。くるみアレルギー患者 11 名中 3 名と 11 名中
5 名が、それぞれ 7S N 末端フラグメントと 2S アルブミンに対する IgE 反応を示した。成熟した 7S タンパク質と新たに発見された 7S N 末端ペプチドは、2 つの異なるタイプのアレルゲン。

くるみの低分子量アレルゲンの解析 2Sアルブミン、7Sグロブリンの解析

198 Pubmed 28510934 Makra L, Csépe Z, Matyasovszky I, Deák ÁJ, Sümeghy Z, Tusnády G. The effects of the current and past meteorological elements influencing the current pollen concentrations for different taxa
Bot Stud. 2014 Dec;55(1):43. doi: 10.1186/s40529-014-
0043-9. Epub 2014 May 10.

Bot Stud 2014 55(1):43 10.1186/s40529-014-0043-9
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/28510934/

×
現在の花粉濃度に及ぼす現在および過去の気象要
素の影響

199 Pubmed 24388812
Hoyos-Bachiloglu R, Ivanovic-Zuvic D, Álvarez J, Linn K, Thöne N, de los Ángeles Paul M,
Borzutzky A.

Prevalence of parent-reported immediate hypersensitivity food allergy in Chilean school-aged children
Allergol Immunopathol (Madr). 2014 Nov-
Dec;42(6):527-32. doi: 10.1016/j.aller.2013.09.006. Epub
2014 Jan 2.

Allergol Immunopathol (Madr) 2014 42(6):527-32 10.1016/j.aller.2013.09.006
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/24388812/

×
チリの学齢児童における親が報告した即時型過敏
症食物アレルギーの有病割合

200 Pubmed 27335909 Soares J, Dias A, Peixoto S, Pereira A, Quaresma M. Particularities in a Child With Cashew Nut Allergy
Glob Pediatr Health. 2014 Sep 30;1:2333794X14552898.
doi: 10.1177/2333794X14552898. eCollection 2014.

Glob Pediatr Health 2014 1:2333794X14552898 10.1177/2333794X14552898
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/27335909/

× 小児カシューナッツアレルギーの特徴

201 Pubmed 24928563 Ciprandi G, Pistorio A, Silvestri M, Rossi GA, Tosca MA. Walnut anaphylaxis: the usefulness of molecular-based allergy diagnostics
Immunol Lett. 2014 Sep;161(1):138-9. doi:
10.1016/j.imlet.2014.06.001. Epub 2014 Jun 10.

Immunol Lett 2014 161(1):138-9 10.1016/j.imlet.2014.06.001
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/24928563/

〇

主にアナフィラキシーを伴うWA患児において、感作プロファイルをより明確にし、WA患児の予後および管理を改善するために、分子ベースのアレルギー診断を実施すべきである。
（i）貯蔵タンパク質Jug r 1およびJug r 2に感作された被験者における原発性クルミアレルギーの定義 、（ii）Jug r 3に対するIgEを有する患者における他のLTP含有食品との交差反応性の可能性の指摘、Jug r 1および/またはJug r 2に陽性の被験者におけ
る全身反応および重症反応の予測が可能である。さらに、分子診断学はWA患者の管理を以下のように改善する： (i) Jug r 1、Jug r 2およびJug r 3に感作された対象者は、生クルミおよびロースト／加熱クルミを避けるべきである、(ii) Jug r 1およびJug r
2に陽性の患者は、共存するポリアレルギーの可能性がある。

くるみによるアナフィラキシー：アレルゲン分子
に基づく診断

Letter to Editor

202 Pubmed 24679763
Cabanillas B, Maleki SJ, Rodríguez J, Cheng H, Teuber SS, Wallowitz ML, Muzquiz M, Pedrosa
MM, Linacero R, Burbano C, Novak N, Cuadrado C, Crespo JF.

Allergenic properties and differential response of walnut subjected to processing treatments
Food Chem. 2014 Aug 15;157:141-7. doi:
10.1016/j.foodchem.2014.02.025. Epub 2014 Feb 14.

Food Chem 2014 157:141-7 10.1016/j.foodchem.2014.02.025
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/24679763/

〇
加工処理後のくるみのアレルゲン性の変化
高静水圧および熱処理/圧力処理後のアレルギー性を、IgE 免疫ブロット法および Jug r 4 に対する抗体により評価。
結果　256 kPa、138 °C の熱処理／加圧処理は、高圧処理のみしたくるみよりも効率的にエフェクター細胞上の IgE 架橋能力を低下させた。さらに、加圧処理されたくるみタンパク質は、消化に対する感受性が高かった。

加工（加圧／加熱）によるくるみアレルゲンのア
レルゲン性の変化

加工の影響、消化の影響について検討

203 Pubmed 25053631 Asero R. In patients with LTP syndrome food-specific IgE show a predictable hierarchical order Eur Ann Allergy Clin Immunol. 2014 Jul;46(4):142-6. Eur Ann Allergy Clin Immunol 2014 46(4):142-6
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/25053631/

×
LTPアレルギー患者における野菜に対するIgE抗体
の予測可能性

204 Pubmed 24206692 Wang H, Li G, Wu Y, Yuan F, Chen Y. Development of an indirect competitive immunoassay for walnut protein component in food
Food Chem. 2014 Mar 15;147:106-10. doi:
10.1016/j.foodchem.2013.09.013. Epub 2013 Oct 5.

Food Chem 2014 147:106-10 10.1016/j.foodchem.2013.09.013
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/24206692/

× 分析技術

205 Pubmed 24382327 Costa J, Carrapatoso I, Oliveira MB, Mafra I. Walnut allergens: molecular characterization, detection and clinical relevance
Clin Exp Allergy. 2014 Mar;44(3):319-41. doi:
10.1111/cea.12267.

Clin Exp Allergy 2014 44(3):319-41 10.1111/cea.12267 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/24382327/

〇
くるみアレルギーの有病率、臨床閾値、アレルゲンの分子特性とその臨床的関連性、食品中のくるみアレルゲン検出方法などの最新情報を概説。 総説：くるみアレルゲンの特徴、検出、臨床との

関連性

206 Pubmed 23911839 Willison LN, Sathe SK, Roux KH. Production and analysis of recombinant tree nut allergens
Methods. 2014 Mar 1;66(1):34-43. doi:
10.1016/j.ymeth.2013.07.033. Epub 2013 Jul 31.

Methods 2014 66(1):34-43 10.1016/j.ymeth.2013.07.033 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/23911839/

× 組換え木の実アレルゲンの産生及び解析

207 Pubmed 23036440 Mustafayev R, Civelek E, Orhan F, Yüksel H, Boz AB, Sekerel BE. Similar prevalence, different spectrum: IgE-mediated food allergy among Turkish adolescents
Allergol Immunopathol (Madr). 2013 Nov-
Dec;41(6):387-96. doi: 10.1016/j.aller.2012.05.005. Epub
2012 Oct 1.

Allergol Immunopathol (Madr) 2013 41(6):387-96 10.1016/j.aller.2012.05.005
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/23036440/

×
トルコ人における食物アレルギーの有病割合、特
徴

208 Pubmed 23585182 Villalta D, Conte M, Asero R, Da Re M, Stella S, Martelli P.
Isolated IgE reactivity to native walnut vicilin-like protein (nJug r 2) on ISAC™ microarray is due to cross-reactive carbohydrate
epitopes

Clin Chem Lab Med. 2013 Oct;51(10):1991-5. doi:
10.1515/cclm-2013-0027.

Clin Chem Lab Med 2013 51(10):1991-5 10.1515/cclm-2013-0027
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/23585182/

〇

日常診療で nJug r 2 に対する単独陽性の予期せぬ症例が多数発生していることを考慮して、これらの反応性と臨床症状との関連性、および sIgE と nJug r 2 と交差反応性炭水化物決定因子 (CCD) との関係を評価
検査した 320 名の血清のうち 37 名 (11.6%) が nJug r 2 陽性。そのうち 3 名 (8.1%) と 8名個 (21.6%) は、それぞれ nJug r 1 と nJug r 3 でも陽性。27 名 (73%) の血清は、単独の nJug r 2 陽性。nJug r 1 反応者のみがくるみアレルギーに関連する症状。
nJug r 2陽性血清37名中25名（67.6%）がnMUXF3に対して同時に陽性を示し、nJug r 2とnMUXF3に対するIgEレベルの間に有意な相関（p<0.0001）を示した（r²=0.787）。nMUXF3との処理後、nMUXF3とnJug r 2の両方に対するsIgE反応性が完全に
阻害された。

ビシリン様タンパク質（nJug r 2）の交差反応性炭
水化物エピトープ

209 Pubmed 24129043
Asero R, Arena A, Cervone M, Crivellaro M, Lodi Rizzini F, Longo R, Macchia D, Manzotti G,
Minale P, Murzilli F, Polillo BR, Pravettoni V, Ridolo E, Savi E, Villalta D, Amato S, Mistrello G.

Heterogenity of IgE response to walnut and hazelnut in Italian allergic patients Eur Ann Allergy Clin Immunol. 2013 Sep 1;45(5):160-6. Eur Ann Allergy Clin Immunol 2013 45(5):160-6
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/24129043/

〇

くるみとヘーゼルナッツに対する IgE 反応をナッツに一次アレルギーのあるイタリア人患者で調査
方法: ヘーゼルナッツおよび/またはくるみにアレルギーがあり、PR-10、プロフィリン、および LTP に反応しない 36 名の患者の血清を、両方のナッツの抽出物で免疫ブロット分析。
結果: ほとんどの患者は、原因となる食品の摂取後に全身症状の既往歴あり。12 名の患者はくるみとヘーゼルナッツの両方に感作され、13 名は他のナッツと種子 (カシューナッツ、ピーナッツ、ゴマ、松の実、アーモンド、ブラジルナッツ、ピスタチオ)
に感作。クルミ免疫ブロット法では、陽性を示した 7 名の血清 IgE プロファイルに大きなばらつきあり、2 つは 10 kDa と独自に反応し、その他は 35、40、45、50、67、および > 67 kDa と反応。還元条件と非還元条件下で得られたプロファイルにはい
く 違 あり 両方 条件 陽性 応を した  名だけ 検査ごと   プ イ が部分的 変化

イタリア人アレルギー患者におけるくるみとヘー
ゼルナッツに対するIgE応答の異質性

実験条件の違いによるIgE結合プロファイルの変化

210 Pubmed 23889537
Masthoff LJ, Hoff R, Verhoeckx KC, van Os-Medendorp H, Michelsen-Huisman A, Baumert JL,
Pasmans SG, Meijer Y, Knulst AC.

A systematic review of the effect of thermal processing on the allergenicity of tree nuts
Allergy. 2013 Aug;68(8):983-93. doi: 10.1111/all.12185.
Epub 2013 Jul 29.

Allergy 2013 68(8):983-93 10.1111/all.12185 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/23889537/

〇

木の実のアレルゲン性性に及ぼす食品加工の影響に関する体系的文献レビュー
方法: PubMed および Embase データベースの体系的な文献検索を実施
結果:  32 件の文献。臨床研究では、シラカバ花粉アレルギーおよび生のヘーゼルナッツに対する反応性を持つ人の場合、焙煎によりヘーゼルナッツのアレルギー性が低下することが示されています。加熱処理により、ヘーゼルナッツおよびアーモンドの
PR-10 タンパク質のアレルギー性が in vitro で低下する可能性があります。ヘーゼルナッツ、アーモンド、カシューナッツ、ブラジルナッツ、クルミ、ピーカンナッツ、ピスタチオナッツの非特異的脂質輸送タンパク質 (nsLTP) と種子貯蔵タンパク質の
アレルギー性を調べる in vitro 研究の大半は、さまざまな熱処理方法に対する熱安定性を示している。

総説：木の実のアレルゲン性に「及ぼす加熱加工
の影響（システマティックレビュー）

木の実アレルゲン性に及ぼす加工の影響に関する体系的レビュー
わずかだが、くるみに関する記載あり

211 Pubmed 23403730 Lee SY. IgE mediated food allergy in Korean children: focused on plant food allergy
Asia Pac Allergy. 2013 Jan;3(1):15-22. doi:
10.5415/apallergy.2013.3.1.15. Epub 2013 Jan 22.

Asia Pac Allergy 2013 3(1):15-22 10.5415/apallergy.2013.3.1.15
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/23403730/

×
韓国小児におけるIgE介在性食物アレルギー：特に
植物による食物アレルギー

212 Pubmed 23199599 Blom WM, Vlieg-Boerstra BJ, Kruizinga AG, van der Heide S, Houben GF, Dubois AE. Threshold dose distributions for 5 major allergenic foods in children
J Allergy Clin Immunol. 2013 Jan;131(1):172-9. doi:
10.1016/j.jaci.2012.10.034. Epub 2012 Nov 27.

J Allergy Clin Immunol 2013 131(1):172-9 10.1016/j.jaci.2012.10.034
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/23199599/

× 5種のアレルゲンの小児における閾値分布 くるみの症例数少ない

213 Pubmed 22920085 Weber RW. Allergen of the month-English walnut
Ann Allergy Asthma Immunol. 2012 Sep;109(3):A13. doi:
10.1016/j.anai.2012.07.018.

Ann Allergy Asthma Immunol 2012 109(3):A13 10.1016/j.anai.2012.07.018
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/22920085/

× month-English walnutのアレルゲン

214 Pubmed 22468353 Cucu T, Devreese B, Trashin S, Kerkaert B, Rogge M, De Meulenaer B. Detection of hazelnut in foods using ELISA: challenges related to the detectability in processed foodstuffs
J AOAC Int. 2012 Jan-Feb;95(1):149-56. doi:
10.5740/jaoacint.11-125.

J AOAC Int 2012 95(1):149-56 10.5740/jaoacint.11-125
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/22468353/

× ELISA を用いた食品中のヘーゼルナッツの検出

215 Pubmed 22042002 Rosenfeld L, Shreffler W, Bardina L, Niggemann B, Wahn U, Sampson HA, Beyer K.
Walnut allergy in peanut-allergic patients: significance of sequential epitopes of walnut homologous to linear epitopes of Ara h 1,
2 and 3 in relation to clinical reactivity

Int Arch Allergy Immunol. 2012;157(3):238-45. doi:
10.1159/000327841. Epub 2011 Oct 27.

Int Arch Allergy Immunol 2012 157(3):238-45 10.1159/000327841
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/22042002/

〇

くるみアレルギーのあるピーナッツアレルギー患者とないピーナッツアレルギー患者におけるピーナッツとくるみの連続性エピトープへの特異的 IgE 抗体の結合
方法: 32 名のピーナッツアレルギー患者で、ピーナッツの連続性エピトープとくるみの相同領域への IgE 結合を検討。12 名の患者は臨床的に関連するくるみアレルギーがあり、20 名はくるみ耐性。
結果: 連続性エピトープの認識において、くるみアレルギーの有無でピーナッツアレルギー患者間に違いはなかった。ピーナッツの連続性エピトープに対応するくるみ配列への IgE 結合を示した患者は少数。阻害アッセイでは、分析したペプチドに関連
する交差反応 IgE 抗体は検出されず。
結論: くるみアレルゲンの対応する領域とかなり高い相同性を共有しているものの、以前に Ara h 1、Ara h 2、および Ara h 3 の連続性 IgE 結合エピトープとして特定された配列領域には、くるみアレルゲンに IgE 結合する領域がない。

ピーナッツアレルギー患者におけるくるみアレル
ギー：相同エピトープの重要性

216 Pubmed 21883278 Maleki SJ, Teuber SS, Cheng H, Chen D, Comstock SS, Ruan S, Schein CH. Computationally predicted IgE epitopes of walnut allergens contribute to cross-reactivity with peanuts
Allergy. 2011 Dec;66(12):1522-9. doi: 10.1111/j.1398-
9995.2011.02692.x. Epub 2011 Aug 23.

Allergy 2011 66(12):1522-9 10.1111/j.1398-9995.2011.02692.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/21883278/

〇

既知ピーナッツ IgE 結合配列に類似したくるみ配列のくるみおよび/またはピーナッツアレルギー患者の血清 IgE との反応
結果: ビシリンくるみアレルゲン Jug r 2 の配列は、2S アルブミンであるピーナッツアレルゲン Ara h 2 のエピトープに対する PD 値が低く、くるみまたはピーナッツ、あるいはその両方に反応した 5 名の患者の血清中 IgE に結合。6 名の患者血清に
よって認識されたくるみエピトープは、Jug r 2 の N 末端プロ領域のモデル上の表面露出領域にマッピング。この予測されたくるみエピトープは、血清中の Ara h 2 への IgE 結合、および Ara h 2 からの既知の IgE エピトープと競合した。
結論: 既知の IgE エピトープに対する PD 値が低い (< 8.5) 配列は、アレルゲン間の交差反応に寄与する可能性があり。

くるみアレルゲンのIgEエピトープとピーナッツと
の交差反応性

くるみ、ピーナッツのアレルゲンエピトープに関する生化学的研究

217 Pubmed 22221430
Yavuz ST, Sahiner UM, Buyuktiryaki B, Soyer OU, Tuncer A, Sekerel BE, Kalayci O, Sackesen
C.

Phenotypes of IgE-mediated food allergy in Turkish children
Allergy Asthma Proc. 2011 Nov-Dec;32(6):47-55. doi:
10.2500/aap.2011.32.3481.

Allergy Asthma Proc 2011 32(6):47-55 10.2500/aap.2011.32.3481
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/22221430/

×
トルコの小児におけるIgE介在性食物アレルギーの
表現型

218 Pubmed 21718052 Sharma GM, Irsigler A, Dhanarajan P, Ayuso R, Bardina L, Sampson HA, Roux KH, Sathe SK. Cloning and characterization of an 11S legumin, Car i 4, a major allergen in pecan
J Agric Food Chem. 2011 Sep 14;59(17):9542-52. doi:
10.1021/jf2017447. Epub 2011 Aug 4.

J Agric Food Chem 2011 59(17):9542-52 10.1021/jf2017447
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/21718052/

〇

ペカン 11S レグミンの IgE 結合能を検討し、連続性 IgE 結合エピトープを特徴づける
ドットブロット法で検査した28名の患者のうち、16名（57%）が11Sレグミンに結合し、Car i 4と命名。天然の11SレグミンのMS/MS配列決定により、33 kDaの酸性サブユニットと20～22 kDaの塩基性サブユニットが同定。ペカンとクルミの種子タンパ
ク質抽出物は両方とも組換えCar i 4へのIgEの結合を阻害し、Jug r 4との交差反応性を示した。
強く反応するペプチドは、Car i 4酸性サブユニット配列の3つの別々の領域（残基118～132、208～219、238～249）に位置していた。

ペカンの主要アレルゲン、Car i 4のクローニング
と特徴（くるみとの交差反応性）

ペカンのアレルゲンCar I 4に関する研究
くるみと高い交差反応性を示すことから。内容確認
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219 Pubmed 21919338 Heick J, Fischer M, Kerbach S, Tamm U, Popping B.
Application of a liquid chromatography tandem mass spectrometry method for the simultaneous detection of seven allergenic
foods in flour and bread and comparison of the method with commercially available ELISA test kits

J AOAC Int. 2011 Jul-Aug;94(4):1060-8. J AOAC Int 2011 94(4):1060-8
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/21919338/

× 分析技術

220 Pubmed 21395309 Sharma GM, Irsigler A, Dhanarajan P, Ayuso R, Bardina L, Sampson HA, Roux KH, Sathe SK. Cloning and characterization of 2S albumin, Car i 1, a major allergen in pecan
J Agric Food Chem. 2011 Apr 27;59(8):4130-9. doi:
10.1021/jf104319d. Epub 2011 Mar 11.

J Agric Food Chem 2011 59(8):4130-9 10.1021/jf104319d
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/21395309/

〇
ペカンの主要アレルゲン、Car i 1のクローニング
と特徴（くるみとの交差反応性）

ペカンのアレルゲンCar I 1に関する研究
#218と同一グループ

221 Pubmed 21227428 Heick J, Fischer M, Pöpping B. First screening method for the simultaneous detection of seven allergens by liquid chromatography mass spectrometry
J Chromatogr A. 2011 Feb 18;1218(7):938-43. doi:
10.1016/j.chroma.2010.12.067. Epub 2010 Dec 23.

J Chromatogr A 2011 1218(7):938-43 10.1016/j.chroma.2010.12.067
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/21227428/

× 分析技術

222 Pubmed 21504823 Akiyama H, Imai T, Ebisawa M. Japan food allergen labeling regulation--history and evaluation
Adv Food Nutr Res. 2011;62:139-71. doi: 10.1016/B978-
0-12-385989-1.00004-1.

Adv Food Nutr Res 2011 62:139-71 10.1016/B978-0-12-385989-1.00004-1
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/21504823/

× Food Saf. 2021 Dec 7;9(4):101-116を参照

223 Pubmed 21462803 Asero R. Lipid transfer protein cross-reactivity assessed in vivo and in vitro in the office: pros and cons J Investig Allergol Clin Immunol. 2011;21(2):129-36. J Investig Allergol Clin Immunol 2011 21(2):129-36
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/21462803/

〇

LTP 過敏症患者における in vivo および in vitro 検査の臨床的有用性
方法: LTP に対して単一感作された桃アレルギー成人患者 15 名を対象に、リンゴ、ヘーゼルナッツ、くるみ、ピーナッツ、大豆、レンズ豆、トウモロコシ、セロリ、ニンジン、バナナ、メロン、トマト、キウイ、ソバ、ヒマワリ、ケシ、マスタード、ゴ
マに対するアレルギーと過敏症を分析
結果: 調査の結果、リンゴ、ヘーゼルナッツ、くるみ、ピーナッツ、トマト、キウイ、メロン、レンズ豆、トウモロコシにそれぞれ 8、7、10、5、3、2、1、1、1 名の患者がアレルギー反応。感作されたが耐性のある患者は、局所または全身症状の履歴
があ 患者よりも  が低 たも  サブ ト間 差 統計的有意差なし

LTP 過敏症患者（モモアレルギー患者）における
in vivo および in vitro 検査の臨床的有用性

224 Pubmed 21196759
Asero R, Arena A, Cecchi L, Conte ME, Crivellaro M, Emiliani F, Lodi Rizzini F, Longo R, Minale
P, Murzilli F, Musarra A, Nebiolo F, Quercia O, Ridolo E, Savi E, Senna GE, Villalta D.

Are IgE levels to foods other than rosaceae predictive of allergy in lipid transfer protein-hypersensitive patients?
Int Arch Allergy Immunol. 2011;155(2):149-54. doi:
10.1159/000318864. Epub 2010 Dec 22.

Int Arch Allergy Immunol 2011 155(2):149-54 10.1159/000318864
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/21196759/

×
脂質転移タンパク質過敏症患者において、バラ科
以外の食品に対する IgE のアレルギーの予測

225 Pubmed 21093029 Kulis M, Li Y, Lane H, Pons L, Burks W. Single-tree nut immunotherapy attenuates allergic reactions in mice with hypersensitivity to multiple tree nuts
J Allergy Clin Immunol. 2011 Jan;127(1):81-8. doi:
10.1016/j.jaci.2010.09.014. Epub 2010 Nov 18.

J Allergy Clin Immunol 2011 127(1):81-8 10.1016/j.jaci.2010.09.014
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/21093029/

× 動物実験

226 Pubmed 21030028 Bignardi C, Elviri L, Penna A, Careri M, Mangia A.
Particle-packed column versus silica-based monolithic column for liquid chromatography-electrospray-linear ion trap-tandem
mass spectrometry multiallergen trace analysis in foods

J Chromatogr A. 2010 Nov 26;1217(48):7579-85. doi:
10.1016/j.chroma.2010.10.037. Epub 2010 Oct 13.

J Chromatogr A 2010 1217(48):7579-85 10.1016/j.chroma.2010.10.037
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/21030028/

× 分析技術

227 Pubmed 20738107 Sarantaridis D, Caruana DJ. Potentiometric detection of model bioaerosol particles
Anal Chem. 2010 Sep 15;82(18):7660-7. doi:
10.1021/ac1014518.

Anal Chem 2010 82(18):7660-7 10.1021/ac1014518
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/20738107/

× 分析技術

228 Pubmed 20388139 Anderson KC, Teuber SS.
Ellagic acid and polyphenolics present in walnut kernels inhibit in vitro human peripheral blood mononuclear cell proliferation
and alter cytokine production

Ann N Y Acad Sci. 2010 Mar;1190:86-96. doi:
10.1111/j.1749-6632.2009.05259.x.

Ann N Y Acad Sci 2010 1190:86-96 10.1111/j.1749-6632.2009.05259.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/20388139/

×
くるみの核に含まれるエラグ酸とポリフェノール
によるin vitroでヒト末梢血単核球の増殖抑制、サ
イトカイン産生変化

229 Pubmed 20388137 Comstock SS, Gershwin LJ, Teuber SS. Effect of walnut (Juglans regia) polyphenolic compounds on ovalbumin-specific IgE induction in female BALB/c mice
Ann N Y Acad Sci. 2010 Mar;1190:58-69. doi:
10.1111/j.1749-6632.2009.05274.x.

Ann N Y Acad Sci 2010 1190:58-69 10.1111/j.1749-6632.2009.05274.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/20388137/

× 動物実験

230 Pubmed 19903414 Wang H, Yuan F, Wu Y, Yang H, Xu B, Liu Z, Chen Y. Detection of allergen walnut component in food by an improved real-time PCR method
J Food Prot. 2009 Nov;72(11):2433-5. doi:
10.4315/0362-028x-72.11.2433.

J Food Prot 2009 72(11):2433-5 10.4315/0362-028x-72.11.2433
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/19903414/

× 分析技術

231 Pubmed 19655801 Sathe SK, Venkatachalam M, Sharma GM, Kshirsagar HH, Teuber SS, Roux KH. Solubilization and electrophoretic characterization of select edible nut seed proteins
J Agric Food Chem. 2009 Sep 9;57(17):7846-56. doi:
10.1021/jf9016338.

J Agric Food Chem 2009 57(17):7846-56 1+S234+A234:K234+S23+A234:K234
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/19655801/

× 分析技術

232 Pubmed 19631385 Sordet JM, Hoffman GG, Teuber SS, Beyer K, Sampson HA, Sathe SK, Roux KH. Linear IgE-epitope mapping and comparative structural homology modeling of hazelnut and English walnut 11S globulins
Mol Immunol. 2009 Sep;46(15):2975-84. doi:
10.1016/j.molimm.2009.06.020. Epub 2009 Jul 23.

Mol Immunol 2009 46(15):2975-84 10.1016/j.molimm.2009.06.020
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/19631385/

〇
くるみとヘーゼルナッツの 11S グロブリンの連続性 IgE 結合エピトープの特定、他のアレルギー性ホモログと比較 くるみとヘーゼルナッツの11Sグロブリンの比較

（交差性）
生化学的研究色が強いが内容確認

233 Pubmed 19308361 Schubert-Ullrich P, Rudolf J, Ansari P, Galler B, Führer M, Molinelli A, Baumgartner S. Commercialized rapid immunoanalytical tests for determination of allergenic food proteins: an overview
Anal Bioanal Chem. 2009 Sep;395(1):69-81. doi:
10.1007/s00216-009-2715-y. Epub 2009 Mar 24.

Anal Bioanal Chem 2009 395(1):69-81 10.1007/s00216-009-2715-y 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/19308361/

× 分析技術

234 Pubmed 19280180 Röder M, Vieths S, Holzhauser T.
Commercial lateral flow devices for rapid detection of peanut (Arachis hypogaea) and hazelnut (Corylus avellana) cross-
contamination in the industrial production of cookies

Anal Bioanal Chem. 2009 Sep;395(1):103-9. doi:
10.1007/s00216-009-2716-x. Epub 2009 Mar 12.

Anal Bioanal Chem 2009 395(1):103-9 10.1007/s00216-009-2716-x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/19280180/

× 分析技術（リスク管理）

235 Pubmed 19723237 Niemann L, Taylor SL, Hefle SL. Detection of walnut residues in foods using an enzyme-linked immunosorbent assay
J Food Sci. 2009 Aug;74(6):T51-7. doi: 10.1111/j.1750-
3841.2009.01214.x.

J Food Sci 2009 74(6):T51-7 10.1111/j.1750-3841.2009.01214.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/19723237/

× 分析技術

236 Pubmed 19540419 Sordet C, Culerrier R, Granier C, Rancé F, Didier A, Barre A, Rougé P.
Expression of Jug r 1, the 2S albumin allergen from walnut (Juglans regia), as a correctly folded and functional recombinant
protein

Peptides. 2009 Jul;30(7):1213-21. doi:
10.1016/j.peptides.2009.03.007. Epub 2009 Mar 25.

Peptides 2009 30(7):1213-21 10.1016/j.peptides.2009.03.007
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/19540419/

〇

Jug r 1 はクルミ由来の 2S アルブミン アレルゲンで、熟したクルミから天然アレルゲンとして単離され、Gateway 技術を使用して大腸菌で組み換えアレルゲンとして発現。組み換え Jug r 1 (15 kDa) は、共有結合した 2 つの軽鎖 (3.5 kDa) と重鎖 (8
kDa) のポリペプチド鎖が切断されていない点で天然アレルゲンと異なる。天然および組換えアレルゲンはどちらも同様の IgE 結合活性を示し、以前に IgE 含有血清で処理された FcεRI 発現ラット好塩基性白血病細胞株の脱顆粒を同様に誘発。天然 Jug
r 1 は熱変性およびトリプシンとキモトリプシンのタンパク質分解攻撃に耐性がありますが、in vitro で 37 度 C で 1 時間培養した後、酸性 pH でペプシンの存在下で容易に加水分解されまる。 くるみJug r 1の組換えタンパク質 組換えJug r １の特性解析だが、内容確認

237 Pubmed 19203290
Bässler OY, Weiss J, Wienkoop S, Lehmann K, Scheler C, Dölle S, Schwarz D, Franken P,
George E, Worm M, Weckwerth W.

Evidence for novel tomato seed allergens: IgE-reactive legumin and vicilin proteins identified by multidimensional protein
fractionation-mass spectrometry and in silico epitope modeling

J Proteome Res. 2009 Mar;8(3):1111-22. doi:
10.1021/pr800186d.

J Proteome Res 2009 8(3):1111-22 10.1021/pr800186d
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/19203290/

× トマトアレルゲン（分析技術）

238 Pubmed 19016802
Tsai HJ, Kumar R, Pongracic J, Liu X, Story R, Yu Y, Caruso D, Costello J, Schroeder A, Fang Y,
Demirtas H, Meyer KE, O'Gorman MR, Wang X.

Familial aggregation of food allergy and sensitization to food allergens: a family-based study
Clin Exp Allergy. 2009 Jan;39(1):101-9. doi:
10.1111/j.1365-2222.2008.03111.x. Epub 2008 Oct 30.

Clin Exp Allergy 2009 39(1):101-9 10.1111/j.1365-2222.2008.03111.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/19016802/

× 食物アレルギーの家族性集約及び遺伝子的背景

239 Pubmed 18802355 Kulis M, Pons L, Burks AW. In vivo and T cell cross-reactivity between walnut, cashew and peanut
Int Arch Allergy Immunol. 2009;148(2):109-17. doi:
10.1159/000155741. Epub 2008 Sep 19.

Int Arch Allergy Immunol 2009 148(2):109-17 10.1159/000155741
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/18802355/

× 動物実験

240 Pubmed 18588558
Le TM, Lindner TM, Pasmans SG, Guikers CL, van Hoffen E, Bruijnzeel-Koomen CA, Knulst
AC.

Reported food allergy to peanut, tree nuts and fruit: comparison of clinical manifestations, prescription of medication and impact
on daily life

Allergy. 2008 Jul;63(7):910-6. doi: 10.1111/j.1398-
9995.2008.01688.x.

Allergy 2008 63(7):910-6 10.1111/j.1398-9995.2008.01688.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/18588558/

〇

ピーナッツ、木の実、果物アレルギーの臨床的重症度の違い、薬の処方、日常生活への影響
結果: 対象となった 218 名の患者のうち 82% が、それぞれの食品に対して過敏症と診断。ピーナッツ、木の実、果物アレルギー患者における重篤な症状 (呼吸器系または心血管系の症状) の割合は、それぞれ 47%、39%、31% (呼吸器系)、11%、　5.0%、
3.4% (心血管系) 。緊急薬 (エピネフリン、抗ヒスタミン薬、ステロイド) の処方と使用は、3グループ間で差はなし。
結論: 果物アレルギーは、木の実アレルギー、特に ピーナッツアレルギーよりも症状が軽度です。

ピーナッツ、木の実、果物アレルギーの臨床症
状、治療、日常生活

241 Pubmed 18502490 Maloney JM, Rudengren M, Ahlstedt S, Bock SA, Sampson HA. The use of serum-specific IgE measurements for the diagnosis of peanut, tree nut, and seed allergy
J Allergy Clin Immunol. 2008 Jul;122(1):145-51. doi:
10.1016/j.jaci.2008.04.014. Epub 2008 May 27.

J Allergy Clin Immunol 2008 122(1):145-51 10.1016/j.jaci.2008.04.014
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/18502490/

〇

症状のあるピーナッツ、木の実、種子アレルギーを特定するための食物特異的 IgE 測定の有用性
結果: 324 名の患者 (男性 61%、年齢中央値 6.1 歳、範囲 0.2～40.2 歳) を評価。患者は高度にアトピー性疾患 (57% がアトピー性皮膚炎、58% が喘息)を併発。ピーナッツアレルギー患者の大半は木の実に感作され (86%)、34% は臨床的アレルギーあり。
カシューナッツとピスタチオおよびペカンとくるみの間に高い相関関係。

ピーナッツ、木の実、種子アレルギーの診断にお
けるIgEの有用性

242 Pubmed 17639514
Hoff M, Son DY, Gubesch M, Ahn K, Lee SI, Vieths S, Goodman RE, Ballmer-Weber BK,
Bannon GA.

Serum testing of genetically modified soybeans with special emphasis on potential allergenicity of the heterologous protein CP4
EPSPS

Mol Nutr Food Res. 2007 Aug;51(8):946-55. doi:
10.1002/mnfr.200600285.

Mol Nutr Food Res 2007 51(8):946-55 10.1002/mnfr.200600285
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/17639514/

× 遺伝子組換え大豆

243 Pubmed 17601273 Benito C, González-Mancebo E, de Durana MD, Tolón RM, Fernández-Rivas M. Identification of a 7S globulin as a novel coconut allergen
Ann Allergy Asthma Immunol. 2007 Jun;98(6):580-4.
doi: 10.1016/s1081-1206(10)60739-9.

Ann Allergy Asthma Immunol 2007 98(6):580-4 10.1016/s1081-1206(10)60739-9
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/17601273/

× ココナッツの7Sグロブリン

244 Pubmed 17517107 Wallowitz ML, Chen RJ, Tzen JT, Teuber SS. Ses i 6, the sesame 11S globulin, can activate basophils and shows cross-reactivity with walnut in vitro
Clin Exp Allergy. 2007 Jun;37(6):929-38. doi:
10.1111/j.1365-2222.2007.02725.x.

Clin Exp Allergy 2007 37(6):929-38 10.1111/j.1365-2222.2007.02725.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/17517107/

〇

in vitro での Ses i 6 の交差反応性の予備検討
結果: IgE 免疫ブロット法では、2 名のドナー血清でrJug r 4 と rSes i 6 の交差反応性が確認。Ses i 6 は、ゴマアレルギーの血清で受動的に感作された好塩基球を活性化した。ゴマアレルギーだがくるみ耐性のあるドナーの交差反応性血清は、免疫ブロッ
ト法でくるみに対する IgE 反応性が確認されたにもかかわらず、くるみ抽出物で刺激されたときに好塩基球を活性化できなかった。
結論: ゴマ 11S グロブリンはクルミと部分的に免疫学的交差反応性を示し、マイナーアレルゲンとして分類されているにもかかわらず、活性化された好塩基球は 11 名のゴマアレルギー患者のうち 7 名の血清で感作された。

ゴマ11Sグロブリンのアレルゲン性及びくるみとの
交差反応性

ゴマアレルゲンの報告だが、交差性の結果あり
内容確認

245 Pubmed 17368770 Barre A, Jacquet G, Sordet C, Culerrier R, Rougé P.
Homology modelling and conformational analysis of IgE-binding epitopes of Ara h 3 and other legumin allergens with a cupin fold
from tree nuts

Mol Immunol. 2007 May;44(12):3243-55. doi:
10.1016/j.molimm.2007.01.023. Epub 2007 Mar 21.

Mol Immunol 2007 44(12):3243-55 10.1016/j.molimm.2007.01.023
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/17368770/

〇

ピーナッツのレグミンアレルゲン（Ara h 3）および木の実（くるみのJug r 4、ヘーゼルナッツのCor a 9、カシューナッツのAna o 2）で特定された連続性IgE結合エピトープは、ピーナッツと木の実のアレルゲン間で観察されるIgE結合交差反応を説明可
能な構造相同性を示す。この構造的に関連する交差反応は、アレルゲンの植物起源とは無関係であると思われるため、ピーナッツアレルギー患者は、アレルギー反応を防ぐために他の3つのナッツを避ける必要がある。 11S グロブリン アレルゲンに見ら
れるものと類似した IgE 結合エピトープは、ピーナッツ (Ara h 1) または木の実 (クルミの Jug r 2、ヘーゼルナッツの Cor a 1、カシューナッツの Ana o 3) のカップインフォールドを持つ他のビシリン アレルゲンには明らかに存在しない。

Ara h 3及び木の実由来クーピンを含む他のマメ科
アレルゲンのIgE結合エピトープホモロジーモデリ
ング

246 Pubmed 17477281 Brzezinski JL. Detection of sesame seed DNA in foods using real-time PCR
J Food Prot. 2007 Apr;70(4):1033-6. doi: 10.4315/0362-
028x-70.4.1033.

J Food Prot 2007 70(4):1033-6 10.4315/0362-028x-70.4.1033
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/17477281/

× 分析技術（ゴマ）

247 Pubmed 17641547 Choi SY, Sohn JH, Lee YW, Lee EK, Hong CS, Park JW. Characterization of buckwheat 19-kD allergen and its application for diagnosing clinical reactivity
Int Arch Allergy Immunol. 2007;144(4):267-74. doi:
10.1159/000106315. Epub 2007 Jul 20.

Int Arch Allergy Immunol 2007 144(4):267-74 10.1159/000106315
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/17641547/

× そばアレルゲン

248 Pubmed 17284927
Alonso R, Enrique E, Pineda F, Basagaña M, San Miguel-Moncín MM, Bartra J, Palacios R,
Cisteró-Bahíma A.

An observational study on outgrowing food allergy during non-birch pollen-specific, subcutaneous immunotherapy
Int Arch Allergy Immunol. 2007;143(3):185-9. doi:
10.1159/000099310. Epub 2007 Feb 6.

Int Arch Allergy Immunol 2007 143(3):185-9 10.1159/000099310
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/17284927/

× 非シラカバ花粉特異的OIT時の耐性獲得

249 Pubmed 17095366 Green TD, Palmer KP, Burks AW. Delayed anaphylaxis to walnut following epinephrine administration
J Pediatr. 2006 Nov;149(5):733-4. doi:
10.1016/j.jpeds.2006.06.048.

J Pediatr 2006 149(5):733-4 10.1016/j.jpeds.2006.06.048
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/17095366/

×
症例報告：エピネフリン投与後の遅延型くるみア
ナフィラキシー

250 Pubmed 17032053 Wallowitz M, Peterson WR, Uratsu S, Comstock SS, Dandekar AM, Teuber SS. Jug r 4, a legumin group food allergen from walnut (Juglans regia Cv. Chandler)
J Agric Food Chem. 2006 Oct 18;54(21):8369-75. doi:
10.1021/jf061329s.

J Agric Food Chem 2006 54(21):8369-75 10.1021/jf061329s
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/17032053/

〇

レグミン グループ タンパク質をコードする cDNA をクローニングして発現させ、くるみアレルギー患者の血清との IgE 結合を特定、ナッツとの交差反応性を検討
cDNA は pMAL-c2X ベクターにサブクローニングされ、rJug r 4 と名付けられ、組換え融合タンパク質を大腸菌で発現。予測分子量 58.1 kD の前駆体タンパク質をコードしており、ヘーゼルナッツおよびカシューナッツ レグミン アレルゲンと有意な配
列相同性を示した。 37 名中 21 名 (57%) の血清 IgE が rJug r 4 融合タンパク質に結合した。ヘーゼルナッツ、カシューナッツ、ピーナッツのタンパク質抽出物との in vitro 交差反応性を示した。

くるみレグミン、Jug r 4
Jug r 4の解析
主要アレルゲンの証明

251 Pubmed 16915841 Brzezinski JL. Detection of cashew nut DNA in spiked baked goods using a real-time polymerase chain reaction method J AOAC Int. 2006 Jul-Aug;89(4):1035-8. J AOAC Int 2006 89(4):1035-8
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/16915841/

× 分析技術（カシューナッツ）

252 Pubmed 15899521 Barre A, Borges JP, Culerrier R, Rougé P. Homology modelling of the major peanut allergen Ara h 2 and surface mapping of IgE-binding epitopes
Immunol Lett. 2005 Sep 15;100(2):153-8. doi:
10.1016/j.imlet.2005.03.014.

Immunol Lett 2005 100(2):153-8 10.1016/j.imlet.2005.03.014
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/15899521/

〇

Ara h 2 の分子表面にマッピングされた線状 IgE 結合エピトープの立体配座解析では、くるみ Jug r 1、ピーカンナッツ Car i 1、またはブラジルナッツ Ber e 1 アレルゲンの対応する領域と構造上の相同性なし。エピトープ コミュニティが存在しないこ
とは、ピーナッツとくるみまたはブラジルナッツの間で観察されるアレルギー交差反応性を支持するものではなく、これはおそらく他の遍在する種子貯蔵タンパク質アレルゲン、すなわちビシリンに依存していると推定。しかし、くるみ Jug r 1 アレル
ゲンの分子表面で特定された主要な IgE 結合エピトープは、ペカンナッツ Car i 1 アレルゲンの対応する領域と顕著な構造相同性を共有。

ピーナッツAra h 2とナッツ類2Sアルブミンの交差
反応性

Ara h 2に関する研究だが、Jug r 1に触れている
内容確認

253 Pubmed 16176398 Clark AT, Ewan PW. The development and progression of allergy to multiple nuts at different ages
Pediatr Allergy Immunol. 2005 Sep;16(6):507-11. doi:
10.1111/j.1399-3038.2005.00310.x.

Pediatr Allergy Immunol 2005 16(6):507-11 10.1111/j.1399-3038.2005.00310.x https://pubmed.ncbi.nlm.nih.go
v/16176398/

〇

複数のナッツ類に対する感作および臨床アレルギーの発症を年齢別に定義し、関連性を特定
784名のナッツアレルギー小児が、ピーナッツ、ブラジルナッツ、アーモンド、ヘーゼルナッツ、くるみ（陽性3 mm以上）に対するSPTによる感作（ナッツ特異的IgEの存在）を伴う、ナッツの明確な摂取後まもなくタイプ1アレルギー反応を起こした履
歴を持つ、初回受診時に前向きに登録。
加齢とともに複数のナッツ類に曝露する割合が増加し（2歳で23%、10歳で73%）、多種感作（2歳で19%、5～14歳で86%）および多種アレルギー（2歳で2%、14歳で47%）の割合も高まった。ナッツアレルギーのある0～1歳の乳幼児の大部分が、すでに
複数のナッツ類に感作（特異的IgEを持つ）しており、子宮内または幼少期の感作を意味している。小児期の後期に症状が現れる患者は、複数のナッツ類に感作され、臨床的にアレルギーを示す可能性が高くなる。

異なる年齢における木の実アレルギーの進展

254 Pubmed 16095141 Goetz DW, Whisman BA, Goetz AD.
Cross-reactivity among edible nuts: double immunodiffusion, crossed immunoelectrophoresis, and human specific igE serologic
surveys

Ann Allergy Asthma Immunol. 2005 Jul;95(1):45-52. doi:
10.1016/S1081-1206(10)61187-8.

Ann Allergy Asthma Immunol 2005 95(1):45-52 10.1016/S1081-1206(10)61187-8
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/16095141/

〇

7 種類の木の実 (くるみ、ピーカン、ヘーゼルナッツ、カシューナッツ、ブラジルナッツ、ピスタチオ、アーモンド) とピーナッツ間の血清学的交差反応性
結果: ナッツ特異的 IgE 酵素結合免疫吸着アッセイ阻害法では、ピーナッツと木の実の間に交差反応性なし。木の実の中で、アレルゲン交差反応性を示す 2 つのグループが定義された。
(1) くるみ、ペカン、ヘーゼルナッツ
(2) ヘーゼルナッツ、カシューナッツ、ブラジルナッツ、ピスタチオ、アーモンド
二重免疫拡散法、交差線免疫電気泳動法、および中間ゲル結果を伴う交差免疫電気泳動法では、交差反応性木の実の同じグループ分けを裏付け、グループ間およびピーナッツとはそれほど顕著ではないいくつかのナッツ抗原交差反応性を特定。
結論: わずかな例外 (特にピスタチオおよびクルミとのピーナッツ交差反応性が限られている) を除き、ピーナッツ抗原は血清学的に木の実と交差反応しない。くるみ、ペカン、ヘーゼルナッツは、交差反応性が強い木の実のグループを形成。木の実の間
で最も強い交差反応性は、植物科の関連に従っている: (1) クルミとピーカンはクルミ科、(2) カシューナッツとピスタチオはウルシ科。

食用ナッツ類の交差反応性 木の実類の交差反応性を全体的に検討

255 Pubmed 15940148
Robotham JM, Wang F, Seamon V, Teuber SS, Sathe SK, Sampson HA, Beyer K, Seavy M,
Roux KH.

Ana o 3, an important cashew nut (Anacardium occidentale L.) allergen of the 2S albumin family
J Allergy Clin Immunol. 2005 Jun;115(6):1284-90. doi:
10.1016/j.jaci.2005.02.028.

J Allergy Clin Immunol 2005 115(6):1284-90 10.1016/j.jaci.2005.02.028
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/15940148/

〇
カシューナッツアレルゲンに関する研究 カシューナッツの主要アレルゲン（くるみとの交

差反応性）
カシューナッツアレルゲンについて検討しているが、くるみとの交差性を併せて検討
内容確認

256 Pubmed 15829314 Ricci G, Righetti F, Menna G, Bellini F, Miniaci A, Masi M. Relationship between Bet v 1 and Bet v 2 specific IgE and food allergy in children with grass pollen respiratory allergy
Mol Immunol. 2005 Jun;42(10):1251-7. doi:
10.1016/j.molimm.2004.11.011. Epub 2005 Jan 16.

Mol Immunol 2005 42(10):1251-7 10.1016/j.molimm.2004.11.011
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/15829314/

×
小児イネ科花粉呼吸器アレルギーにおけるBet v 1
およびBet v 2特異的IgEと食物アレルギー

257 Pubmed 16261962 Senna G, Bonadonna P, Crivellaro M, Schiappoli M, Passalacqua G. Anaphylaxis due to Brazil nut skin testing in a walnut-allergic subject J Investig Allergol Clin Immunol. 2005;15(3):225-7. J Investig Allergol Clin Immunol 2005 15(3):225-7
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/16261962/

×
症例報告：くるみアレルギー患者のブラジルナッ
ツ皮膚テストによるアナフィラキシー

258 Pubmed 16028872 Celenk S, Bicakci A. Aerobiological investigation in Bitlis, Turkey Ann Agric Environ Med. 2005;12(1):87-93. Ann Agric Environ Med 2005 12(1):87-93
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/16028872/

× トルコ、ビトリスにおける空気生物学的調査

259 Pubmed 15609772 Gray HC, Foy TM, Becker BA, Knutsen AP. Rice-induced enterocolitis in an infant: TH1/TH2 cellular hypersensitivity and absent IgE reactivity
Ann Allergy Asthma Immunol. 2004 Dec;93(6):601-5.
doi: 10.1016/S1081-1206(10)61270-7.

Ann Allergy Asthma Immunol 2004 93(6):601-5 10.1016/S1081-1206(10)61270-7
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/15609772/

× 症例報告：乳児の米誘発性腸炎

260 Pubmed 15480333
Pastorello EA, Farioli L, Pravettoni V, Robino AM, Scibilia J, Fortunato D, Conti A, Borgonovo L,
Bengtsson A, Ortolani C.

Lipid transfer protein and vicilin are important walnut allergens in patients not allergic to pollen
J Allergy Clin Immunol. 2004 Oct;114(4):908-14. doi:
10.1016/j.jaci.2004.06.020.

J Allergy Clin Immunol 2004 114(4):908-14 10.1016/j.jaci.2004.06.020
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/15480333/

〇

イタリア人におけるくるみの主要アレルゲンの特定、花粉アレルギーのある患者とない患者のくるみの IgE 結合プロファイルの比較
方法: 経口曝露によって確認された口腔アレルギー症候群の患者及びくるみ摂取後に全身症状を呈する患者 46 名を選択。
結果: 唯一の主要なアレルゲンは、37 名の患者が認識した 9 kd 脂質輸送タンパク質 (LTP) 。分子量約 9 kd のその他の 2 つのマイナー アレルゲンは、どちらもビシリン ファミリーに属し、10 名の患者によって認識。くるみ LTP への IgE 結合は、桃
LTP によって完全に阻害。
重度の全身反応の記録またはオープンOFCによって確認されたクくるみアレルギーのイタリア人患者では、主要なアレルゲンは LTP 。LTP とビシリンは、花粉アレルギーのないくるみアレルギー患者のアレルゲン。

花粉アレルギーのないくるみアレルギー患者にお
けるLT及びビシリンの重要性

イタリア人の検討だが、PFAS (OAS)のない患者のくるみアレルギーの原因アレルゲンを解析
内容確認

261 Pubmed 15479274 Comstock SS, McGranahan G, Peterson WR, Teuber SS. Extensive in vitro cross-reactivity to seed storage proteins is present among walnut (Juglans) cultivars and species
Clin Exp Allergy. 2004 Oct;34(10):1583-90. doi:
10.1111/j.1365-2222.2004.02049.x.

Clin Exp Allergy 2004 34(10):1583-90 10.1111/j.1365-2222.2004.02049.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/15479274/

〇

くるみアレルギーに関連する低アレルギー性の種子貯蔵タンパク質の潜在的な生殖源のスクリーニング、主要な種子貯蔵タンパク質に対するIgE結合が減少、またはJug r 1またはJug r 2と交差反応しない品種または他のJuglans種の同定
方法: くるみ品種 (合計 57 の CVS) または種 (6 つ) を検討
結果: すべてのくるみ品種 および種にはアレルギー性タンパク質が含有。さらに、in vitro 免疫ブロット阻害試験で、試験した種の主要なアレルゲンは、くるみ品種のアレルゲンと交差反応した。

クルミの品種及び種間の種子貯蔵タンパク質のn
vitro交差反応性

くるみ品種間のアレルゲン比較

262 Pubmed 14989398 Asero R, Mistrello G, Roncarolo D, Amato S.
Relationship between peach lipid transfer protein specific IgE levels and hypersensitivity to non-Rosaceae vegetable foods in
patients allergic to lipid transfer protein

Ann Allergy Asthma Immunol. 2004 Feb;92(2):268-72.
doi: 10.1016/S1081-1206(10)61559-1.

Ann Allergy Asthma Immunol 2004 92(2):268-72 10.1016/S1081-1206(10)61559-1
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/14989398/

×
LTPアレルギー患者におけるモモLTP特異的IgE値
と非バラ科植物食品過敏症との関係

263
PubMed＋
InformAll

14767457 Asero R, Mistrello G, Roncarolo D, Amato S. Walnut-induced anaphylaxis with cross-reactivity to hazelnut and Brazil nut
J Allergy Clin Immunol. 2004 Feb;113(2):358-60. doi:
10.1016/j.jaci.2003.11.019.

J Allergy Clin Immunol 2004 113(2):358-60 10.1016/j.jaci.2003.11.019
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/14767457/

〇
ヘーゼルナッツとブラジルナッツに対する反応は、くるみアレルゲンとの交差反応によるものであり、広範囲のくるみタンパに反応。数種のくるみとヘーゼルナッツのタンパク質間の完全な免疫学的交差反応性及びブラジルナッツとくるみの少なくとも
一種のタンパク質間の交差反応性を確認。

ヘーゼルナッツ、ブラジルナッツとの交差反応性
を伴うくるみアナフィラキシー

264 Pubmed 15540651 Mills EN, Jenkins JA, Alcocer MJ, Shewry PR. Structural, biological, and evolutionary relationships of plant food allergens sensitizing via the gastrointestinal tract
Crit Rev Food Sci Nutr. 2004;44(5):379-407. doi:
10.1080/10408690490489224.

Crit Rev Food Sci Nutr 2004 44(5):379-407 10.1080/10408690490489224 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/15540651/

× 消化管を介して感作する植物由来アレルゲン

265 Pubmed 14657885
López-Torrejón G, Salcedo G, Martín-Esteban M, Díaz-Perales A, Pascual CY, Sánchez-
Monge R.

Len c 1, a major allergen and vicilin from lentil seeds: protein isolation and cDNA cloning
J Allergy Clin Immunol. 2003 Dec;112(6):1208-15. doi:
10.1016/j.jaci.2003.08.035.

J Allergy Clin Immunol 2003 112(6):1208-15 10.1016/j.jaci.2003.08.035
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/14657885/

×
レンズマメ種子の主要アレルゲンLen c 1とビクシ
リン

266 Pubmed 17301375 Khazaei HA, Hashemi SR, Aghamohammadi A, Farhoudi F, Rezaei N. The study of type 1 allergy prevalence among people of South-East of iran by skin prick test using common allergens Iran J Allergy Asthma Immunol. 2003 Sep;2(3):165-8. Iran J Allergy Asthma Immunol 2003 2(3):165-8
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/17301375/

×
皮膚プリックテストによるイラン南東部の1型アレ
ルギー有病割合

267 Pubmed 12915766 Roux KH, Teuber SS, Sathe SK. Tree nut allergens
Int Arch Allergy Immunol. 2003 Aug;131(4):234-44. doi:
10.1159/000072135.

Int Arch Allergy Immunol 2003 131(4):234-44 10.1159/000072135 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/12915766/

×
木の実アレルゲンに関する総説

総説：木の実アレルゲン 最新の総説を採用する

268
PubMed＋
InformAll

12911776 Clark AT, Ewan PW. Interpretation of tests for nut allergy in one thousand patients, in relation to allergy or tolerance
Clin Exp Allergy. 2003 Aug;33(8):1041-5. doi:
10.1046/j.1365-2745.2003.01624.x.

Clin Exp Allergy 2003 33(8):1041-5 10.1046/j.1365-2745.2003.01624.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/12911776/

〇

ピーナッツ及び木の実アレルギーまたは耐性のある患者における診断の臨床的意義
方法: 少なくとも 1 つのナッツにアレルギーのある 1,000 名の小児および成人を対象。最大 5 つのナッツに対する反応の履歴 (重症度を段階的に分類) または耐性を取得し、SPT/血清特異的 IgEを測定。
結果: すべてのナッツを合わせた、またはピーナッツ、ヘーゼルナッツ、アーモンド、くるみのいずれにおいて、SPT の膨疹サイズと反応の重症度との相関なし。CAP については、すべてのナッツに相関なし。ナッツに耐性を示した患者において、43%
が 3-7 mm の SPT膨疹サイズを示し、3% が 8 mm 以上で、また、IgE については、35% が0.35-14.99 kU/L、5% が 15 kU/L 以上。SPT膨疹サイズ3-7 mm では、54% がアレルギーを示し、46% が耐性。SPT と CAP の一致率は低かった (66%)。ナッツ

ギ      

1,000名の患者におけるナッツアレルギーの検査結
果及び耐性との関連

診断結果（SPT、IgE）は、症状の重症度と相関性が低い結果
自然経過についても記載
内容確認

269 Pubmed 12609531 Dibbern DA Jr, Palmer GW, Williams PB, Bock SA, Dreskin SC.
RBL cells expressing human Fc epsilon RI are a sensitive tool for exploring functional IgE-allergen interactions: studies with
sera from peanut-sensitive patients

J Immunol Methods. 2003 Mar 1;274(1-2):37-45. doi:
10.1016/s0022-1759(02)00369-1.

J Immunol Methods 2003 274(1-2):37-45 10.1016/s0022-1759(02)00369-1
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/12609531/

× ヒトFcεRIを発現するRBL細胞の有用性

270 Pubmed 12852741 Peternel R, Culig J, Mitić B, Vukusić I, Sostar Z. Analysis of airborne pollen concentrations in Zagreb, Croatia, 2002 Ann Agric Environ Med. 2003;10(1):107-12. Ann Agric Environ Med 2003 10(1):107-12
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/12852741/

×
クロアチア、ザグレブにおける大気中花粉濃度の
分析、2002年

271 Pubmed 12464960 Teuber SS, Del Val G, Morigasaki S, Jung HR, Eisele PH, Frick OL, Buchanan BB. The atopic dog as a model of peanut and tree nut food allergy
J Allergy Clin Immunol. 2002 Dec;110(6):921-7. doi:
10.1067/mai.2002.130056.

J Allergy Clin Immunol 2002 110(6):921-7 10.1067/mai.2002.130056
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/12464960/

× 書物アレルギーモデルとしてのアトピー性犬

272 Pubmed 12464167 Pajno GB, Passalacqua G, La Grutta S, Vita D, Feliciotto R, Parmiani S, Barberio G. True multifood allergy in a 4-year-old child: a case study
Allergol Immunopathol (Madr). 2002 Nov-
Dec;30(6):338-41. doi: 10.1016/s0301-0546(02)79149-0.

Allergol Immunopathol (Madr) 2002 30(6):338-41 10.1016/s0301-0546(02)79149-0
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/12464167/

× 症例報告：複数食物アレルギー４歳児

273 Pubmed 12440948 Mills EN, Jenkins J, Marigheto N, Belton PS, Gunning AP, Morris VJ. Allergens of the cupin superfamily
Biochem Soc Trans. 2002 Nov;30(Pt 6):925-9. doi:
10.1042/bst0300925.

Biochem Soc Trans 2002 30(Pt 6):925-9 10.1042/bst0300925 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/12440948/

〇
クーピンタンパク質ファミリーに関する総説

総説：クーピンスパーファミリーアレルゲン
最新の総説を採用するため必須ではない
内容確認

274 Pubmed 12381147 Teuber SS, Sathe SK, Peterson WR, Roux KH. Characterization of the soluble allergenic proteins of cashew nut (Anacardium occidentale L.)
J Agric Food Chem. 2002 Oct 23;50(22):6543-9. doi:
10.1021/jf025757j.

J Agric Food Chem 2002 50(22):6543-9 10.1021/jf025757j
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/12381147/

× カシューナッツの可溶性アレルゲンタンパク質

275 Pubmed 12269944 Crespo JF, Rodríguez J, James JM, Daroca P, Reaño M, Vives R. Reactivity to potential cross-reactive foods in fruit-allergic patients: implications for prescribing food avoidance
Allergy. 2002 Oct;57(10):946-9. doi: 10.1034/j.1398-
9995.2002.23626.x.

Allergy 2002 57(10):946-9 10.1034/j.1398-9995.2002.23626.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/12269944/

× 果物アレルギー患者における交差反応性食品

276
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12269935 Asero R, Mistrello G, Roncarolo D, Amato S, Caldironi G, Barocci F, van Ree R. Immunological cross-reactivity between lipid transfer proteins from botanically unrelated plant-derived foods: a clinical study
Allergy. 2002 Oct;57(10):900-6. doi: 10.1034/j.1398-
9995.2002.t01-1-23541.x.

Allergy 2002 57(10):900-6
10.1034/j.1398-9995.2002.t01-1-
23541.x

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/12269935/

〇

汎アレルゲンであるLTP に対する単一感作被験者における交差反応の臨床的関連性
方法: バラ科アレルギーの病歴を持つ約 600 名の被験者から、 LTP 過敏症患者 20 名を選択。
結果: 患者全員が、バラ科以外の多数の植物性食品のうち少なくとも 1 つを摂取した後にアレルギー反応を報告し、いくつかの症例では臨床反応が非常に重篤 (アナフィラキシー、喘息、蕁麻疹/血管性浮腫)。
アレルギー反応の原因として最も多く報告されたのはナッツ類とピーナッツ類 (それぞれ患者の 80% と 40%)。患者全員で、バラ科以外のいくつかの食品抽出物に対する SPT が陽性。ナッツ類、ピーナッツ、豆類、セロリ、米、トウモロコシに対する
SPT は、大多数の患者で陽性。ELISA 阻害試験では、桃の LTP を含む血清で前処理すると、くるみとピーナッツに対する IgE 反応が完全に阻害。
LTP は臨床的に関連する汎アレルゲンで、バラ科アレルギーで LTP 過敏症の患者のほとんどは、植物学的に無関係な植物由来の食品を摂取した後にも有害反応を経験。

植物学的には無関係な植物食品のLTP間の免疫学的
交差反応性：臨床研究

バラ科植物アレルギー患者のくるみの交差反応性
LTPの交差抗原性

277 Pubmed 12110835 Beyer K, Bardina L, Grishina G, Sampson HA.
Identification of sesame seed allergens by 2-dimensional proteomics and Edman sequencing: seed storage proteins as common
food allergens

J Allergy Clin Immunol. 2002 Jul;110(1):154-9. doi:
10.1067/mai.2002.125487.

J Allergy Clin Immunol 2002 110(1):154-9 10.1067/mai.2002.125487
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/12110835/

× ゴマ種子アレルゲンの同定

278 Pubmed 12065909
Poltronieri P, Cappello MS, Dohmae N, Conti A, Fortunato D, Pastorello EA, Ortolani C, Zacheo
G.

Identification and characterisation of the IgE-binding proteins 2S albumin and conglutin gamma in almond (Prunus dulcis)
seeds

Int Arch Allergy Immunol. 2002 Jun;128(2):97-104. doi:
10.1159/000059399.

Int Arch Allergy Immunol 2002 128(2):97-104 10.1159/000059399
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/12065909/

× アーモンドの2Sアルブミン、コングルチンの同定

279
PubMed＋
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11799381 Robotham JM, Teuber SS, Sathe SK, Roux KH. Linear IgE epitope mapping of the English walnut (Juglans regia) major food allergen, Jug r 1
J Allergy Clin Immunol. 2002 Jan;109(1):143-9. doi:
10.1067/mai.2002.120558.

J Allergy Clin Immunol 2002 109(1):143-9 10.1067/mai.2002.120558
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/11799381/

〇

Jug r 1 の連続性 IgE 結合エピトープの特定、IgE結合に必要なアミノ酸の特定
方法: くるみアレルギー患者の血清プールを使用。
結果: 免疫優位連続性エピトープ 1 つを特定。36 から 39 番目のアミノ酸の残基 が IgE 結合に最低限必要。このエピトープを 20 名の患者それぞれから得た血清で検討した結果、15 名の血清が陽性。患者 IgE とエピトープの結合は、ペプチドの可溶性形
態によって阻害されたが rJug r 1 への IgE 結合を完全には阻害しなかった。

Jug r 1の連続性IgEエピトープマッピング
エピトープ研究
生化学的研究色が強いが内容確認

280 Pubmed 11476466 Asero R, Mistrello G, Roncarolo D, Amato S, van Ree R. A case of allergy to beer showing cross-reactivity between lipid transfer proteins
Ann Allergy Asthma Immunol. 2001 Jul;87(1):65-7. doi:
10.1016/S1081-1206(10)62325-3.

Ann Allergy Asthma Immunol 2001 87(1):65-7 10.1016/S1081-1206(10)62325-3
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/11476466/

×
症例報告：LTPによる交差性を示したビールアレル
ギー）

281 Pubmed 11358875 Wilson IB, Zeleny R, Kolarich D, Staudacher E, Stroop CJ, Kamerling JP, Altmann F.
Analysis of Asn-linked glycans from vegetable foodstuffs: widespread occurrence of Lewis a, core alpha1,3-linked fucose and
xylose substitutions

Glycobiology. 2001 Apr;11(4):261-74. doi:
10.1093/glycob/11.4.261.

Glycobiology 2001 11(4):261-74 10.1093/glycob/11.4.261
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/11358875/

× 分析技術

282 Pubmed 11260236 Estlander T, Jolanki R, Alanko K, Kanerva L. Occupational allergic contact dermatitis caused by wood dusts
Contact Dermatitis. 2001 Apr;44(4):213-7. doi:
10.1034/j.1600-0536.2001.044004213.x.

Contact Dermatitis 2001 44(4):213-7 10.1034/j.1600-0536.2001.044004213.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/11260236/

× 木材粉塵による職業性接触皮膚炎

283 Pubmed 11298008 Pastorello EA, Pompei C, Pravettoni V, Brenna O, Farioli L, Trambaioli C, Conti A. Lipid transfer proteins and 2S albumins as allergens
Allergy. 2001;56 Suppl 67:45-7. doi: 10.1034/j.1398-
9995.2001.00914.x.

Allergy 2001 56 Suppl 67:45-7 10.1034/j.1398-9995.2001.00914.x 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/11298008/

×
LTP及び2Sアルブミンに関する総説。
臨床的に重要性がよく認識されている食物アレルゲンのクラスは、種子貯蔵 2S アルブミンで、マスタード、ゴマ、ブラジルナッツ、クルミ、ピーナッツなどで特定。

総説：アレルゲンとしてのLTP及び2Sアルブミン 新しい総説を採用する

284 Pubmed 11106277 Sicherer SH, Sampson HA. Peanut and tree nut allergy
Curr Opin Pediatr. 2000 Dec;12(6):567-73. doi:
10.1097/00008480-200012000-00010.

Curr Opin Pediatr 2000 12(6):567-73 10.1097/00008480-200012000-00010 〇
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/11106277/

× 総説：ピーナッツ及び木の実アレルギー 新しい総説を参照する

285 Pubmed 11306929
Asero R, Mistrello G, Roncarolo D, de Vries SC, Gautier MF, Ciurana CL, Verbeek E,
Mohammadi T, Knul-Brettlova V, Akkerdaas JH, Bulder I, Aalberse RC, van Ree R.

Lipid transfer protein: a pan-allergen in plant-derived foods that is highly resistant to pepsin digestion
Int Arch Allergy Immunol. 2000 May;122(1):20-32. doi:
10.1159/000024355.

Int Arch Allergy Immunol 2001 124(1-3):67-9 10.1159/000053671
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/11306929/

〇

LTP の高度に保存された構造が真の汎アレルゲンとしての妥当性、アレルギー誘発性タンパク質の安定性
方法: バラ科の果実抽出物に対するSPTが陽性であった 38名の患者の面接及びSPT。バラ科と非バラ科の LTP 間の IgE 交差反応性、LTP のアレルギー誘発性タンパク質の安定性。
結果: バラ科 LTP に対する IgE 抗体は、バラ科以外の幅広い野菜食品と交差反応した。この交差反応性 IgE 抗体を有する患者の多くは、臨床的な食物アレルギーを示した。典型的なシラカバのバラ科交差反応性患者とは対照的に、口腔アレルギー症候群
はより重篤で全身的な反応を伴うことが多かった。LTP に対する IgE 反応は、アレルゲンのペプシン処理に対して抵抗性を示した。

高いペプシン消化抵抗性を示す植物由来汎アレル
ゲンであるLTP

消化抵抗性LTP
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10589017 Teuber SS, Jarvis KC, Dandekar AM, Peterson WR, Ansari AA.
Identification and cloning of a complementary DNA encoding a vicilin-like proprotein, jug r 2, from english walnut kernel (Juglans
regia), a major food allergen

J Allergy Clin Immunol. 1999 Dec;104(6):1311-20. doi:
10.1016/s0091-6749(99)70029-1.

J Allergy Clin Immunol 1999 104(6):1311-20 10.1016/s0091-6749(99)70029-1
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/10589017/

〇

くるみアレルゲンの 1 つをコードする相補的 (c)DNA クローンの特性
方法: くるみの体細胞胚から調製した cDNA 発現ライブラリを使用して患者血清との IgE 反応性についてスクリーニング
結果: 組換え融合タンパク質が誘導され、検査した 15 名の患者のうち 9 名で、血清 IgE に結合、主要なアレルゲンとして特定、Jug r 2 と命名された。種子タンパク質のビシリン グループをコードする遺伝子と有意な相同性。47 kd バンド Jug r 2 の N
末端配列決定により、前駆体から得られた成熟タンパク質であることを確認。
IgE 結合阻害実験では、Jug r 2 とエンドウ豆ビシリン、ピーナッツ タンパク質、またはカカオ タンパク質の間には交差反応性がほとんどないか、まったくない。

Jug r 2のDNAの同定とクローニング
2000年以前の文献だが、今でも非引用回数多い
内容確認

287 Pubmed 10582717 Asero R. Detection and clinical characterization of patients with oral allergy syndrome caused by stable allergens in Rosaceae and nuts
Ann Allergy Asthma Immunol. 1999 Nov;83(5):377-83.
doi: 10.1016/S1081-1206(10)62834-7.

Ann Allergy Asthma Immunol 1999 83(5):377-83 10.1016/S1081-1206(10)62834-7
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/10582717/

×
バラ科植物及びナッツ類の安定ｙおるアレルゲン
口腔アレルギー症候群臨床的特徴

OASをどうするか？

288 Pubmed 10435479
Pérez-Pimiento AJ, Moneo I, Santaolalla M, de Paz S, Fernández-Parra B, Domínguez-Lázaro
AR.

Anaphylactic reaction to young garlic
Allergy. 1999 Jun;54(6):626-9. doi: 10.1034/j.1398-
9995.1999.00806.x.

Allergy 1999 54(6):626-9 10.1034/j.1398-9995.1999.00806.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/10435479/

× ニンニクによるアナフィラキシー
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10359903 Teuber SS, Peterson WR.
Systemic allergic reaction to coconut (Cocos nucifera) in 2 subjects with hypersensitivity to tree nut and demonstration of
cross-reactivity to legumin-like seed storage proteins: new coconut and walnut food allergens

J Allergy Clin Immunol. 1999 Jun;103(6):1180-5. doi:
10.1016/s0091-6749(99)70196-x.

J Allergy Clin Immunol 1999 103(6):1180-5 10.1016/s0091-6749(99)70196-x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/10359903/

〇

ココナッツの IgE 結合タンパク質及び他のナッツとの in vitro 交差反応性
方法: ココナッツ摂取後全身症状を示した木の実アレルギー患者２名の血清を使用。ココナッツ胚乳組織抽出物の IgE 結合プロファイル及びくるみ、アーモンド、ピーナッツ、ココナッツによる阻害試験。
結果: 両患者の血清 IgE は、分子量 35 kd および 36.5 kd の還元ココナッツアレルゲンを認識。1 名の患者血清 IgE は 55 kd の抗原にも結合。
ナッツ抽出物で血清を前処理すると、ココナッツタンパク質への IgE 結合が阻害。ココナッツで血清を前処理すると、1 名の患者では 35 kd と 36 kd のタンパク質バンドへの IgE 結合が消失し、もう 1 名の患者では 36 kd のタンパク質への IgE 結合が
阻害された

木の実過敏症患者おけるココナッツ に対するアレ
ルギー反応及びレグミン様タンパク質に対する交
差反応：ココナッツ及びくるみの新規アレルゲン

2000年以前の文献だが、今でも非引用回数多い
内容確認

290 Pubmed 9885728
Hernández Prieto M, Lorente Toledano F, Romo Cortina A, Dávila González I, Laffond Yges E,
Calvo Bullón A.

Pollen calendar of the city of Salamanca (Spain). Aeropalynological analysis for 1981-1982 and 1991-1992
Allergol Immunopathol (Madr). 1998 Sep-
Oct;26(5):209-22.

Allergol Immunopathol (Madr) 1998 26(5):209-22
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/9885728/

× 花粉カレンダー

291 Pubmed 9788699 Asero R. Is walnut really a birch-pollen-related fruit?
Allergy. 1998 Sep;53(9):908-9. doi: 10.1111/j.1398-
9995.1998.tb04004.x.

Allergy 1998 53(9):908-9 10.1111/j.1398-9995.1998.tb04004.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/9788699/

× くるみとシラカバ花粉
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9651458 Sicherer SH, Burks AW, Sampson HA. Clinical features of acute allergic reactions to peanut and tree nuts in children
Pediatrics. 1998 Jul;102(1):e6. doi:
10.1542/peds.102.1.e6.

Pediatrics 1998 102(1):e6 10.1542/peds.102.1.e6
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/9651458/

〇

ピーナッツあるいは木の実に対する急性アレルギー反応の履歴が少なくとも 1 つある小児における、ピーナッツ および 木の実 の初回およびその後の偶発的な摂取時の急性反応の臨床的特徴
結果: 合計 122 名の患者 (63% が男性、研究時の年齢の中央値 8 歳) が急性反応を示した。 ピーナッツのみに反応したのは 68 名、木の実のみに反応したのは 20 名、Pピーナッツと 木の実両方に反応したのは 34 名。T木の実に反応した人のうち、34 名
は 1 種類の、12 名は 2 種類、8 名は 3 種類以上 に反応し、最も一般的なのはくるみ、アーモンド、ペカン。
症状の 89% は皮膚 (じんましん、血管性浮腫)、52% は呼吸器 (喘鳴、喉の圧迫感、反復する咳、呼吸困難)、32% は消化管 (嘔吐、下痢) に関係。
結論：ピーナッツアレルギー患者の3分の1では木の実に対するアレルギー反応が共存。

小児ピーナッツ及び木の実アレルギーの臨床的特
徴

類似文献がある
内容確認
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9648708 Teuber SS, Dandekar AM, Peterson WR, Sellers CL.
Cloning and sequencing of a gene encoding a 2S albumin seed storage protein precursor from English walnut (Juglans regia), a
major food allergen

J Allergy Clin Immunol. 1998 Jun;101(6 Pt 1):807-14.
doi: 10.1016/S0091-6749(98)70308-2.

J Allergy Clin Immunol 1998 101(6 Pt 1):807-14 10.1016/S0091-6749(98)70308-2
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/9648708/

〇

くるみの核に含まれる主要な食物アレルゲンの 1 つをコードする遺伝子のクローン化、組換えアレルゲンの特性
結果: cDNA クローンが特定され、Jug r 1 と命名。
このクローンにはブラジルナッツ (Bertholletia excelsa) のメチオニンに富む 2S アルブミン種子貯蔵タンパク質前駆体 Ber e 1 との 46.1% の同一性を示した。
くるみアレルギーの患者の血清 16 名のうち 12 名で、2S アルブミン種子貯蔵タンパク質前駆体融合タンパク質への IgE 結合が認められた。
IgE 結合阻害研究によると、くるみの 2S タンパク質前駆体は、ヒマ種子、綿実、カラシ種子、ブラジルナッツの 2S 種子貯蔵タンパク質アレルゲンに類似した大小のサブユニットに翻訳後修飾されることが示唆されています。

2SアルブDNAシークエンス及びクローニング
Jug r 1に関する最初の部報告
2000年以前の文献だが、今でも非引用回数多い
内容確認

294 Pubmed 9641569 Boehncke WH, Loeliger C, Kuehnl P, Kalbacher H, Böhm BO, Gall H. Identification of HLA-DR and -DQ alleles conferring susceptibility to pollen allergy and pollen associated food allergy
Clin Exp Allergy. 1998 Apr;28(4):434-41. doi:
10.1046/j.1365-2222.1998.00246.x.

Clin Exp Allergy 1998 28(4):434-41 10.1046/j.1365-2222.1998.00246.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/9641569/

×
花粉アレルギー及び花粉関連食物アレルギーに対
する感受性における HLA-DR、-DQ 対立遺伝子の
同定

295 Pubmed 21781807
Hill DJ, Hosking CS, Zhie CY, Leung R, Baratwidjaja K, Iikura Y, Iyngkaran N, Gonzalez-Andaya
A, Wah LB, Hsieh KH.

The frequency of food allergy in Australia and Asia
Environ Toxicol Pharmacol. 1997 Nov;4(1-2):101-10.
doi: 10.1016/s1382-6689(97)10049-7.

Environ Toxicol Pharmacol 1997 4(1-2):101-10 10.1016/s1382-6689(97)10049-7
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/21781807/

×
オーストラリア及びアジアにおける食物アレル
ギー

296 Pubmed 9111495 Teuber SS, Brown RL, Haapanen LA. Allergenicity of gourmet nut oils processed by different methods
J Allergy Clin Immunol. 1997 Apr;99(4):502-7. doi:
10.1016/s0091-6749(97)70077-0.

J Allergy Clin Immunol 1997 99(4):502-7 10.1016/s0091-6749(97)70077-0
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/9111495/

×
異なる加工処理されたグルメナッツオイルのアレ
ルゲン性

297 Pubmed 8074265 Blanco C, Carrillo T, Castillo R, Quiralte J, Cuevas M. Avocado hypersensitivity
Allergy. 1994 Jul;49(6):454-9. doi: 10.1111/j.1398-
9995.1994.tb00839.x.

Allergy 1994 49(6):454-9 10.1111/j.1398-9995.1994.tb00839.x
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/8074265/

× アボカド過敏症

298 Pubmed 2926087 Ortolani C, Ispano M, Pastorello EA, Ansaloni R, Magri GC.
Comparison of results of skin prick tests (with fresh foods and commercial food extracts) and RAST in 100 patients with oral
allergy syndrome

J Allergy Clin Immunol. 1989 Mar;83(3):683-90. doi:
10.1016/0091-6749(89)90083-3.

J Allergy Clin Immunol 1989 83(3):683-90 10.1016/0091-6749(89)90083-3
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/2926087/

× OAS患者のSPT及びRAST比較

299 PubMed 3950255 Stricker WE, Anorve-Lopez E, Reed CE. Food skin testing in patients with idiopathic anaphylaxis
J Allergy Clin Immunol. 1986 Mar;77(3):516-9. doi:
10.1016/0091-6749(86)90188-0.

J Allergy Clin Immunol 1986 77(3):516-9 10.1016/0091-6749(86)90188-0
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/3950255/

× 特発性アナフィラキシー患者のSPT

300 PubMed 1262606 Gillespie DN, Nakajima S, Gleich GJ. Detection of allergy to nuts by the radioallergosorbent test
J Allergy Clin Immunol. 1976 Apr;57(4):302-9. doi:
10.1016/0091-6749(76)90086-5.

J Allergy Clin Immunol 1976 57(4):302-9 10.1016/0091-6749(76)90086-5
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/1262606/

× 分析技術

301 PubMed 1147318 Lewis WH, Imber WE. Allergy epidemiology in the St. Louis, Missouri, area. III. Trees Ann Allergy. 1975 Aug;35(2):113-9. Ann Allergy 1975 35(2):113-9
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/1147318/

×
セントルイス、ミズーリ地域におけるアレルギー
疾患疫学調査

302 InformAll 11447394 Sicherer SH, Furlong TJ, Muñoz-Furlong A, Burks AW, Sampson HA. A voluntary registry for peanut and tree nut allergy: characteristics of the first 5149 registrants
J Allergy Clin Immunol. 2001 Jul;108(1):128-32. doi:
10.1067/mai.2001.115755.

J Allergy Clin Immunol 2001 108(1):128-32 10.1067/mai.2001.115755
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.
gov/11447394/

×
ピーナッツ及び木の実アレルギー任意登録者の特
徴

303 InformAll 8616415 Ewan PW. Clinical study of peanut and nut allergy in 62 consecutive patients: new features and associations
BMJ. 1996 Apr 27;312(7038):1074-8. doi:
10.1136/bmj.312.7038.1074.

BMJ 1996 312(7038):1074-8 10.1136/bmj.312.7038.1074 https://pubmed.ncbi.nlm.nih.go
v/8616415/

×
ピーナッツ及び木の実アレルギー任意登録者の特
徴

304 Allegome no hit Su,M.,Venkatachalam,M.,Teuber,S.S.,Roux,K.H.,Sathe,S.K. Impact of gamma-irradiation and thermal processing on the antigenicity of almond, cashew nut and walnut proteins
J Sci Food Agric. 2004 84(10);1119-1125.
doi:10.1002/jsfa.1748.

J Sci Food Agric 2004 84(10);1119-1125 10.1002/jsfa.1748
https://scijournals.onlinelibr
ary.wiley.com/doi/10.1002/jsf
a.1748

〇 加工（γ線照射、加熱）の影響
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